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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　数十人が同時に働く大規模なレストランほどではないが、街角のちょっとした料理店くらいなら上回っていそうな広さと設備を備えた調理場──俺はそんな調理場にて、一人黙々と料理を作っていた。

　一人きりの調理場というのは、静かだ。

　せわしない足音もないし、てきぱきとコミュニケーションをとる声もない。野菜を刻む音や炒いため物ものをする音や金属がぶつかる音、そんな様々な料理音が方々から聞こえてくることもない。ただ目の前の小鍋がふつふつと煮立つ音がするだけだ。はじめはこの過剰な静けさに戸惑ったものだが、二週間もすれば、もうすっかり慣れてしまっていた。




　俺──霜しも月つき明あき人とは二週間前から、この場所で働いている。

　ここは店ではない。個人の家である。

　とある大金持ちの娘が住む豪邸、俺はそこで専属料理人という形で働いている。住み込みで朝昼晩三食の料理を作り振舞うというのが今の仕事だ。二週間前までフレンチの一流店で働いていた俺からすると勝手が違うことも多かったが、今はもう仕事面でも、この家での生活面でも、ずいぶん順応してきていると思う。

　今日も夕食の支度はすこぶる順調に進んでいた。料理は一品を残して全て準備がすんでおり、残る一品であるスープもあとは仕上げの工程に入るだけだ。五分十分というところだろう。時計を見ると今は六時ちょうど。うん、惚ほれ惚ぼれするほど完璧な進行だ。

「よし」

　鍋をぐるりとかき混ぜ、様子を見る。

　食材はいい具合に柔らかくなっていた。一時間かけてじっくり煮込んでいるから十分に味は染み出しているだろう。もう仕上げに入っていいタイミングだ。

　作業に取り掛かろうとしたところで、しかし、邪魔が入った。

　調理場の扉が開く音がして、それから聞きなれた声が耳に入ってきたのだ。

「ねえ霜月！」

「……姫ひめ野の」

　確認するまでもないが、一応振り返ってみる。

　明るいブラウンに染められた髪。モデルのようにスタイルがよく、街を歩けば見知らぬ人も思わず振り向いてしまうような抜群のルックスをしている。ぱっちりとした瞳もすらっとした鼻も薄くリップを塗った艶つやめいた唇もそれぞれが輝いているが、全てがあわさるとびっくりするような完璧な造形に仕上がっている。最高級食材だけを使って料理したら食材のポテンシャルを更に上回る一皿ができた、みたいな。例え下手だな。

　ともかく文句なしに美少女といえる、女の子。

　それが俺の仕事相手である例の金持ちの娘──姫野結ゆ奈なだった。

「何しに来たんだよ。なんか用か？」

「いや──今日の夜ご飯、なにかなと思って」

「事前に知りたいなら言ってくれればメニューは教えるぞ。つーかこのやりとり昨日もしなかったか？」

「う、うるさいわねっ、何でもいいじゃない！」

　ほんのり頬ほおを赤らめて言う姫野。

　最近こうやってよく調理場を覗のぞきに来るんだよな。料理下手なくせに見るのは好きらしく、俺が調理過程の説明をしたり実際に作るところを見せてやると喜ぶのだ。何が楽しいのか皆目見当もつかないが、まあ追い出すこともないし好きなようにさせている。

　姫野はひょこひょここっちまで歩いてきて、俺の隣に立った。

　そして鍋を覗き込み、尋ねてくる。

「ねえ、それは何を作ってるの？」

「これは海え老びのビスク。フランスの伝統的なスープだ」

「ビスクって？」

「クリームベースの滑らかな味わいのスープだ。もともとは市場に出せないような甲殻類の旨うま味みを最大限に抽出するっていうコンセプトの料理だったりもする」

「ふーん」

　姫野は興味深そうにこくりと相づちを打った。

　俺自身はフレンチ専門の料理人だが、毎日というのもあれなので一週間でバランスよく色んなジャンルの料理を作るようにしている。フレンチは週二回で、今日はそのフレンチを用意する日だった。

　さて姫野の邪魔が入ったせいで作業が止まっていたが、いい時間だし仕上げに入ろう。

　まずは火を止める。

　小さな鉄鍋の取っ手を掴つかみ、ごろごろ入っている食材ごと中身をミキサーに入れる。

　甘海老やら香味野菜やらはまとめてじゃーっと切り刻まれ、すぐに形を失ってどろどろとした液体に様変わりした。それを今度は目の細かいシノワに移して裏うら漉ごし。結果、抽出されるのはさらさらした鮮やかなオレンジ色の液体だ。

「さすが……ほんとに手際いいわね」

「膨大な反復作業の賜たま物ものってやつだ。十年も料理やってりゃこのくらいはできる」

「それで完成なの？」

「いや、まだだ。もうほんの数分で完成だけどな」

　喋しやべりながら、俺は取り出した液体をもう一度鍋へと戻す。そして火にかけ、沸騰するまでしばらく待ってやる。

　やがてボコボコと煮立ちはじめたら火を緩め。

　生クリームとカイエンペッパーを加えて。

　最後に、塩と胡こ椒しようで軽く味を調えてあげれば──完成だ。

　食器棚の方に行って試食用の小さなスプーンを二つとってくると、俺はその片方を姫野に差し出した。

「ほら、せっかくだし味見してくれ」

「あ、うん！」

　俺と姫野はそれぞれ一口ずつすくい、飲んだ。

「……お、美味おいしい！」

　すると姫野は、ぱあっと顔を輝かせた。
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「海老の旨味と香りが凝縮されてて、すっごく美味しい！　濃厚でクリーミーね！」

「ほんとだな。今日はうまく作れてる」

「しかもそれだけじゃなくて、味に深みがあるというか……」

「香味野菜からも味が染み出てるし、ブイヨンとフュメ・ド・ポワソンを加えてる。他にも色々な工夫をしてるから、重層的な味わいになるんだよ」

　ブイヨンはフレンチにおいて欠かせないスープのベース、フュメ・ド・ポワソンは簡単に言ってしまえば魚の出だ汁しだ。どちらも作るのに相当の手間がかかるのだが、これらを加えることでぐっとクオリティは上がる。プロの味になるわけだ。

　解説しながら、俺は姫野をちらりと見た。

（……か、可愛かわいい）

　そして──思わずドキリとしてしまう。

　笑顔を浮かべる姫野は、見とれてしまうほど魅力的だったのだ。

　普段からとんでもない美少女であることは疑いようもないのだが、この笑顔は格別だった。もうここに来て二週間経たつというのに、未いまだに慣れることがない。見るたびに俺は胸がバクバクしてしまっていた。恋愛に興味のない俺でもそれくらい動揺するほど、殺人的な破壊力を持った笑顔なのだ。

　この表情を見ることは、ここで料理するようになってから一つの楽しみになっていた。

「……ねえ」

　と、姫野はこちらをじろりと見ながら声をかけてくる。

「な、なんだ!?」

　しまった、見とれていたことがバレたのか？

　俺はすこし焦ったが、姫野が口にした言葉はぜんぜん違うものだった。

「も、もう一口いいかしら？」

「いや味見なんだからやめろ！　口をつけたスプーンを鍋に入れるな！」

「……けち。こまっかい男ね」

「おうわかった。お前の夜ご飯はスープなしにしてやろうか？」

「さ、最低ねあんた！　それでも人としての心を持ってるわけ？」

「やめろやめろ、鍋があるところで暴れるな！」

　ぎゃーぎゃー騒ぐ姫野をいなしながら、俺は小さく笑っていた。

　なんというか、不思議なものだ。

　つい半月前まで、俺は姫野を嫌っていた。姫野も俺を嫌っていた。犬猿の仲ともいえる間柄だった。

　それがこんなふうに料理を振舞って、軽口を叩たたき合うような関係になるとは、今こうやって普通に接していてもたまに信じられなくなる。そして思わず笑ってしまうのだ。




　──そう。

　この家に来てから、俺は、確実に変わっていた。

　人として。そして料理人として。

　しかしこの時の俺は。まだそのことに、気づいていなかったのだった。
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　高校の最寄駅から電車で十分、下車してから更に徒歩五分。

　タワーマンションの林立する高級住宅地に隣接した繁華街の中心部──文句なしの一等地といえる場所に、俺の働いているフランス料理店〈フリメール〉は店を構えている。

「おつかれさまです師匠！」

「おっ、もう来てたか穂ほの香か」

　一流レストランにふさわしい、洗練されたアーティスティックな外観。

　店内に入るとそこには贅ぜい沢たくな空間が広がっている。白と金、そして透明感という三つの要素に沿って設計された内装は、非日常を演出していた。

　優雅なシャンデリアが店内を照らし、壁にはモダンアートが飾られている。床は幾何学模様で彩られた金きん箔ぱく。テーブルと椅子は料理長が惚ほれこんだデンマーク製の上質な代物。そんな徹底的にこだわりぬかれた空間は、今日はがらんとしていた。

　それもそのはず。今日は月曜日、週に一度の休業日である。

　客は当然来ないし、従業員も基本的に出勤しない。そんな中で店にやってきていたのは、俺と、まだ幼さの残る少女の二人だけだった。

「今コックコートに着替えてくるから、厨ちゆう房ぼうで待ってろ」

「了解でーす！　あ、食材とか準備しておきます？」

「そうだな。メモがあるからこれに書いてあるのを準備してくれ」

「はいはーい！」

　このテンション高めの少女は、秋あき月つき穂香という。

　俺より二つ年下、中学二年生だ。身長は百五十センチ弱と小柄で胸もぺったんこ。顔立ちは可愛らしいがいかんせん童顔だから俺にとっては妹みたいな存在である。とにかく快活な性格で、ムードメーカー的な素質を持っている。

　そんな穂香はこの店のアプランティ、つまり見習い。

　店に入ったのは一年前だ。中学生で応募なんて普通は突っぱねるところだが、俺という前例があったので料理長が面白半分で採用面接と実技試験を行った。すると驚くことに他の応募者よりも抜群に優れた素質を持っていて、コミュニケーション能力も高いときた。使える人材と判断され、料理長の鶴の一声で採用が決定。

　そして従業員の中で唯一の十代である俺に、年齢が近いからという雑な理由で指導役が押し付けられた。それから俺は今日みたいに休業日を使ったり店の勤務時間前後を使ったりして穂香に料理を教え、穂香は俺を師匠と呼んで慕ってくれている。

　まあそんなわけで。俺たち二人は、がらんどうのレストランに来ていた。




　ロッカールームでコックコートに着替え、身だしなみを整えてから厨房へと向かう。

　店の厨房は、客の目に入る内装や外観と違って、絢けん爛らん豪ごう華かといった趣はない。むしろ見た目は味気ないくらいである。

　床は鼠ねずみ色いろのタイルが貼られ、ステンレス製の調理台が整然と並んでいる。そのイメージはたぶん工場に近い。無機質で人工的な雰囲気。

　しかし一流店だけあって、機能性の面は非常に充実している。調理器具で視界を遮らない伝統的なヨーロッパスタイルで、調理の流れに沿った無駄のない台の配置。汚れの入り込む隙間が徹底的に排除された精密な設計は厨房の清潔さを保証している。調理器具や設備はもちろんあらゆる面で充実しており、理想を絵に描いたような素晴らしい厨房だ。

「あー師匠、おそいですよー」

　中に入ると穂香は手持ちぶさたな様子でぼんやりと立っていた。

「もう食材の準備はできたのか？」

「はい！　とりあえずメモに書いてあるぶんは全て揃そろえました！」

「どれどれ……ほんとだ、大丈夫そうだな。じゃあ今日もはじめるか」

「いえーい！　師匠の料理教室、はじまりはじまりー！」

　……相変わらずテンション高いなこいつ。

　まあ、モチベーションが高いのはいいことだが。俺は苦笑しつつ調理台の上に無造作に置かれている食材を並べなおし、そうしながら穂香へと尋ねてみた。

「じゃあ穂香、クイズだ。この食材を見て今日作るものが何かをあててみろ」

「うーん、わかりません！」

「いやもうちょい考えろ。ほらヒントはこの仔こ牛うしの骨とくず肉、だいたい予想つくだろ」

「あっ！　もしかして、フォン・ド・ヴォーですか？」

「正解だ。もうそろそろ教えといてもいいと思ってな」

　もうかれこれこうやって教えるようになって一年が経とうとしている。フレンチではよくこのフォン・ド・ヴォーを作れるようになったら一人前というが、穂香はもう野菜、魚、肉──それぞれの下処理をほとんどマスターしているし、ちょうどいい時期だろう。

　必要な調理器具を用意しながら、更に問いかける。

「というわけでまずは作る前に、復習といこうか。フォンとは何だった？」

「えっと……フランス料理でソースのベースに使う出汁みたいなものですよね？」

「そう。フランス料理の要はソースって言われるけど、そのソースを作るのに不可欠なのがフォンだ。だからフォンはフランス料理には欠かせないんだよ」

　穂香は俺の話を真面目な面持ちで聞いている。

「で、今日作るフォン・ド・ヴォー、仔牛のフォンだが。フォンの中のエース格だ」

「なるほど……つまり背番号一八番ですねっ！」

「なんだそれ」

「野球だとエースの背番号って一八じゃないですかー！」

　いや知らんけどな。野球なんて観みたこともないし。

　ともかくさっそく調理に入ることにしよう。

　俺が穂香に教える時はまず調理手順を口で説明し、必要であれば一部を実際にやってみせるという形式をとっている。基本的には手で覚えてほしいので穂香自身の手で調理を進めてもらい、問題があればその都度注意訂正していくという感じだ。

「まずは仔牛の骨とくず肉を、それぞれ別のフライパンで焼く。骨の方はいい具合に焼けたら鉄板に移して二百五十度のオーブンで四十分くらい焼くんだが……そのタイミングはまたあとで教えるから、とりあえずやってみてくれ」

「アイアイサーですっ！」

　穂香はしゅいっと右手を頭に添えて敬礼みたいな恰かつ好こうをしたのち、ぴゅいーっと作業に入っていった。この店で一年働いているだけあって仕事は素早く、あっという間に俺の指示した作業へと入っていた。

　そうやって、俺たちの時間は進んでいく。

「玉ねぎ、人にん参じん、セロリは全部ミルポワに切って。それが終わったらフライパンでまず玉ねぎから炒いためて、透明になったら他もぶち込む。そのあとにトマト・コンサントレを」

「はい！」

「骨を焼いた鉄板とくず肉は、ちゃんとデグラッセするんだぞ。鍋に加えるからな」

「はいはーい！」

「よし、鍋に入れていこう。順番は俺の言ったとおりに」

「ラジャーですっ！」

　適宜指導を加えつつも、基本的にはスムーズに進んでいく。はじめてから一時間ほどで鍋へと食材を投入するフェイズに移行していた。
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　時折専門用語を口にしても穂香はまったく逡しゆん巡じゆんなしに適切な作業を行う。ミルポワは香味野菜の切り方で小さなサイコロ状に切ること、デグラッセは鍋肌にこびりついた肉の旨うま味みや香ばしさの凝縮したエキスを少量の水で煮溶かす作業を言うのだが、はじめのころ穂香はこういう専門用語に戸惑って手を止めてしまうことが多かった。

　ほんと、成長してるな。

　感慨深くなっていたが、ちょんちょんと脇腹をつつかれて俺は我に返る。

「──師匠？」

「あ、すまんすまん。えっと今どこまで進んだっけ」

「トマトとブーケ・ガルニを加えて強火にかけたところですー」

「ってもうほとんど終わりじゃんか。あとは表面のアクと脂をとってくれ！　そしたらそれから、たっぷり十時間煮込んで、最後仕上げをして完成だ」

「ええーっ、十時間!?」

「フォンってのはだいたいそのくらいかかるんだ。ものすごい手間なんだぞ」

　フォン・ド・ヴォー一つで十時間かかるのに、他にも複数のフォンやジュを組み合わせてソースを作る。そうして料理を構築しているから高級フレンチは量のわりに目の飛び出るような値段がする。そういうものなのだ。

　穂香は道具を持ってきて、丁寧にアクとりを終えた。あとは延々と煮込んだあとで仕上げをするだけという段階まできたところで、俺はぱんと手を叩たたく。

「よーし、じゃあ一回休憩するか。十分後にまた今度は別の料理をやるぞ」

「はーい！　やった、休憩休憩！」




　　　　＊




「ふうーっ」

「おいおいまだ日も沈んでないのにえらい疲れようだな」

　一度厨房から出てきた俺たちは、客席を使って休憩をとっていた。

　穂香はくたーっとテーブルに突っ伏している。もう大仕事を終えた様子だが、実際には一時間ちょっとしか経たっていない。まだまだこれからといったところだ。

「いえ、料理で疲れたわけじゃないんですよ！　学校でいろいろありまして──」

「学校？」

「はい。実はですね、私、告白されちゃったんですよっ!!」

　ばんと力強くテーブルを叩き、まるで世紀の大事件のように言ってのける穂香。

「ふーん」

「って反応薄い！　何ですかそのくっそどうでもいいって感じのリアクションは！」

「だって実際どうでもいいし」

「むむむむむ！」

　穂香はいかにも不満そうに、風船のように頬ほおを膨らませた。あーはいこれはツッコんでくれってサインか？　しょうがないので聞いてやるか。

「でどうなったんだ？」

「おおっ、なんだーやっぱり興味あるじゃないですか！」

　すると穂香は見てわかるほどにご機嫌になった。本当表情の変化が激しいというかなんというか。こいつ絶対隠し事とかできないタイプだよな……

　穂香はルンルンと楽しそうに話を続ける。

「どうなったか……なんですけど、もし私に彼氏ができたって言ったらどうします？」

「別れろ」

　即答。

「へっ……それって、えっと、どういう意味ですかっ？」

「恋愛なんて時間の無駄だ。料理人としての向上に悪影響ですらある」

「あーはいそうですかそうでしたか」

「ん？　どうした？」

「いえ、まあ師匠ならそう言うなーと」

　穂香は髪をくるくると指に巻きつけながら、はあと小さくため息をつく。

　俺もつられて苦笑を浮かべたが、しかしすぐに凛りんとした表情を作った。

「でも実際、恋愛なんてクソだぞ。それで料理人生命を失った人もいるくらいだからな」

「どういうことです？」

「これは俺が昔働いてた店の先輩料理人の話なんだがな。すごくセンスのある人で、このままいけば将来は星付き料理人になれるって言われてたんだ。だけど同僚の料理人とホールスタッフの女性に三股かけてて、それがバレて修羅場になった。その先輩は見事に職を失ったってわけさ」

「ふえっ……間抜けな人もいるもんですねー」

　ぽかんとした表情を浮かべた穂香は、それから訝いぶかるような目で俺を見てくる。

「じゃあもしかして、師匠ってそのせいで恋愛アンチにでもなったんです？」

「いや。俺はその事件関係なしに恋愛とか興味ない。というか、料理以外のことには一切興味がないし」

　青春も、友達も、娯楽も。小説もマンガも映画も音楽もファッションも勉強もスポーツも何一つ興味がない。俺にとっての価値のある世界は、料理だけ。異常だと言われることもあるけど、それが俺という人間の価値観だ。

　そしてそのおかげで俺は無用なことに現うつつを抜かすことなく、全ての時間と情熱を料理人としての向上に費やすことができている。たくさんの料理人を追い抜き追い越して、今のレベルまで達したのもそうやって積み重ねてきた努力の賜たま物ものだ。

　何度も繰り返し言ってきたことだが、穂香は改めて呆あきれるように苦笑いした。

「もう師匠は本当に料理一筋なんですから……あのですね、もうちょっとは他のことにも興味持った方がいいと思うんですよ！」

「例えば？」

「ほらまず目の前にはこんな美少女がいるわけですよ」

「……美少女？」

　あえてちょっと首を傾かしげてみせると、穂香はむきになって前のめりになる。

「むむむ！　あのですね師匠、私、学校ではけっこうモテるんですよ？　今日だって告白されて断りましたけど、これで告白されたのって累計で十回目なんですからね！　小卒二年目にして二桁本塁打達成です！」

「ほらほら、そろそろ休憩も終わりだ。ほら厨ちゆう房ぼうに戻るぞ穂香」

「ちょっとおおお師匠!!」

　席をたつと、後ろからドタバタやってきた穂香にバンバンとけっこう強めに背中をぶっ叩かれた。ほんと何かにつけてリアクションの大きい後輩だな。

　まあこんなふうに、俺の日常は流れていく──
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　さあここまで見てもらえればわかると思うけど、俺は料理人だ。

　本格的に料理をはじめたのは十年前で、中学の頃には二年ほどパリに留学して有名店で修業を積んだ。今は五年連続で三ッ星を獲得している全国屈指のフレンチレストラン〈フリメール〉の厨房で働いている。

　だが一方で、俺は高校生でもある。

　十六歳、高校一年生。毎日よれよれの制服と学生鞄かばんを持ってだらだらと学校に通っている。料理人として生きていくことを決めている俺にとって本来高校など不要だが、今の師匠でもある高たか星ほしシェフに視野を広げるためにも高校は行っておけと言われており、仕方なしに通っている次第である。

「ああ……眠っ」

　通学路を歩きながら、大きな欠伸あくびを一つ。

　昨日は結局穂香と日付が変わる頃まで厨房に立っていたから、完全な寝不足だった。

　校門のあたりまで歩いていくと周りでわいわい話し声が聞こえてくる。今はちょうど一番多くの生徒が登校する時間帯で、仲のいいやつを見つけては声をかけるというやりとりがそこかしこで起きていた。

　もっとも、俺には一切関係ないけどな。料理以外に興味のない俺は、人間関係にもぜんぜん興味がない。ゆえに友達の一人も作っておらず、学校では寝るか料理本を読むかの二択みたいな時間の使い方をしている。声をかけてくるやつなんているはずがない。

　──と、思っていたが。

「ねえ、あんた!!」

　ぼんやり歩いていると、後ろから女の子の呼び声が。

　誰だろうと振り返ってみて、しかし俺は露骨に顔をしかめる。

　姫ひめ野の結ゆ奈な。

　それがそこに立っていた女の名前だ。クラスメートであり、隣の席という関係である。

　見てくれだけは抜群に可愛かわいいのだが、俺はこいつを嫌っている。まあ向こうも俺のことを嫌っているからお互い様だけど。

　俺以外には社交的で優しく、クラスの人気者であり中心人物なのだが……俺とはしょっちゅういがみ合いや口くち喧げん嘩かをしている。とにかく強気で、臆することなくズバズバと何でも言ってくるようなやつなのだ。

「……何の用だよ、姫野」

　そんな相手に話しかけられれば、必然的に警戒心も強まるというもの。

　普段よりも硬い声を出すと、姫野は頭にきたらしくずんずん詰め寄ってきた。

「何よその態度、あんた結奈に謝らなきゃいけないことあるでしょ!?」

「謝ること？　全く心当たりがないけどな」

「あんたねえ、昨日の放課後、日直サボったわよね！」

「……あっ、そういやそんなのあったな」

「そのせいで結奈が二人分の仕事するはめになったんだけど！　遊びに行く約束してた子たち待たせちゃったんだけど！」

　おっと、しかし今日に関しては俺の方に非があるみたいだ。

　日直。一日につき二人が割り当てられる当番で、まあ雑用係みたいなものだ。放課後にも仕事はあり学級日誌を書くとかゴミ袋をゴミ捨て場まで運ぶとか担任の雑務を手伝うとかそんな感じである。

　で、その割り当ては席順で決まる。隣の席どうしでペアになるわけだ。それで昨日はそういえば俺と姫野が日直だった。

　放課後は穂香に料理を教える約束があったから急いで教室を出たのだが、日直のことは完全に失念していた。これは俺が悪いし、癪しやくだが素直に謝っておくか。

「そりゃ悪かった、放課後は用事があったからそっちに気をとられててな」

「はあ？　用事？」

　しかしそうすると、姫野は訝るような表情を浮かべる。

「あんた、嘘うそつかないでよね！　用事なんてあるわけないじゃない！」

「いやなんだよその決めつけは」

「だってそうでしょ？　部活にも入ってなくて友達だって一人もいないあんたに、何の用事があるっていうのよ？　言ってみなさいよ！」

「まあ色々あるんだよ。何でもいいだろ」

　学校では料理人として働いていることを言っていない俺は適当にぼかす。

　すると姫野はふんと鼻を鳴らした。

「やっぱりただのサボりじゃない。ほんとあんたってどうしようもない人間よね。授業だってまともに聞かないで寝てばっかりだし、行事にも全く参加しないし。もうちょっと真面目に生きようとかないわけ？」

　──やっぱりこいつ二言三言多いな!!

　今日だって俺が謝って終わりとなれば丸く収まってたのに、この煽あおるような物言いにはさすがに俺もイラッときて言い返すことになる。

「うるっせえなお前には関係ないだろ？　というかこの際言っとくけど、本当迷惑だから授業中俺が寝てる時に無理やり起こすのはやめろ」

「はあ？　よくもまあそんな堂々と言えるものね！　結奈だってあんたのせいで四人班の実験とか二人ペアでの音読とかすっごい迷惑してるんだけど？　ほんと、あんたが隣の席にいるとろくなことがないわよ！」

「ま、まあまあ結奈ちゃん……」

　いつものごとく険悪な空気になっていたところに、仲裁に入ったのはよく姫野といっしょにいる七なな瀬せだった。姫野と違って物腰穏やかでいいやつだ。ほぼ話したこともないけど。

「あのねえ、こいつには一回ガツンと言ってやらなきゃと思ってたのよ！」

「それはこっちのセリフだ姫野」

「ほ、ほら結奈ちゃん行きましょうよ」

「べーーっ、だ」

　きれいな赤い舌をぺろりと出して、姫野はすたすたと去っていった。……腹立つ。

　それからもその日だけで小さな言い争いを三回ほどすることになった。俺は姫野に関わらないようにしようと決めているのだが、やはり隣どうしで座っていると何かと揉もめ事ごとの種というのは出てくるわけで。

　更に質たちが悪いのは、クラスメートたちから人望のある姫野と俺がいざこざを起こすと教室中が姫野の味方になることだ。まさに四し面めん楚そ歌か。

　……はあ、はやくこいつと席離れないだろうか。

　もともと高校に通うのは面白くもなんともないけど、この女が隣にいると更に苦痛が増すことになる。最近の俺にとっての、一つの悩みの種だった。
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　さてその放課後、俺はいつものように六時間目が終わると同時に学校を出て〈フリメール〉へと向かった。到着したのは三時半くらいだ。正面入口から中へと入ると、開店に向けて忙しく準備を進めていたホールスタッフの人たちが口々に挨拶してくる。

「お、おはよーう霜しも月つき君！」

「霜月君おはよー！」

「おはようございます」

　俺も慇いん懃ぎんに挨拶を返す。

　おはようございます、おはようございます──午後にそんな挨拶が飛び交うのは料理業界の慣習である。こんにちはとかこんばんはだと敬語をつけられないからだとか、歌舞伎界が由来だとか、まあ諸説あるらしいけどはっきりとした理由はわからない。とにかく朝でも昼でも夜でもおはようございますと言うのだ。

　一通り挨拶を終えると、俺は急いでロッカールームへと向かおうとした。厨房に入って仕込みを手伝わないといけない。〈フリメール〉はディナーのみの営業だからちょうど今忙しく準備が進んでいる。

　が、しかし。

「あー霜月君ちょっと待って」

　早足で歩いていると、その途中でホールスタッフの一人から呼び止められた。

「なんでしょう」

「料理長から伝言をもらってたんだ。店に出勤したらすぐに奥の部屋に来い、だって」

「呼び出しってことですか？」

「うん……詳しい話は聞いてないけど、そういうことだと思うよ」

「わかりました、ありがとうございます」

　料理長から呼び出しなんて珍しい。いったいなんだろう？




　というわけで俺はロッカールームを素通りして奥の小部屋へと向かった。

　レストランというのは客から見えるのは客席部分のみだが、それ以外にも色々とスペースはある。厨房、ロッカールーム、食材等を保管する倉庫……などなど。そしてうちの店にはその他に一つ小部屋がある。

　十人くらい入れて、椅子と机とホワイトボードが並んでいるだけの殺風景な部屋だ。

　会議室といえばいいのだろうか。

　しかし実際には多目的に利用されており、部門ごとの打ち合わせやメニュー会議など真面目な用途で使われることもあれば、仮眠とか休憩場所として使われることもある。

　その部屋へと入ると、そこにはすでに二人が座って待っていた。

「来たね、霜月君」

「よー来たか霜月」

「…………料理長に、副料理長も？」

　店のツートップが揃そろい踏みという状況はさすがに想定していなかったため、面食らう。

「とりあえずそこにかけてくれ」

「あ、はい。わかりました」

　勧められるがままに折り畳み式のパイプ椅子に腰を下ろした。

　しかし料理長副料理長と向かいあって座るってのはめちゃくちゃ緊張するな……

　向かって右に座るのが高星シェフ。四十代半ばで髭ひげを伸ばしており、威厳のある強こわ面もてである。鍛えられた筋肉質の体とあわせて格闘家か何かと言われても納得してしまいそうな出いで立ちをしているが、この人こそ日本だけでなく、本場であるパリ、それからロンドンと香港ホンコンの合計四店舗で料理長を兼任しているという世界的なスターシェフである。その全てで星を獲得、特にパリの店と〈フリメール〉では三ッ星を獲とるという化け物だ。

　左に座るのが逢あい坂さかさん。三十代前半とまだ若いがその実力を認められて副料理長に抜ばつ擢てきされている。特に得意なのは肉料理で肉の火入れに関しては高星シェフにも劣らないほど名人級の腕前を持っている。唯一の欠点といえばチャラいことで、ホールスタッフの女性とかも平気で口説く。かなりのイケメンだからそのうち問題を起こさないか不安だ。

「それで、さっそく本題に入っていいかい？」

「はい」

　高星シェフの問いかけに、俺は首肯する。

「じゃあ話そう。単刀直入に言うと、今日は霜月君に特別な仕事を持ってきた」

「特別な……仕事、ですか？」

「ああ。実はね、君にはある資産家のお嬢様に料理を作ってあげてほしいんだ」

「はあ」

　話が掴めなかったので、曖昧な返事になってしまった。

「えっと、それって店に来るそのお嬢様に特別なメニューを用意するってことですか？」

「あーいやそうじゃないんだ」

「と、いうと？」

「霜月君、君には専属料理人という形をとってほしいんだよ」

「専属料理人、ですか」

　言葉くらいは俺も知っている。個人宅に赴いてその家の調理場を借りて料理を振舞うというスタイルのことだ。最近はホームパーティーとかそういう特別な日に呼ぶというのが流行はやっている、というのは聞いたことがあった。

　しかしその知識と自分が結びつかず、どうも要領を得ない。

「えーと、いったいどうして俺が？」

「あーシェフ、こっからはオレが説明しますよ」

　と、そこで逢坂さんが割って入ってきた。バトンタッチだ。

「霜月、うちの店のオーナーって知ってるか？」

「とんでもない資産家なんですよね。話は知ってますけど、顔とか名前はわからないです」

「そのオーナーからの依頼なんだよ。娘のために腕利きの料理人を派遣してほしいってな」

「オーナー直々の依頼ですか、なるほど」

　たしかにそれは断るわけにはいかないだろう。

　そのオーナーは高星シェフが出店する四店舗全てを支援してくれており、すごくお世話になっていると聞いたことがある。

「今そのオーナーは仕事の関係で海外に住んでるんだ。で、娘さんだけ日本に残ってるってわけ。使用人と二人で暮らしてるんだってよ。まあ他にも専属の運転手がいたり契約してる清掃業者があったりするらしいが、専属の料理人ってのが今いないらしくてな」

「はあ」

「期間は一か月。その間、さっき言ったように専属料理人をやってほしいって依頼だ」

「話はわかりました。ですが、何で俺なんですか？」

　素朴な疑問。

　料理人を派遣するというのならうちの店には三十人ほどもいる。その中でどうして俺が選ばれたのか謎だったが、それにはぱっと答えが返ってきた。

「そりゃあ決まってんだろ、うちの店でオレとシェフを除いたらお前が一番腕がある」

「そういうことだよ。お世話になっている人だからこっちも最高の人材を派遣したいってわけだ。そうして私と逢坂君で話しあった結果君しかいないという話になった」

「えっ……まじですか!?」

　高星シェフは相好を崩す。

「この前のバトル・ロイヤルだって君が優勝だっただろう？　普段の仕事でも君の働きは見事なものだよ。自分の部門を余裕で回しながら他の遅れてるところに迅速にヘルプに入るんだから」

　バトル・ロイヤルってのは物騒な響きだがべつに料理人どうしで殴りあって勝者を決めるとかじゃない。名前がアレなだけでその実態は試作会だ。うちの店のコースは十三品でそのうち九品を季節ごとに入れ替えるのだが、料理人みんなで新作を持ち寄って料理長と副料理長の審査を受け、優れた品が採用されるというイベントである。

　それでこの前、俺は単独トップの三品採用で優勝したのだが──

　だけどそんなにも高く評価されているとは。

　俺は純粋に驚いたし、ありがたいことだとも思った。

「というわけで、君にはぜひこの仕事を受けてほしいんだが。どうかな？」

「えっとこれは決定事項ですか？」

「いや違うが、霜月、これはめちゃくちゃ美味おいしい話だぞ？　なにせ条件が破格だ、さすが超がつく金持ちってだけあって店の三倍給料を出してくれるらしいぜ。しかも材料費はいくらでも使っていいと。それでしかもとんでもない豪邸で働けるっつーんだから最高すぎんだろ」

「なるほど……」

　たしかに、魅力的な条件なんだろう。

　まず給料三倍というのはとんでもない。うちの店は一流レストランだから俺も相当な金額の給料を受け取っている。

　豪邸で働けるというのも、プラスポイントだ。普通ならば足を踏み入れることができないわけだ。貴重な経験といえるかもしれない。しかし。

「すみません、ありがたいお話なんですが辞退させていただきたいです」

「ええっ!!　ま、まじで言ってんのかよ霜月!?」

「ほう……どうしてかね？」

「高星シェフなら理由はわかると思いますけど」

　給料三倍も、豪邸も、俺にとってはどうでもいいのだ。

　そんなもの、料理人としての成長に一切役立つこともない。

　そしてそれらを抜きにして考えれば、そのお嬢様に専属料理人として料理を振舞うのとここ〈フリメール〉で働くのとでは、後者の方が圧倒的に経験値が蓄積されるはずだ。なにせ三ッ星を掲げている店は失敗が許されない。客も舌が肥えており、一つ一つの作業に至るまで緊張感で満みち溢あふれている。だから料理のためならば、断る方が正しい選択肢だ。

　そういう俺の考え方とか価値観を高星シェフは熟知しているはずだから、この話を持ち掛けてきたのは意外だった。絶対に断られる話だとわかっていて話を切り出すとは、これいかに。不思議に思っていると、そこで、高星シェフはふふっと口元を緩めた。

「ほら逢坂君、私の勝ちだ」

「ちくしょおおお！　霜月てめえ、なにこんな美味しい話断ってやがんだよ！」

「えっ、えっと、どういうことですか？」

「オレとシェフで賭けをしてたんだよ！　大量に溜たまってる事務仕事をどっちがやるかでな！　オレはお前がこの話に乗る方に、シェフは乗らない方に賭けてたんだ」

「いやなに人を賭け事のネタに使ってるんですか」

「くっそおおお霜月、お前覚えてろよ！　オレの残業確定じゃねえか！」

「文句言いたいのはこっちですけどね!?」

　えっと、もしかして俺は賭け事のネタにされるためだけに呼び出されたのか？

　呆あきれて物も言えないんだが。

「あの……厨ちゆう房ぼうに行っていいですか」

「ああ霜月君待ってくれ」

　しかし踵きびすを返そうとすると、そこで高星シェフから呼び止められた。

「まだ話は終わってない。実はね、この話にはもう一つ重要な条件が残ってるんだよ」
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「重要な条件？」

　俺は、思わず聞き返した。

　それに対し高星シェフはこくりと頷うなずく。

「ああ、そうだ。これを聞いたら君は絶対にこの話に乗るはずだから、あえて言ってなかったんだけど」

「いやなんですかそれ。はやく言ってくださいよ」

「もう賭けも終わったから教えよう。もし君が一か月の間、そのお嬢様を満足させることができたら……君は副料理長に昇進できる」

「えっ!?」

　ふ、副料理長？

　予想外のワードに困惑し、俺はちらりと逢坂さんの方を見た。

「え、でも、今の副料理長は逢坂さんですよね？　どういうことですか？」

「君は知らなかっただろうけどね。実は逢坂君は来月にうちの店を辞めて、独立して自分の店を開くことになってるんだ」

「そ、そうだったんですか！」

「イエス。もう物件選びも終わってるし内装工事も進んでるからさー、このまま順調にいけば来月の中旬くらいにはオープンできるんだ」

「それはおめでとうございます」

「で、オレんとこのポジションが空くって話なわけよ」

　逢坂さんはにんまりと笑みを浮かべてみせた。

「と、事情は逢坂君の言うとおりだ。そして厨房というのは実力主義だからね、私と逢坂君ともに最も実力があると認めている君に白羽の矢が立ったわけだよ。そしてうちの従業員に不満があるか聞いてみたところ、みんな納得だってことだった」

「ほんとですか!?」

「ああ。みんな君の実力を認めてるってわけさ。だけどね……唯一それに納得しなかったのは、オーナーなんだよ」

　オーナーは俺を知らないし、俺の料理の腕前も知らない。知っている情報は俺が十六歳ということだけだ。そしてその限られた情報だけから考えれば、俺を副料理長に昇進させるということに賛同できないのは当然かもしれない。あまりにも若すぎる。

「オーナーは君の料理を試食することができない。だから、オーナーの娘さんが代わりの審査員に選ばれたんだよ。一か月間クビにされることなく仕事をやりきり、娘さんが満足したならば、オーナーも君を次の副料理長として認めるということで話はついた」

　なんと！

　俺はいきなりの話にいささか動揺していた。高星シェフはそれを見越したように微笑を浮かべると、それから言った。

「どうだい？　いっきに魅力的な話になっただろう？」

「そう、ですね」

　俺もこれには同意せざるをえない。

　副料理長。その職責を負うことはいったいどれほどの経験値になるだろうか。想像もつかないほど価値のある経験であることは間違いない。三十人もの料理人を統括して味に責任を持つというのは、今の何倍もの緊張感があるだろう。更なる飛躍につながる。

　こうなれば話は別だ。俺の答えは、もはや一つしかなかった。

「──受けさせてください」

「よし、じゃあ六月のはじめから行ってもらうよ。頑張ってくれ」

　俺はこの時知らなかった。

　そのお嬢様とやらが──よく見知った、そして、最悪の仲である女の子だなんて。
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　そうしてやってきた六月一日。

　六月といえば梅雨の時期だがその日は素晴らしい快晴だった。空を見上げると雲一つなく、チューブの絵の具を塗りたくったような爽やかな青空が広がっていた。西空には太陽が燦さん然ぜんと輝き、眩まばゆいばかりの光を放って街を照らしている。

「うーーーん、と」

　放課後。俺は必要な荷物を一度とりに帰ってから、待ち合わせの場所へと来ていた。

　重たい荷物を置くと、大きく伸びをする。

　指定された時間と場所は、四時に高校から三つ離れた駅の改札口前だった。その駅周辺は高級住宅街として知られておりさもありなんといった感じである。待ち合わせ十分前と少々早く来てしまったのでちょっと待つことになりそうだ。

　暇を持て余しているのももったいないし読みかけの料理雑誌でも読んでいよう。鞄かばんから取り出してぺらぺらと面白そうな記事に目を通していると、しばらくして、トントンと後ろから肩を叩かれた。

「えーと、料理人の霜月明あき人とさんであってますか？」

　おっ、迎えの人みたいだ。

　俺は相手の顔も名前も知らないが、俺のプロフィールは高星シェフ経由で渡っているから向こうは知っている。だから待ち合わせ場所にいれば見つけてくれるという話だった。

　こういうのは第一印象が大事だからな。丁寧に挨拶をしておこう。そうして雑誌を閉じて振り返り、俺は、絶句することとなった。




　──ん？




　そこにはツッコまなくてはいけないポイントがどう考えても二つはあった。一つならすぐにリアクションをとれるのに、複数となると何を言っていいのか困ってしまう。だから俺はしばしフリーズしてしまった。

　先に口を開いたのは相手側。

「名前が同じだからまさかとは思ったんですが……えっと、その、霜月さんって本当に料理人なんですか？」

「いやそうだけど、えっと、俺からもいくつか言いたいこと言わせてもらっていいか？」

「いいですよ」

「えっと七瀬……なんでお前が迎えの人なの？　で、その服はいったい何の珍プレー？」

　そう。

　待ち合わせにやってきたのは──どういうわけか、俺のクラスメートだったのだ！

　そして驚きはそれだけでは終わらない。なんとそのクラスメートは、いつも見る制服姿ではなく、いわゆるメイド服と呼ばれる服を着ていた。黒いドレスに白いエプロン、そして頭にカチューシャという見事なまでの三点セット。
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　黒髪のボブカットにおっとりとした垂れ目という、美人ではあるがやや地味なルックスの七瀬だが、その服装のせいで目立ちまくっていた。周りから見られまくっている。注目集まりまくっている。中にはスマホを出して写真を撮ろうとする人もいる始末で、えーと俺まで撮るのはどうにかしてくれませんかねえ？

　しかし七瀬も七瀬で、俺と同じようにしっかり動揺している。

「とりあえずわたしの方からいきますか……わたしは高星料理長に料理人を派遣してほしいと頼んだ家の、使用人をやっています。それでこの服は仕事着です」

「まじか……今のご時世にそんな文化が残っていたとは……」

「で、えっと確認させてください。霜月さんは、〈フリメール〉というお店から派遣されてきた腕利きの料理人ということで、間違いないですか？」

「ああそれは間違いない。ちゃんと店から情報もらってるだろ？」

「それは、もらってはいるんですけど……ちょっとにわかには信じられなくて」

　七瀬は困ったような苦笑を浮かべ、頭をぽりぽりとかいた。まあそれはそうだろう。学校での俺しか知らなかったら料理ができるなんて印象はないに違いない。俺もそう思う。

　しかし七瀬はぱんと一度手を叩たたくとあっという間にこの状況を受け入れた。

「はい、えーと。では霜月さん、お互いびっくりの対面になってしまいましたが今から家へとご案内しますので」

「ああ、頼む」

「わたしについてきてください」




　そうして乗せられたのは、黒塗りの高級車だった。座席は広くてすごく座りやすい。普通の車とは雲泥の差で、例えるならば飛行機でいうエコノミークラスとビジネスクラスのような感じ。いやファーストクラスといった方がいいのかもしれない。ファーストなんか乗ったことがないからわからないけど。

　揺れもなく快適なドライブで、五分ほど。着きましたよという七瀬の言葉を聞いて車窓から外を覗のぞき見たところで、俺はあんぐりと口を開けてしまう。

「おいおい……まじかよ」

　呆あつ気けにとられるしかなかった。

　正直、受け入れるのが難しいような光景がそこには広がっていた。

　──広大な敷地だった。

　大規模な牧場でもやっていけそうな土地は、ぐるりと四方を鉄柵で囲まれている。三メートルくらいあってよじ登るのは厳しそうだ。正面には大きな門があり、七瀬が手元でなにやら操作すると左右にすうっと開いていった。

　車はそのまま中へと入っていく。

　左右に広がるのは庭だ。草花が生い茂り、木が植えてある。池がある。散歩道も整備されているその庭は一目で丁寧に整えられているのがわかった。きっと頻繁に庭師が入っているんだろう。そうでなければもっと荒れ果てた感じになっているはずだ。

　そして正面にそびえるのは、巨大な邸宅。

　どれくらい巨大かって？　そうだな、例えるならば学校の校舎一つぶんくらいの規模だ。

　だけど校舎は三学年四百八十人と教職員によって使われている。それに対してここは驚くべきことに個人宅なのだ。高星シェフから聞いた話では今は二人で住んでいるというし。オーナーが海外へと赴く前はもうすこし大所帯だったんだろうけどそれにしても明らかに異常な規模だった。

　白と青の二色を基調とした西洋の館を思わせる建物に、俺は目を奪われる。

　七瀬はそんな俺の様子に小さな笑みを浮かべていた。

「びっくりしました？」

「ああ。今日本の格差社会について真剣に考えてる」

「トマ・ピケティの本でも読むといいですよ」

「誰だよそれ」

「経済学者です」

　残念ながら俺は料理関連の本以外受け付けない体質なんだ。格差社会について考えるのはやめておこう。

　そんなやりとりをしているうちに、車は停とまった。建物手前の駐車スペースにぴったり停まると、七瀬のあとに続いて俺も車から降りた。そしてとうとう大邸宅と目の前で相対することになり、さすがにすこし胸が高鳴ってきた。

　と、そこで。

「霜月さん」

「どうした七瀬？」

　こちらを振り返った七瀬は、すこし遠慮がちに言ってきた。

「今から家に入ってお嬢様に挨拶してもらうことになるんですが、あのですね、ほぼ確実に言えることがあるんです」

「なに？」

「ええとですね、絶対に揉もめ事ごとになると思うんですよ」

　なんだ、それ？

「お嬢様は気難しいやつなのか？」

「そういうわけじゃないです。とっても優しくて快活で人あたりもいいんですけど……まあどうせ今からすぐにわかることなので、やめておきましょう」

　七瀬は一度言いかけたことをやめて、お茶を濁すような言い方をした。

「なのでとにかく、揉めないでほしいんです」

「よくわからんが、わかった。揉めなきゃいいんだろ？」

「そういうことです」

　お嬢様がどんな性格なのかは知らないが、俺だってそのくらいはわきまえている。なにせこれは重要な仕事なのだ。一か月お嬢様を満足させることができれば俺は副料理長へと昇進できる。料理人として、更に大きな飛躍を生む大チャンスである。

　だから揉めるわけがない。どこまでも慇いん懃ぎんに、人あたりよく、そういう態度をとる。

　そうやって俺は油断していた。

「じゃあ行きましょうか。ほら、ついてきてください」

「ああ」

　玄関口まではミニサイズの螺ら旋せん階段でのぼる形になっていた。調理器具一式とコックコートとその他が詰まった大きくて重たい鞄をよいしょと持ち上げ、真っ白な手すりに寄りかかりながら階段を歩く。

　七瀬はポケットから財布を取り出し、そこから玄関の鍵を引っぱり出した。金ぴかに輝いた豪華な鍵だ。それを鍵穴に差し込んでぐるり。かちゃりという音がして、そして、扉が開かれる。

　するとお嬢様がそこに姿を見せた。

「明日あす香か、料理人の方を連れてきたのよね!?」

　楽しみにしていて玄関前で待っていたのだろうか。あるいは窓から車を見たとか門の開閉音を聞いたとか、何らかの形で俺たちがやってきたのを確認したのかもしれない。とにかくうきうきした声色で、満面の笑顔とともにそこに姿を見せたのは。

　なんと──姫野だった。

　うん、そう。あの姫野だ。隣の席に座っていて、俺としょっちゅういざこざを起こしている女。ほとんどのクラスメートを好きとも嫌いとも思わずただ無関心であるという態度を貫いている俺が、その中で唯一嫌っている女。

　その衝撃は、先ほど七瀬と出会った時の比ではなく。

　お互いにその存在を認識した、その刹那。

　空気は、凍り付いた。
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「ねえ、明日香」

　たっぷり数十秒。

　胃の痛くなるような静寂が場を支配していたが、それを打ち破ったのは、怒気と混乱と当惑と叱しつ咤た、様々な負の感情を綯ない交まぜにしたような──聞くだけで寒気がするような重々しい声だった。

「これはいったい、なんの冗談かしら」

「えっと……」

　さすがに七瀬もその剣けん幕まくには押されたようで、逡しゆん巡じゆんぎみに言葉を返すことになる。

「この霜月さんが、本日から働くことになっている〈フリメール〉の料理人です」

「待ちなさい、冗談にしてもうすら寒いわよ。というかあんた、もしかして結奈に嫌がらせしてるのかしら？」

「いやいやいや、違いますよ結奈ちゃん！　ですから本当の本当に、霜月さんが料理人なんです！」

「そんなわけないでしょ。そもそもこいつ包丁が扱えるかも怪しいレベルじゃないの？」

「そ、それは……わたしは見たことがないので、わからないですが……」

　七瀬は弱りきったように両手で頬ほおを挟みながらも、答えた。

「でもあの高星料理長が太鼓判を押して送り込んできたわけですから！　実力は間違いないと思います！」

「まったく、信じられないわね」

　姫野はナンセンスだとばかりに両手を大きく広げてみせると、それから、俺の方を刺すような視線で見つめてきた。

「ねえ、あんた」

「なんだよ」

「帰っていいわよ」

「はあ？　え、ちょ、ちょっと待てって!?」

「あんたが料理人なんて嘘うそに決まってるし。そもそもあんたって結奈と同じ高校一年生なのに、そんな三ッ星レストランで働けるわけないじゃない！　飲食っていってもバイトがせいぜいじゃないの？　そして何よりも、結奈はあんたのことが嫌いなの！　それは知ってるでしょ？」

「あの、結奈ちゃん」

「こいつがろくでもないやつってのは明日香も知ってるでしょ？　ほら、さっさと追い出しちゃってよね！　家に置いといたら何するかわからないわよ！」

　まずいまずいまずい。今、非常にまずい流れになっている。

　状況を整理しよう。

　このままいくと俺は料理を一度も作ることのないままクビを宣告されてしまう。そうしたら副料理長の話もぱあになってしまうし、何よりも高星シェフからの信頼を失うことになりかねない。

　俺ならば大丈夫だと信じて送り出してくれたんだから、初日で帰るなんてことがあったらそれはまずい。高星シェフだって面子メンツを潰すことになるだろう。

　とにかく、何としてでもこの流れは阻止しなければならない。何とか仕事を続けられるように、そうするためにはどうすればいいか──ほら頭を絞れ！

「なあ、姫野」

　そうして俺はコンマ一秒で方針を固めた。

　あえて、こうやって挑発的な声色を出してみせる。

「はあ、なによ!?」

　そうすると姫野は絶対に食って掛かってくる。ここまでは必然。次の一手を、打つ。

「そんなに言うけど、もし俺がお前の舌をも唸うならせる一流の料理人だったらどうする？」

「だからそんなのありえないって──」

「なら、試してみろよ」

　あくまでも高圧的に。姫野を勝負に乗せるためには、これが最善。

　案の定姫野の目尻はぐいっと吊つり上がり、外面だけは超がつくほど可愛かわいい顔がぎゅっと歪ゆがんでいた。

　その反応を慎重に窺うかがいつつ、俺は続ける。

「お前が言うには、俺は一流どころか料理人でもないらしい。なら今から実際に作ってやるよ。それで美味おいしいと思ってしまったら、お前の負けだ」

「ふん……面白いじゃない」

　いいぞいいぞ！　乗ってきた！

「わかったわよ。作ってみなさい、美味しくなかったら問答無用で叩たたき出すから」

　よしっ。

　ともかく料理を一皿も出せないまま追い返されるという最悪のシナリオは回避できた。俺は心の中でガッツポーズをしていた。




「ここが調理場です。調理器具等も全てご自由に使っていただいて構いません」

　そうして俺は調理場へと案内されることになる。

　姫野邸は外観だけの見かけ倒しではなく、中まで完璧なまでに豪邸だった。まず玄関をあがったところが大広間のようになっている。大きなシャンデリアが下げられ、ど真ん中にはガラスで囲まれた彫刻が飾られていた。いや博物館かっての。床一面は大理石でどこまでも壮大な眺めが広がっていた。

　そこから幾何学模様の入った赤い絨じゆう毯たんが敷かれた廊下を歩くと、調理場はわりと近い場所にあった。一般的な家とは違って調理場とダイニングルームは分離しているらしく、調理場と扉一枚隔てた部屋にダイニングテーブルが置かれているという形だ。

　そして。

「ふう……これが調理場、か」

　俺は普通に驚いていた。いちいち個人宅とは思えない規模なのだ。三十人が同時に働く〈フリメール〉よりはそりゃあもちろん小さいが、それにしても五人六人くらいなら十分並行作業ができそうな広さである。そこらのこぢんまりしたレストランには勝ってるだろう、あまりにも過剰な設備。

「えっと、食材は届いてるんだよな？」

「はい！　〈フリメール〉の方から大量に届いていましたので、冷蔵庫と食料庫にそれぞれちゃんと移しておきました！」

「ありがとう。じゃあさっそく調理に入りたいんだが……その前に着替える場所を貸してもらってもいいか？」

「着替える場所、ですか？」

　俺は首肯する。

「だって料理するのにこの制服姿のまんまってわけにいかないだろ。サラリーマンが出勤する時にスーツに着替えるのと同じだよ。俺も仕事はじめる時は着替えるんだ」

「なるほど！　じゃあえーと、更衣室はすぐそこにあるので使いますか？」

「おっじゃあそうするわ」

　七瀬の不安げな視線、そして姫野のどす黒い視線を受けながら、荷物を持って移動。そして更衣室でコックコートに着替え、水道の水で顔をぱしゃぱしゃと洗う。そのあとに髪を持ってきた整髪料で整えてあげると、俺はまた外へと出てきた。

　しかし、そうすると外で待っていた二人は度肝を抜かれたような反応をとった。

「…………どうしたんだよ？」

「え、いや、ちょっと待ってください同一人物ですか？」

「なんだよ俺が入れ替わりのマジックでも使ったと？　というかどこに同一人物じゃない要素があるのか逆に教えてくれ」

「いやいやいや」

　すると七瀬はぶんぶんと折れるんじゃないかってくらいの勢いで手を左右に振る。

「印象、ぜんぜん違いますよ！」

「そうか？」

「違います！　さっきまでの霜月さんは学校で見る時といっしょでしたけど、今はすごい格かつ好こいいですよ！」

「わからん……」

　からかわれているのか本気で言われているのかわからない。

　七瀬はというと、隣でぽかんとしていた姫野を小突いて同意を求めようとした。

「ほら、結奈ちゃん！　格好いいですよね？」

「なっ……そ、そんなわけないでしょ!?　というかなによその髪は！　あんたなにカッコつけてワックスなんてつけちゃってるわけ？」

「いやべつにこれは格好つけてるわけじゃねえから」

　俺はきっちりと固められた髪を軽くぽんぽんと触る。

「料理人には二パターンいるんだ。一つが調理中はコック帽をかぶるパターン、もう一つがかぶらないパターン。俺の働いてる店では誰もあの真っ白なひょろ長い帽子はかぶってなかったんだが、そうなると髪の毛が落ちないように代わりの対策が必要なんだ。それがこの整髪料ってわけ」

　丁寧に説明してやると、姫野は「ふ、ふーん」と珍しく殊勝な態度を見せつつ、ちらちらと俺の顔を覗のぞいたり目を逸そらしたりした。いやなんなんだよ。よくわからんやつめ。

　ともかくそうして俺は今度こそ調理場に入ることになる。念入りに手を洗ってからさっそく調理に取り掛かろうとしたが、そこで、姫野と七瀬が二人して調理場の中に立っているのに気づいてしまった。

「え、お前ら二人とも何でここいるの？」

「見張るのよ」

「見張る!?」

「あんたがズルしてないかチェックするために、見張るの。だって目を離したらどうするかわからないでしょ？　今流行はやりの自転車で料理持ってくるサービスでも使うかもしれないし。なんとかいーつってやつ」

　ひどい言いがかりだ。

「こっそり呼んだとしてどうやってあの鉄柵を突破しろと……？　まあいい、わかった。別に見てるぶんには構わないから邪魔はするなよ」

「ふん、あんた強がってんじゃないの？　実は今心臓バクバクだったりして」

「むしろ脈が止まってんのかって思うレベルには静かだな」

「そう言ってられるのも今のうちよ、化けの皮が剝がれてからが見ものね！」

〈フリメール〉という店名が思いっきり書いてあるコックコートを今も着用しているのだが、どうやら姫野は頑として認めるつもりもないらしい。まあいい。そのぶん俺が作った料理を一口食べた時にどうなるかが見ものだ。

　作る料理のイメージはすでに考えてきていたのだが、一応必要なことを確認しておく。

「姫野、お前って好き嫌いとかあるか？　それとアレルギーも」

「ないわよ。何でも食べられるわ」

「ほー、そりゃまた腕の見せどころが減っちまうな。食材が制限された中で美味しい料理を作りあげるのが俺の得意技だってのに」

「……ごちゃごちゃ言ってないではやく作りなさいよ」

「はいはい」

　じゃあ、さっそくはじめようか。

　鞄かばんから調理器具を取り出す。そして下処理の開始だ。なす、ズッキーニ、オクラ、アスパラガスといった夏野菜を切る。ザクザクザクと小気味いい音がリズミカルに調理場全体に響き、あっという間に野菜たちは一口大まで切りそろえられる。

　一旦よけて、次はエシャロットとにんにくのアッシェ。その次にソース用に香味野菜をミルポワに切り、今度は魚を取り出して手際よく捌さばいていく。鍋に火を点つけ、赤ワインの瓶を引っぱり出し……調理台の上では、いくつもの工程が同時に、それもものすごいスピードでこなされていた。

「えっ……」

　後ろから、姫野の弱々しい声が聞こえる。ふんざまあみろ。料理を味わう前から、調理場を見るだけでも料理人の力量なんてのはだいたいわかるものだ。それは素人目でもじゅうぶん伝わるはず。すくなくとももう、包丁の扱い方から怪しいレベルとかそんなことは言えないだろ？

　そうして一度も手を休めないまま、全力で作業を進め、一時間か二時間が経たった。

　今日用意しようと思っていた五品──それが全て完成したところで、俺は手を止めて後ろを振り向き、立っていた二人に向かって言った。

「これでもう準備完了だ、料理が出せるからテーブルに行っててくれ」




　さああとは味わってもらうだけだ。もちろん自信はある。しかし姫野の味覚が常人とは百八十度くらい違っていて美味しくないと感じる万が一の場合もあるので、まだ安心するわけにはいかない。

　ともかく俺は完成した料理を、ダイニングテーブルへと運んでいった。

「明日からは違うジャンルも作ると思うが、今日は俺の専門のフランス料理にした。一人じゃあフルコースを用意するってわけにもいかないから簡易版だが、一応コース仕立てにしてある。前菜、スープ、魚料理、肉料理、デザートの五品を作った」

「ふ、ふーん……」

「最初の皿は前菜だ。まだ初夏だけど新鮮な夏野菜が入ってたから夏野菜のグリルを作ってみた。色とりどりの夏野菜をグリルで焼いて、トマトとエシャロットとバターなんかをあわせた爽やかなソースをかけてる。まあ野菜の味を楽しんでくれ」

　姫野はすこしの間じろじろと料理を眺めていた。盛り付けにもこだわっているから美しい一皿になっているのだ。そしておもむろにフォークを手に取り、一口目を口へと運んだ。

「…………っ!!」

　そして、その瞬間、ぐいっと目を大きく見開いた。

　まるでそれが、信じられないと言わんばかりに。

　ゆっくりと味わい、そして間髪入れず二口目のフォークを伸ばす。夢中になって食べている、そんな感じだった。そしてその反応を見れば自分の料理がどう感じられたかくらいわかるわけであって、俺は悟られないようにこっそりと口元を綻ばせていた。

「すごく美味おいしいです、霜月さん！　夏野菜がとっても味わい豊かで、このソースが完璧な引き立て役を果たしてます！　野菜を使った料理って……作り手によってここまで変わるものなんですね」

「あはは、気に入ってもらえたようでなによりだ」

　姫野は無言だったが、七瀬が感想を言ってくれたので俺も笑顔で応える。

　二人は無事、ぺろりと完食してくれた。

　そこからも俺は順々に料理を提供していく。スープはエスカルゴのブイヨンを出し、魚料理はイサキのポワレに数種のソースを絡めた重層的な味わいの一品を。そのあと肉料理はあえてシンプルに、牛肉をロティして赤ワインソースを添えた。

　最後のデザートは、フォンダンショコラ。フォークを入れると中からとろーりととろけるチョコレートが流れ出てくる。デザートに関しては実はあまり得意ではないため、定番のものに逃げさせてもらった。

　姫野はどの皿も残すことなくちゃんと食べてくれた。そして前菜から数十分経ち、食事が終了する。そして運命の時間の訪れだ。

「姫野、どうだった？」

　食後、俺は単刀直入にそう尋ねてやった。

　すると姫野はぐっと唇を噛かみしめ、そして一度目を閉じ、認めたくないものを認めるといったふうにあからさまに悔しそうな表情を浮かべ。

　ゆっくりと、言った。

「……美味しかったわよ」

「ん？　聞こえないな」

「あんたそういうとこほんと頭にくるわね!!　美味しかった、わよ!!　これで満足!?」

「はいはい、ありがとさん」

　俺は口元に笑みを浮かべながら、一番大事なことを確認した。

「それじゃあ、勝負は俺の勝ちだよな。明日からも来ていいんだな？」

「そ、それは……まあ、うん。いいわよ」

「ありがとう」

「ただし！」

　しかし姫野はそこで、びしっと人差し指を突き立ててみせた。

「あんたの料理は好きだけど、あんたのことは嫌いだから!!　いい!?」

「はあ」

「そ、それに……今日の料理は美味しかったから許すけど、明日以降一度でも美味しい料理が出せなかったらその時点でクビにしてやるから！　覚悟しておきなさい！」

「うわっ、そりゃまた厳しいな」

　三ッ星レストランじゃないけど、この家でも失敗は一度たりとも許されないらしい。なかなかに緊張感のある職場みたいだ。しかしまあ予想外のことはあったものの、うん、なんとかうまくやりきることができたようだ。よかったよかった。
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「霜月さん、おつかれさまでした！」

　姫野が食卓を離れたあと、食器等の後片づけをすませた俺は二階にある七瀬の部屋へと呼び出されていた。

「さ、どうぞ座ってください」

「おうありがとう」

　勧められるがままに床に置かれた水色の座布団に座る。七瀬も別の座布団に腰を下ろし、お互いに向かいあうような姿勢となった。その姿勢のまま、俺は部屋をぐるりと眺める。

　なんとも女の子らしくない部屋だった。

　七瀬の好きな色なのか、部屋は寒色系、もっといえばブルー系で統一されていた。家具とかカーテンとかが全部同じような色をしている。機能性を重視したわりとシンプルな部屋で、その中で目を引くのが本棚だった。ずらりと難しそうな本が並んでいる。

「本、好きなのか？」

「はい！　霜月さんはどうですか？」

「俺は料理本限定だな。料理関連ならわりと雑多に読むけど、小説はまったく読まないし料理と関係のない学術書も読まない」

「なるほどー、でも小説も面白いですよ!?　霜月さんにも貸してあげましょうか？　最近読んだ中でおすすめはカート・ヴォネガットっていう作家の──」

「ありがたいけど遠慮させてもらうよ」

　そうですか、と残念そうにする七瀬。

　しかしすぐに気を取り直すとにっこりと柔和な笑みを浮かべた。

「あ、それで本題に入らないとですね。なんで霜月さんを呼び出したかというと、さっき結奈ちゃんに認められたわけじゃないですか！　だからこれからのお仕事について詳しいお話をさせていただこうかと思いまして」

「なるほど。それは重要だな」

「なので今から必要なことを話しますね！　なにかあったら遠慮なく質問してください」

「オッケー」

　俺もこくりと頷うなずいてみせる。

「まず基本的なところからなんですけど、明日から霜月さんには朝昼夕の三食を作っていただきます。平日の昼はお弁当を作っていただく形になりますね。時間ですが朝食は平日が七時、休日が八時。昼食は十二時で夕食は十八時を目安に作っていただければ。あ、もちろん多少時間が前後するぶんには構いません！」

「待て待て待て待て」

「どうしました？」

「えっ、俺三食用意するの？　聞いてないんだが」

　勝手に夕食だけ作るものだと思っていた。朝と昼まで作るなんて想像もしていなかった。

　しかしそうすると七瀬は不思議そうに首をひねる。

「おかしいですね、高星料理長とはそういう話だったんですが」

「あ、なるほど、わかった。あの人不利益になりそうなことは言わなかったな」

　くっそ、やってくれたな……

　採用前はいいことばかり言われたのにいざ入社したらブラック企業でしたっていうパターンだ。店に戻ったら絶対文句言ってやる。

「だけど朝食は七時って言ったよな？　俺の家からここに来るまで、えーとだいたい三十分か四十分はかかるから……」

　頭の中で計算してみた。朝の支度が十分、料理の時間が三十分だとして、えーと。

「いや起きるの六時前になるじゃねえか！」

「なるほど」

「待った、まじでそれは無理だぞ!?　俺朝弱いんだよ！　せめて六時台じゃないと──」

「それは心配ありませんよ」

「ん？　心配ない？」

　すると七瀬は当然のように答えた。

「だって霜月さん、今日からこの家に住み込みで働くんですから」

「んんん!?」

「あれ聞いてませんでしたか」

「あっっっのクソ料理長──!!」

　完全にやってくれやがった。話が違うどころじゃない、伝達ぜんぜんできてないじゃないか。ほんとに一度高級フレンチを奢おごってもらうくらいしないと腹の虫が収まらん。

「住み込みってことは、あいつとひとつ屋根の下で暮らすってことか？」

「はい！　男女でひとつ屋根の下……ドキドキするシチュエーションです？」

「するか!!　憂鬱でしかないわ!!」

　ばんばんと床を叩たたいて抗議するが、七瀬は困ったような笑みを浮かべるだけだった。

　しかし現実的に、どうやら俺は住み込みで働くしかないらしい。俺の家とここ姫野邸はそこそこ遠いため毎日往復するのは時間の無駄だし、それに起きる時間の問題もある。そういった様々なことを勘案した結果、俺は渋々ながら受け入れることにした。

「まあしょうがない、か」

「そうだ、霜月さんの部屋はもう整備してあるので今から行ってみます？」

「そうだな。頼む」

　俺の部屋は、七瀬の部屋のすぐ隣だった。

　間取りもほとんど同じのようだ。向こうと違って家具とかがほとんどないから広く感じるが、部屋の作りとかは既視感がある。

　そこにあるのはベッドが一つ、机と椅子が一組、あとはエアコンと押し入れがあるくらいだった。本当にびっくりするくらい殺風景な部屋だ。サイズ感としてはちょっと奮発したホテルの部屋くらいで、こんな例えで伝わるのかは正直よくわからないが、まあ一人には十分すぎるほどの広さである。

「はい、ここが霜月さんに使っていただく部屋です。どうですか？」

「普通にいいな。隣が七瀬の部屋ってのもいい」

　なにかあったら色々と聞けそうだし。便利そうだ。

「そうですね。左隣はわたしの部屋で、右隣は結奈ちゃんの部屋ですし」

「ん？　ちょっと待て、えっ？」

「どうしました？」

「右隣、あいつの部屋なのかよ」

「はい！」

　俺はぱちくり、と何度か瞬く。

「えっと……部屋変えられない？」

「えっ？」

「あいつとの関わりは最小限にしておきたいんだよ。隣どうしなのは学校の席順だけでじゅうぶんだ。こんな大豪邸なんだから他にも部屋くらいあるだろ？」

「それはそうですが、なにぶん整備をしてないので今すぐには泊まれないんです。なのでこの部屋でお願いしたいんですが」

「くそっ、わかったよ」

　もう色々と前途多難そうだが……副料理長への昇進、そして高星シェフの信頼がかかっているのだ。うん、なんとか頑張らないとな。頑張れ俺。




　それから俺の部屋で残っていた説明をしてもらったあと、俺は七瀬に連れられて広大な邸宅の中を順々に案内してもらっていた。

　ちょっとした観光ツアーみたいだ。

「ここはスポーツジムです」

「うわっ豪華だな、すげー器具とか揃そろってるじゃん」

「ここはシアタールームです」

「スクリーンでかっ！　立派すぎるだろ？」

「ここは書斎です」

「すげえ……図書館みたいだ」

　およそ普通の個人宅にはないと思われる施設がいくつもあり全てが目を見張るようなスケールだ。そういうのを見て回るのはなかなかテンションの上がるもので、ぐるぐると家を回っているうちに、俺はすっかり楽しくなっていた。

　そうしておよそ三十分ほど。

　ぐるりと一周回って、最後にやってきたのはお風呂だった。

「ここもどうせ豪華なんだろ」

「はい、そのへんの大衆浴場並みかそれ以上の設備ですよ！」

「ほう……そりゃあいいな」

　俺は風呂が好きだ。疲れをとるのとリフレッシュするのに最適だからだ。料理して風呂に入って寝て、また料理して風呂に入って寝て──そんな生活こそが理想的な生き方だと思うくらいではある。

　というわけで、その豪華な風呂がどんなものか見てみたい衝動に駆られた。

「なあ七瀬、中入ってもいいよな」

「あ、えーと」

　返事を聞く前に、ガラガラと扉を開けていた。




　──しかしそこで、悲劇は、起こってしまった。




「え……っ」

　扉を開けたところは脱衣所になっていた。洗面台があって、ドライヤーがあって、その他もろもろがある。それはいいのだが──なんというタイミングか、そこには、まっさらな体を晒さらした姫野が立っていたのだ。

　ちょうど風呂からあがったところらしい。白いタオルで首のあたりを拭いていた。

（綺き麗れい、だ……）

　あれだけ仲の悪い相手だというのに、俺は、思わずそんなふうに思ってしまった。

　それはまるで完成された芸術作品のようだった。

　姫野は外見だけは本当に可愛かわいい。とてつもない美少女なのだ。その一糸まとわぬ姿は驚くほど美しく──俺は全てのことを忘れて、思わず見とれてしまっていた。

　姫野はといえば、突然のことに少しの間ぱくぱくと口を開け閉めするだけだったが。

「きゃあああ！　変態変態変態、覗のぞき魔覗き魔覗き魔!!　最低っ!!」

「あ、いや、ちょっと待ってこれは事故で──」

「なにずっと見てるのよ、はやく出ていきなさいこの変態いいいいい!!」

　絶叫とともに、追い出された。

　そのあと七瀬が事情を説明して仲裁に入ってくれたからなんとかクビは免れたが、次にセクハラまがいのことをしたら問答無用で叩き出すと宣言されてしまった。まずい本当に気を付けないとこんなことでクビになったら笑いごとじゃないぞ……？

　とまあ、そんなわけで。

　俺の新生活一日目は、様々なイレギュラーやアクシデントに見舞われまくりながら幕を下ろしたのだった。
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　俺は典型的な夜型人間だ。〈フリメール〉で働いていたのが原因の一つだと思う。店の営業時間が午後の五時から十時、終わってから賄い食べて片づけて帰宅ってなると店を出るのが十二時を回るくらいの時刻になるのも珍しくなかった。そして帰ってからも家の調理場で試作……とかやってると、深夜まで起きていることになる。

　そんなことをしていると代償を払うことになるわけで。

　要するに俺は、めちゃくちゃ朝に弱いのだ。

　どれくらい弱いかというと、平日は携帯で設定できる最大音量のアラーム音を鳴らしても半分の確率で起きない。そのせいで高校での遅刻数がとんでもない数になっており担任の先生に何度となく苦言を呈されてきた。更にやばいのは土日で、だいたい十時とか十一時まで寝ているレベルだ。

「霜しも月つきさん」

「……」

　──うん、なんか耳元で女の子が囁ささやく声がするけどまだ眠いから寝てよう。

　まだ寝ぼけてるんだよな。俺は一人暮らしだし、女の子の声なんてするはずがない。

「霜月さん、霜月さん」

「…………」

　──おかしいな、体がぐいぐい揺すられてる気がする。

　いや気のせいだよな。心なしか声も大きくなってるような気がするけど気のせいだろ。

「霜月さーーーん!!」

「うわあああっ!?」

　と、いきなり声のボリュームが五段階くらいあがり、思わずばたっと飛び上がった。

　何だ、何があったんだ……と目を擦こする。

　すると枕元にはメイド服姿の女の子が立っていた。

「……は？　え、何で？」

　慌てて部屋を見回す。よく見るとその部屋というのも慣れ親しんだ俺の部屋ではなく、ずいぶんと殺風景な場所だ。薄水色のカーテンを通して陽光が差し込んでいる。いや、寝起きの鈍った頭には情報量が多すぎる。

　何度か目をぱちくりしていたが、そこで思い出した。

　そうだ。俺は昨日の夜から姫ひめ野の邸に住み込みで働くことになったんだっけ。そのあたりのことを思い出し、ようやく今置かれている状況が腑ふに落ちた。

「あーそっかそっか」

「どうしたんですか？」

「いや、ちょっと寝ぼけてたんだ。それで七なな瀬せ、お前こんな朝からその格好なんだな」

「はいっ！　仕事着ですから！」

　昨日と同じメイド服姿の七瀬は、二日連続で見たせいで昨日ほどの衝撃はなくなっていた。この調子だと一か月間見続けたらむしろメイド服こそがスタンダードとか思っちゃうんだろうな。人間の慣れって怖い。

　俺はよいしょと起き上がる。

「今何時だ？」

「七時半です！　朝食の準備にどのくらい時間がかかるのかわからなかったもので、とりあえず三十分前に起こしてみたんですが……もうすこし早い方がいいとか遅い方がいいとかありましたか？」

「いーや、ちょうどいい。ありがとう七瀬」

　今日は土曜日、休日だ。普段よりもずいぶんと早い起床なのでまだ全然眠いが、ぼーっとして不味まずい料理を作ったらその時点でクビなのだ。気合い入れていこう。




　朝食を用意してダイニングテーブルへ運ぶと、すでに姫野と七瀬は席に着いていた。本当に仲が良いらしくぺちゃくちゃと楽しそうにお喋しやべりしている。二人は俺がやってくるのを見ると視線をこちらへと向けた。

「朝ご飯、なに？」

「エッグベネディクトだ」

　はい、と二人の前に皿を置く。半分に切った柔らかなイングリッシュマフィンの上にポーチドエッグとベーコンを載せ、その上に黄色いオランデーズソースをかけた一品。一時期朝食としてブームになったこともある料理だ。

　このオランデーズソースはフランスのソースだが、一説によるとオランダのソースを模倣して作ったからそういう名前になっているらしい。卵黄、水、澄ましバター、それから塩胡こ椒しようとレモン汁、カイエンペッパーあたりをあわせて作るわりと定番のソースである。

「へえ……気の利いたもの作るじゃない」

　姫野は感心したように唸うなる。

　まあ、当然なんだよな。七瀬に昨日好みをリサーチしといたから。こっちだってクビがかかってるからそういうところにも余念がない。

「写真映えするわね、一枚撮っておこうかしら！」

　携帯を取り出し、パシャパシャと嬉うれしそうに連写する姫野。一枚じゃないじゃん。心の中でツッコミを入れながらぼんやりと眺めていると、姫野は俺の視線に気づいたらしく、かあっと顔を赤らめた。

「ね、ねえ何よその視線は！　見た目は悪くないけどまだ味はどうかわからないわよ！」

「はいはい、どうぞ召し上がれ」

「むうっ、言っとくけど美味おいしくなかったら本当にクビにするわよ!?　しかも結ゆ奈な、何回か友達と美味しいエッグベネディクト食べてるから味にうるさいから!!」

　しかし威勢のいいことを言っていた姫野は、一口食べるとぱっと顔色を変えた。そして恍こう惚こつの表情を浮かべてから、しばらくしてはっとしたような顔をして、気まずそうにじいっとこちらを睨にらんでくる。

「……美味しい」

「そこらの店に負けてるようじゃ三ッ星レストランの料理人はやってけないからな」

「当然って顔してるのが無性に腹立つ……」

「でも本当に美味しいですよ！　さすがですねー霜月さん」

　どうやら好評のようだ。よかったよかった。

　さて見ていると七瀬は食事のペースが速く、姫野は遅い。具体的には七瀬の方が倍くらいのスピードで食べるもんだから、七瀬の皿が空になった時もまだ姫野の皿には半分ほど料理が残っていた。

　食べ終わった七瀬は口を軽く拭くとポケットから手帳を取り出し、ぱらぱらっと開く。そして俺たち二人に向かって話をはじめた。

「あの結奈ちゃんと霜月さんに伝えておきたいことがあるんですが、いいですか？」

「何よ明日あす香か」

「ええとですね、今日は霜月さんの家まで荷物を取りに行くことになっていたんです。霜月さんには住み込みっていう話が伝わっていなかったので必要なものを持ってきていなくて。本来ならわたしが付き添う予定だったんですが、今日は用事ができてしまいまして」

「へー、それで？」

「なので代わりに、結奈ちゃんにお願いしたいんですが。よろしいですか？」

「……へ？」

　姫野はぽかんと口を開けた。

「冗談よね、結奈にこいつと二人きりで行けって？」

「家までは運転手さんもいるから違いますよ！」

「いやいやいや、家まで行ったら二人きりじゃない！　こいつと二人きりなんて何されるかわからないから怖いわ」

「おい、人を何だと思ってんだ」

「覗き魔の変態？」

「あーはいその節はすみませんでした」

　それを出されるとただ謝ることしかできない。ごめんなさい。

　姫野はまあ当然の反応ながら忌避感を示していたが。

「明日にするならわたしが行けますけど、それじゃあ霜月さんも困ると思いますし。だから結奈ちゃん……お願いできませんか？」

「はあ、しょうがないわね。すごーく嫌だけど明日香の頼みだし引き受けてあげるわよ」

「えっ」

「午前中のうちに行っちゃうわよ。あんたもはやく準備しなさい」

　おいおい、まじかよ。

　姫野のやつ絶対に断ると思ってたのに、意外とあっさり受け入れやがった。




　　　　＊




　まさか姫野と二人でドライブする日がやってこようとは思わなかった。また例の黒塗りの高級車である。運転席には昨日と同じ専属の運転手が乗っているとはいえ、後部座席に横並びで二人。真ん中をぽっかりと空けてお互いに最大限の物理的距離をとれるような座り方をしていた。

「……」

「……」

　お互い、会話はない。姫野はイヤホンをつけて携帯でなにやら動画を見ていた。俺といえばうっかりしたことに合間時間に読む本を持ってき忘れ、手持ちぶさたになっていた。

　ぼんやりと車窓から外を眺めていたが、ちょうどそこでタイミングのいいことに携帯がぶるりと震える。

『師匠、どうですかー？　新しい職場でうまくやっていけてますかー？』

　穂ほの香かからのメッセージだ。輝くような笑顔の自撮りが添付されている。加工アプリが使われていて、猫耳がつき、ハートマークがうじゃうじゃとついていた。

『まあぼちぼちな。お前はどうだ？』

『師匠がいなくなって寂しさで枕を濡ぬらしてますー！』

『元気そうでなによりだ』

『あーーっ！　師匠ちゃんとキャッチボール!!　言葉のキャッチボールしてください!!』

『できてるだろ』

『できてません！　あのですね、そうやって基本をおろそかにするからプロのくせに簡単な送球をこぼしてタイムリーエラーしちゃうんです！　で掲示板で叩たたかれるんですー！』

　相変わらず野球好きっぷりを発揮してくるが俺にはわからないんだって。

　何と返そうか考えていたところ、そこで、隣から声がした。

「あんた、誰とメッセージやりとりしてんのよ？」

　ひょいと首を伸ばし、俺の携帯を覗のぞき込んでくる。って近いなおい、ほっぺたくっつきそうなくらいの距離だぞ？

「なんだよ興味あるのか？」

　聞いてみると、姫野は羞恥からか顔を赤らめる。

「そ、そんなんじゃないわよ！　ただあんた友達とかいなそうだから連絡する相手がいるんだーって思っただけ」

「ものすっごい失礼な言いようだな。ま、あながち間違ってないから何とも言えないんだけどさ。これは俺が働いてる店の同僚だよ」

「ふーん……同僚ね」

　そう呟つぶやきながら、姫野は勝手に手を伸ばしてぽちりと画面の上の方まで流されていた穂香の送ってきた自撮り写真をタップした。全画面表示になり、ハートマーク洪水の自撮りがどでんと表示される。

「ずいぶんと可愛かわいい子じゃない」

「そうか？　まあたしかに妹的な可愛さはあるが」

「付き合ってるの？」

「は？　そんなわけないだろ」

　今時のＪＫというやつはすぐに恋バナみたいなことに持っていきたいんだろうか。そういえば教室でも姫野たちの女子グループしょっちゅうそういう話してるもんな。一組の誰とうちのクラスの誰が付き合ってるだとか別れただとか。




　さてそうこうしているうちに車は停とまった。外を見ると見慣れたマンションの姿。

「ここがあんたの家なの？」

「ああ。ファミリータイプだから一人暮らしの俺にしては大きすぎるんだが、このくらいの規模じゃないと調理場が小さすぎて試作とかするのに不便だからな。あ、まあ広いっていってもお前ん家ちと比べたら犬小屋レベルだろうけど」

「ふーん……というかあんた一人暮らしなのね」

「ああ」

　普通のマンションはエントランスがあってオートロックがあるが、ここは規模が小さいせいか特に入口のセキュリティがない。表の扉を開けてエレベーターに乗り三階まであがると、鍵を取り出して一日ぶりの我が家へと入る。

「ほい、ここが俺ん家だ」

「あ、意外ときれいにしてるのね。それで持っていく荷物って何よ？　服とか？」

「まあそれもそうだが、最優先はこの部屋にあるものだ」

「なによ？　なにがあるの？」

　玄関をあがったところの、すぐ右手にある扉。

　その扉を開けると、そこには混こん沌とんとした光景が広がっている。

　俺に続くようにして部屋へ入ってきた姫野はといえば、文字通り呆あつ気けにとられていた。

「え、なに、これ」

　料理関連の本が本棚にびっしり詰め込まれ、他にも俺が今まで書いてきたレシピノートなんかも積んである。部屋の隅には今まで出場した大会等で獲得したトロフィーや賞状、それと今まで修業してきた店で撮った写真が飾ってある。ぶっちゃけて言えば俺の料理関連の持ち物を全部ぶっこんだみたいな部屋である。

「散らかってて悪いな、あんまり片づけとかやってないから」

「え、これ全部あんたの持ち物なの？　このバカみたいな数の本が？」

「そうだ」

「もしかして一通り読んでたりするの？」

「いやー、まだ一割か二割は読めてない本がある。ほらそこの端にあるのが現地で手に入れたフランス語の本なんだけど、日本語よりはすこし読むのに時間がかかるからなかなか消化しきれてないんだ」

　古いものから新しいものまで、様々な料理本が揃そろっている。フレンチの本が多いが他のジャンルを扱った本もけっこうあり、俺はこの宝の山ともいえる書架からものすごく学ばせてもらった。

「……すごっ」

　姫野はぽつりと呟き、書架の方へと歩いていった。

「ねえねえ、ちょっと見学してもいいかしら？」

「べつにいいけど。本棚に入りきらなくて上の方に積んであるとこがあってそこらへんはバランスが不安定だから、それだけ気をつけろよ」

「はーい」

「じゃあ俺は持っていく本を選別してるから、勝手にしててくれ」

　そうして俺の方は本選びの作業に入る。もうここには一か月戻ってこないわけだから読むものがなくなるなんてことの起こらないよう、持っていけるだけ持っていきたい。この部屋にはだいたい二千冊くらいの本があるからそれを丸ごと持っていくなんて不可能だが、まあ十冊二十冊はスーツケースにでも詰めていけばいいだろう。

　本棚からひょいひょいと引っぱり出し、積んでいく。あっという間に三十冊を超える小さな山になっていた。もうすこし絞らなきゃいけないな、と一度顔を上げた時。

　俺はびっくりした。

「お、おいなにやってんだ」

　姫野は本棚の上の方に手を伸ばしていたのだ。何か気になる本があったのかもしれないが、さっき忠告したばかりじゃないか。あのあたりは見た目じゃわからないほど繊細なバランスで積んであって実際に俺も雪崩を起こしてしまったことがある。

　止めにいこうと思ったが、時すでに遅し。

「えっ……」

　グラグラグラ、と本棚の上に積まれた十冊二十冊の山が瓦解していく音がする。

「危ない！」

　そう叫ぶと同時に、咄とつ嗟さに足が動いていた。

　俺は姫野をかばうようにして本棚との間に体を入れる。

　背中にがつんがつんと本がぶつかる。いや普通に痛い。本ってのはけっこうな重みがあるからそこそこの高さから落ちてくるとけっこう威力が出るのだ。俺はそのまま前に倒れこむような形になってしまう。

「いてて……」

　本の雪崩は、とまった。俺は閉じてしまっていた目を開け、現状を確認し──

　ん？

　たいへんよろしくない状況になっていることに、今さらながら気づいた。

　俺は姫野の上に馬乗りになるような体勢になっていた。体がぎゅうっと直じかに密着している。そして更にまずいことに、俺の両手はぎゅいっと姫野の胸を鷲わし掴づかみにしていた。手にはびっくりするほど柔らかい感触が伝わってくる。

「あ、あ……」

　当惑しきった姫野の熱っぽい吐息がふわりと鼻にかかり、俺は思わず身震いした。柑かん橘きつ系けいの甘い香りが鼻び腔こうを刺激する。

　あ、やばい。

　恋愛なんか興味もないしそもそも姫野のことは嫌いだと思っている俺でも、一応は男なのだ。姫野の端整な顔が目と鼻の先にあって、しかもそれを意識してしまうと、どくんどくんと心臓の鼓動が速くなっていき──

「……は、離れなさいよ!!」

　──いったいどうして二日連続でこんなハプニングに見舞われるんだろう。
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　その夜、俺は姫野の部屋に呼び出されていた。

　いったい何だろうか。夕食は和食を作ったのだが美味しそうに食べていたし、食事の不満でないのはたしかだ。となると心当たりがない……わけないよな、うん。むしろ心当たりしかないまである。

　昼の一件を責められるに違いない。

　あの時はうやむやに終わったが、昨日宣言されたばかりなのだ。今度セクハラまがいのことをしたら問答無用で追い出すと。それで舌の根の乾かぬうちに今日こんなことをやってしまったとなれば、もはや弁明の余地もない。ギルティーだ。

「……えっと姫野、いるか？」

「入っていいわよ」

「お、おう。失礼します」

　いつになく萎縮して入る。するとそこには広大な乙女の部屋が広がっていた。

　七瀬と違って、部屋はピンクなどの暖色系の色で統一されていた。可愛いぬいぐるみがたくさん並び、本棚にはずらりと少女マンガが入っている。ふわふわしたメルヘンチックな雰囲気は男が想像──いや妄想する女子の部屋のイメージそのまんまだ。ほんのり甘い匂いもして、なんだか心地よい。

　しかしそれよりも何よりも特徴的なのは、その規模で。

　俺や七瀬の部屋とは比べ物にならないほど広かった。学校のホームルーム教室一個ぶんくらいの広さはあるだろうか。四十人が机と椅子を並べて座れるくらいのスペースって思えばその非常識さがわかる。いやまあちょっと慣れてきたけどさ、もう。

　部屋の右側には中世のお姫様が使っていそうな可か憐れんなベッドがあり、部屋の左側にはソファーとテレビと冷蔵庫なんかがあって小さなリビングルームみたいになっている。なんだかもう眩暈めまいがしてしまいそうだが、べつに今は姫野の部屋の見学なんてまったくメインイベントではない。

　それよりも何よりも、俺はやらなくてはいけないことがあった。

「…………すみませんでした！」

　それは、謝ること。

　相手から𠮟られる前に、先んじて謝罪をするというのは非常に効果的な一手だ。

　そうしたらあまり強くは怒れまい。クビにするとかそういう最悪のシナリオを回避しようという小ずるい策略をとったのだが、すると姫野はきょとんとした表情をした。

「な、何やってるのよ!?」

「え？　だって俺を怒るために呼んだんじゃないのか？」

「いや何を怒るのよ」

「あれだよ、昼の件だよ」

　それだけで通じたらしく姫野はわかりやすいくらい赤面する。

　しかしそこで怒りを露あらわにする、ということはなかった。

「べつにあれは……不可抗力というか、あんたが結奈を守ってくれたんだし。怒ったりしないわよ、むしろ結奈の方が感謝しなきゃいけないくらいよ」

「えっ」

「ってなに意外そうな顔してるのよ!!　結奈、そんなに心狭せまくないわよ!!」

　そうだったのか。

「だから、あれは忘れなさい。なかったことにしてあげるから」

「お、おう……わかった。でもそしたら何の用なんだよ」

「えっとね、あんたに頼みたいことがあるの」

「頼みたいこと？」

　思わずそのまま反復してしまったが、そうすると姫野はいつになく遠慮がちというか、すこし言いづらそうにそこから言葉を続けた。

「昨日今日で、癪しやくだけどあんたがすごい料理人ってのはわかったわ。だからそれを見込んでっていうか、料理で頼みたいことがあるの」

「そりゃあ仕事の範はん疇ちゆうだからもちろん引き受けるけど、わざわざこうやって呼び出すってことはなにか特別な事情でもあるのか？」

「そうよ。明日香には聞かれたくないの」

　おいおい仲間外れか？　実は姫野と七瀬って仲悪かったの？

　と思ったが実のところはそうではなくむしろ逆で。

「来週の土曜、明日香の誕生日なのよ」

「ちょうど一週間後か」

「ええ。それでね、クラスの女子を呼んでサプライズパーティーやろうと思ってるの。ほらいつも明日香にはお世話になってるし、今年はびっくりさせようってことで何人かと企画を考えてたんだけど……ホームパーティーにするつもりなの」

　なるほど。それで俺に料理に関する頼みがあるとなれば、簡単に察することができる。

「要するに俺に料理を用意してほしいってことだな」

「そうよ」

「そりゃあ構わんが、具体的には何を？」

「十七人分の料理、それと誕生日ケーキ。とびっきり美味おいしいやつね」

「いやおいちょっと待てや!!」

　十七人分の料理？　誕生日ケーキ？

　それを俺一人で作れと？　もしかして姫野ってとんでもないバカだったのか？

「……もともとはうちのクラスの料理部の子たちに作ってもらう予定だったのよ。でも、あんたがいるならあんたに頼んだ方がいいかなと思って」

「そりゃあまあそうだが、一人じゃあ絶対無理だぞ？」

「人手がいるってことならその料理部の子たちに言えば手伝ってくれるはずよ。それで二人増えるけど、まだ厳しいかしら」

「二人、か。うーんまあどれくらいスキルがあるか次第だが、まあギリギリなんとかなるかもしれないな」

　高速でシミュレーションしてみる。手のこんだフランス料理とかだとさすがに無理だが、パーティーで出すような料理なら頑張ればできなくもないかもしれない。うん、それなら見通しは立つし出す料理を考えてもいいのだが……

　それよりももっと大きな問題があった。それを、俺はおもむろに告白する。

「なあ姫野。俺、ケーキなんて作れないけど」

「は？」




　──いや、あの、待ってほしい。

　料理人ならば全ての料理を完璧に作れるなんて話、おかしい。フランス料理が専門の人にアフリカ料理を作れといってもそんなの無理だ。そりゃまあ素人よりは上手に作れるかもしれないけど……プロの水準に届かせるのは難しい。

　他の例に当てはめたって、そんなことは当たり前だ。音楽家だからってピアノもギターもバイオリンもチェロもオールマイティにできるわけじゃないだろ？

　そして俺は、デザートがあまり得意ではない。

　もちろん一通り勉強しているけど、自分の中で優先度を低く設定していたのだ。フランス料理の料理人としてまず大事なのは別の部分だと考えていたから、そっちの方に努力量を集中させた。そうやって俺は今の腕前に到達した。

　とくに、ケーキなんてのはぜんぜん門外漢。

　そういうのってパティシエの仕事だし。

　修業時代に何回か作り方を教わったことはあるけど、それきりだ。店で任されることはないし自分の試作でもわざわざケーキなんて作ろうと思ったことはなかった。




　しかしそれは料理人の事情であり。

　知らない人にとっては、ケーキの作れない料理人というのはナンセンスに思えるらしい。

「あんた料理人でしょう？　どういうことよ、ケーキも作れないの？」

「あのなあ。そう簡単に言うけどパティシエって何年も修業するんだぞ。そうやって専門にしてる人の方がクオリティ高いに決まってるじゃんか」

「そんなの言い訳よ!!　うちの料理人として雇われてる以上、要求された料理をちゃんと作るのがあんたの仕事じゃないの!?」

「うぐっ」

　そう言われるとぐうの音も出ない。俺が口にしているのはあくまでも言い訳で、筋が通っているのは悔しいが姫野の方である。

「というわけで、ちゃんととびきり美味しいケーキ作ってよね」

「まじかよ」

「せっかくの明日香のサプライズパーティーなんだから。もし美味しくないケーキなんて出してきたら……その時点であんたクビよ」

「クビ!?」

「当然じゃない、役に立たなかったってことなんだから」

「ひでえ……」

　一難去ってまた一難とは、このことか。

　昨日しょっぱなから最大の危機を迎えたかと思ったが、たった一日で更なるピンチがやってきた。課せられたミッションはパーティーにふさわしい料理ととびきりの誕生日ケーキを用意すること。

　まあこれも良い機会だと思うしかないな。なんのきっかけもなければデザート、それもケーキの練習をしようだなんて思いもよらなかったに違いない。姫野の無む茶ちやぶりでケーキ作りの技術を身につけられれば、棚ぼたみたいなものだ。
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　翌日の日曜日、俺は〈フリメール〉へと来ていた。

　三日ぶりの店だが、入っていくと同僚たちからどうしたんだと声をかけられた。適当に返事をしていると、ロッカールームの方からぴょんぴょんと小さな女の子が飛んでくる。

「師匠！　お久しぶりですー！」

「久しぶりって、たった三日だろ」

　もちろんそれは穂香だ。この店にいる小さな女の子って穂香しかいないしな。

　満面の笑みでぎゅいーっと俺に引っ付いてくる弟子をいなすと、穂香はニコニコ顔のまま尋ねてきた。

「それで師匠、どうしたんですー？　さっそくクビになっちゃいましたっ？」

「そうじゃねーよ。まあちょっと危ないのはたしかだが……今日はちゃんと用件がある」

「ふむふむ。用件ですかあ」

「近こん藤どうさんに会いたいんだ。今日来てるよな」

「はいー、呼んできますねー」

　と、穂香は言うがはやいかひゅーっとロッカールームへと飛んでいく。いやほんと元気いっぱいだよな。小動物を見ているみたいでなんだか愛らしい。

　すこし待っていると、穂香といっしょに近藤さんが出てきた。

「あれあれ霜月君、私に用ってなんだい？　たしかに私は年下好きだけど穂香ちゃんがいるから泥棒猫はできないぞー!?」

「何言ってるんすか近藤さん」

　にやりといたずらっぽく口元を緩ませているその女性こそ俺が今日会いに来た人物だ。

　二十代と若く、お洒落しやれで色気のあるこの人は、パティシエ。本場の一つとして知られるオーストリアのウィーンで数年の修業を積み、日本に帰ってきた〈フリメール〉における菓子部門のエースでありシェフ・ド・パルティ。つまり部門の代表者である。

　そんな近藤さんに会いに来た理由は、当然昨日の件で。

「実は近藤さんに、ケーキ作りのアドバイスをいただきたいんです」

「ケーキ作り!?　そりゃまた突然だねー、どうして？」

　俺は正直に事情を話すことにした。無茶ぶりを受けていることを事細かに話すと、近藤さんはわっははと声をあげて笑う。

「そりゃまたご愁傷様」

「非常に厳しいとは思うんですが、あと一週間でまともなケーキを作らなきゃいけないんです。それで近藤さんのところに来たんですけど」

「ふむふむ、かわいい後輩に頼られて無下にするわけにもいかないからねー。ちょっとだけここで待っててくれる？」

「あ、はい！」

　そうして引っ込んでいった近藤さんは、両手に何冊かの本とノートを持ち戻ってきた。

　それを俺に渡してくる。

「これ、貸してあげるよ」

「えっと……これは？」

「なんかのためにロッカールームに保管しといてよかったよー。この本三冊読めばオーソドックスなケーキなら基本からプロレベルのことまであらかたわかるから。それとこのノートは私が今までまとめてきた自分なりのコツとかが書いてある」

「えっ、そんな貴重なものを貸していただいていいんですか」

「いいよいいよ。でもパティシエの世界もすごく奥が深いから、頑張るんだぞー」

「本当に助かります、近藤さん」

　深々と頭を下げると、近藤さんはいやいやと何でもなさそうに笑ってみせる。

「霜月君のことだからそれ熟読して何回も試作繰り返せばある程度のレベルまではいくと思うけど、聞きたいことあったら電話でもしてねー」

「あ、はい！　何から何までありがとうございます！」

「わっはは、その代わりあたしより上手になったら怒るからなー！」

　俺は再度お礼を言ってから、ありがたく資料を貸してもらった。何にしてもよかったよかった。近藤さんには感謝しないとな。
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　それからは忙しい毎日がはじまった。

　まず姫野に提供する三食の食事を作る。これだって失敗は許されないので毎日念入りにレシピを用意し、丁寧に時間をかけて作った。姫野が友達と遊びに行く日は例えば夕食が不要になるなど楽になるのだが、三食フルで作ろうとするとけっこうな負担だ。

　それからバースデー・パーティーの料理を考える。姫野が紹介すると約束した料理部の二人を戦力に数え、三人でできそうな作業量におさまるように検討中だ。パーティーということでコース料理のような形ではなく大皿に作って好きなだけとってもらうビュッフェ形式を考えており、様々なジャンルの料理を並べるつもりだ。

　そして最後に残った時間をフル動員してのケーキ作りの練習。

　本を読んで知識を吸収し、実際に調理場で手を動かしてうまくいった点やうまくいかなかった点をまとめる。基本的にはその繰り返しだ。初日に作ったケーキは試食した姫野に微妙だと一蹴されてしまったが、厚かましいことながら一度近藤さんに電話でいくつかの疑問点について教えてもらったりもして、徐々にクオリティを上げている。




　そんな生活も三日目になり、火曜日。デッドラインが足音を立てて迫ってくることにいくぶんの焦燥を覚えながらも、無我夢中になってやるべきことをやっていた。いつものように昼休み、文献を広げてぐいぐい知識を吸収していた時のことだった。

「ねえ、あんた。ちょっといいかしら」

　隣から声をかけられ、俺は顔を上げる。

「姫野？　なんだよ？」

「今日の放課後、この前言った料理部の二人を紹介するわ」

「おっそれは助かる」

　そういえばまだ紹介してもらってなかったもんな。はやめに会っておきたかったのでナイスタイミングだ。

「顔あわせってことでファミレスとかがいいんじゃないかって話になったんだけど、それでいいかしら？」

「わかった」

「じゃあちゃんと待っててね。勝手に帰ったりしたら怒るわよ？」

「帰らねーよ。それで困るの俺だし」

　そして放課後、俺は高校の最寄駅にあるファミレスで料理部二人と対面していた。

「あのあのよろしくね霜月くん！」

「ういーっす霜月っち、ちゃんと話すのははじめてだねー！」

「この二人が手伝ってくれるから。こっちが小こ桜ざくら陽ひ葵まり、でこっちが百もも瀬せ小こ春はるよ」

　俺の隣に座る姫野が簡単に紹介してくれた。小桜に百瀬か、うん覚えた。

　小桜は髪型が黒髪のポニーテールですこしふっくらと膨らんだ愛あい嬌きようのある可愛かわいらしい顔立ちをしている。百瀬の方はちょっと背が低く髪を金髪に染めており、茶髪にしている姫野と同類の派手目の女の子。きゃぴきゃぴした雰囲気をしている。どっちもクラスメートだけどちゃんと話すのははじめてだ。

　ともかく、手伝ってもらうならまずは打ち解けないとな。

「えっと、葉は桜ざくらに高たか瀬せ、とりあえずこれからよろしくな」

「って霜月っちーーー!!　いきなり小春の名前も陽葵っちの名前も間違ってる!!」

「あれ？」

「はあ、あんたの頭はどういう記憶力してるのよ。いい？　もう一度言うけど、この子が小桜陽葵、この子が百瀬小春！」

「悪い悪い。俺、人の名前覚えるのあんまり得意じゃないからさ」

　しまった。いきなりイメージダウンになりかねないことを言ってしまった。

　まずいまずい……黒髪の方が小桜で、金髪の方が百瀬。小桜、百瀬。よしもう大丈夫。

　気を取り直して一度咳せき払ばらいし、話を続ける。

「それで小桜と百瀬。土曜日のパーティーだけど、今のところビュッフェ形式で料理を作ろうと思ってるんだ。そっちの方が一度に大皿で作れるから効率がいいし、パーティーっていう形式にもあってるからな。それで今んとこ考えてるメニューがこれくらいだ」

　鞄かばんからノートを取り出し、ぺらぺらとめくりながらざっくりと紹介する。だいたい十品くらいだ。前菜からメインディッシュからデザートまでバラエティ豊かに取り揃そろえる必要があるので、バランスを考えながらレシピを考えた。

　その中には簡単に作れるものもあり、例えばリコッタチーズのコロッケ。

　リコッタチーズは乳が凝固した時に出る水分である乳清を加熱し、溶けていたタンパク質を凝固させたイタリアのチーズであるが、それを一般的なコロッケを作る要領で成形して油で揚げるだけだ。お手軽お手軽。

「二人がどのくらい料理できるのかわからないけど、とりあえずはサポートをやってほしい。それともし良いメニューを思いついたらぜんぜん採用するから見せてくれ」

「あ、うん」

「とりあえず早いうちに練習の時間をとりたいんだけど、予定が空けられる日はある？」

「明日は料理部があるけど参加義務はないから練習するなら空けられるよ」

「というか、なんなら今からだっていいよー！」

　百瀬がそう言ったが、俺もそれはありだと思った。

「そうか今からやってもいいな。材料はある程度あるし、それじゃあ今から姫野邸に行くってことで……いいか姫野？」

「いいわよ。あ、でも明日香に悟られないようにしなきゃだめね。調理場の方には行かないようにって釘くぎを刺しとかなくちゃ」

「じゃあ善は急げってことでさっそく移動するか」

　そうして会話を交わす俺たちを、小桜と百瀬はぽかんとした表情で見る。どうしたんだよと尋ねてみると、小桜はちょっとばつが悪そうに頭をかいた。

「いや、えっと……霜月くんのイメージがずいぶん違ってちょっとびっくりしちゃった」

「こいつ教室ではほんとに存在感ないもんね。でも不思議なことにすごい料理人なのよ」

　姫野は携帯を取り出し、ほら見て？　と俺が作った料理の写真を二人に見せた。右にどんどんスライドさせて、俺が今まで作った料理全てがスライドショーのように流れる。というか全部写真撮ってたのかよ。マメか。

　二人はといえば、心底びっくりしたらしく目を真ん丸にしていた。

「うわーっ、すごーい!!　ほんとに高級店の料理まんまって感じ!!」

「霜月っちの意外な一面……というか意外すぎ」




　それから姫野邸まで移動してきた俺たちは、調理場へと入った。

　七瀬向けの説明としては料理部二人が俺に料理を習いに来たと姫野が話した。まああながち間違いではないんだよな。そして調理場に入ってサポートとしてやってほしいことを実際にやってもらう。

「まずは野菜の下処理だな。一センチ大の角切りで玉ねぎ人にん参じんセロリの三つを切ってくれ」

「はーい！」

「はいはーい」

　二人は包丁を持って慣れた手つきで切っていく。

　結論からいえば、料理部の二人は普通に戦力になった。

　もちろん本格的に修業とかしてるわけじゃないから素人なのだが、野菜を切ったり簡単な作業を行ったりというくらいは全然できた。それもけっこう手際がいい。サポートのメンバーとしてはじゅうぶん数にカウントできそうで、俺はほっと一安心する。

　なので実際に当日作る予定の料理を二人に手伝ってもらいながら試作するなどして進めていたのだが──

「ね、ねえ」

　すると後ろからちょんちょんと背中を突っつかれた。

　そこに立っていたのは姫野だ。調理場で唯一何もしておらず、さっきから見ているだけの存在。それが退屈になったのかそれとも疎外感を感じたのか、ある申し出をしてきた。

「結奈もいっしょに手伝っちゃだめかしら」

「え？　いやまあ十七人分も料理作るとなったら三人でも相当ギリギリだし、人員が増えるに越したことはないが。それにしても姫野って料理できるのか？」

「す、すこしくらいならできるわよ！」

「ならまあいいけど」

　そう言うと姫野は一度調理場から出て、エプロンと三角巾を持って戻ってきた。それを着用してから手を洗い、準備万端といった様子を見せる。

　うーん……本当にこいつ料理できるのか？

　わからないが、まあとりあえずは基本的なところから見てみよう。

　さっき小桜と百瀬にやってもらったのと同様に、包丁とまな板を用意してその上にぽんと野菜を載せる。

「このエシャロットをエマンセにしてみてくれ」

「エ、エマンセ？」

「あーごめんこれは専門用語か。えっとなんて言えばいいんだ、繊維にそって薄切りにしてくれ」

「う、うん」

　エシャロットはフレンチではポピュラーな野菜だ。風味のベースとして欠かせない香味野菜であり、見た目は小ぶりの玉ねぎみたいな感じである。玉ねぎより旨うま味みも香りもより繊細で刺激が弱いから生のままでも使えるという特徴はあるのだが、見た目だけなら玉ねぎと間違えてもおかしくはない。

　姫野が作業するところを、後ろから見ていたのだが──

「おいおいストップ、なんでいきなり薄切りにするんだよ！　皮を剥むけって皮を」

「……っ！　わ、わかってるわよ、ただ忘れてただけで……」

　いやさすがに皮剥くのを忘れる料理経験者はいないからな？

　一発で姫野は料理ができないということがわかってしまった。

　やっぱり物の弾みで口走ってしまったんだろう。一応皮を剥きはじめたもののその手つきは見ていられないほどたどたどしく、包丁で指でも切ってしまいそうだった。

「まったく……」

　しょうがない。

　俺は姫野の後ろに回ると、その両手に自分の手を添えてやる。

　そして手本を見せるように、その手を動かした。

「こうやって根元を切り落としたら反対側の先端部分を平らに切りながら皮を剥はがしていく。皮を剥いたら小さな球ごとにわけて、一片を縦に切るんだ。ほらこうやって……あとは切断面を下に置いて、繊維の流れに沿ってこう薄切りにする」

　丁寧に説明しながら、一片ぶんの薄切りが完成するまで進めてやる。その間姫野は終始無言だった。よほど集中して聞いていたのだろう。使い物にならない料理スキルだとはいえそういうところは感心感心──

「な、なにすんのよおおおっ！」

　と思ったら、なぜかものすごい剣けん幕まくで怒鳴られた。

　こっちに顔を向けた姫野は熟した林りん檎ごのように頬ほおを赤く染めていた。え、俺何かやらかしたの？　冤えん罪ざい被害者のごとく困惑していたが、しかし次の姫野の言葉で気づいた。

「あ、あんた今のふつうにセクハラじゃないの!?」

「え、あ、たしかに」

「あんなに体密着させるとか、もう、ありえないんだけど……」

　穂香には普通にやっていたから感覚が鈍っていたが、たしかにそうだ。

　ちょっぴり反省──だがそこでにやにやと様子を見守っていた百瀬が茶々を入れる。

「うわーっ、姫野っち照れてる照れてる！」
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「はあ？　て、て、照れてないわよ！」

「わかるよーだってコックコート着た霜月っち、別人みたいにカッコいいもんねー。小春もさすがにびっくりしちゃった」

「だからそんなんじゃないわよ!!　何言ってるのよ小春は!?」

　姫野は必死に否定する。まあそりゃそうだろ、照れてたわけがない。

　もうとりあえずその話はおいておこう。で、話を戻すと姫野は見事なまでに使い物にならなかった。というわけで手伝ってもらう人員には含められない。

「とにかく姫野、お前は味見係として協力してくれ。これも重要な役割だから」

「なるほど……そうね、そうするわ！」

　体ていのいい戦力外通告なのだがなんか喜んでるし余計なことは言わないでおこう。

　そのあと夕方まで、この練習会は続いた。
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　更に時が過ぎた。六月七日木曜日……いや違うな、もう日付が変わったから八日の金曜日だ。時刻が深夜の二時に差し掛かろうとしている中、俺は自室でうんうん唸うなりながら机へと向かっていた。

「うーん……難しいな……」

　机に向かってノートにペンを走らせていても、宿題とかをしてるわけではない。

　そうではなく、ケーキのことを考えていた。

　バースデー・パーティーは土曜日だからあと一日強しかない。小桜と百瀬への指導は順調に進んでいたし、メニューの方もあらかた決まって食材の仕入れまで目途をつけた。その二つはいいのだが、唯一かつ最大の問題は誕生日ケーキの試作だった。

　なかなかうまくいかないのだ。

　俺が作ることにしたのは、王道ともいえるショートケーキ。こういうシンプルなものをクオリティ高く作るのはわりと難しかったりする。ケーキ作りの経験が乏しいせいもあって、何度も試作をしているのに理想の味からはまだずいぶん遠かった。

「ちくしょう、まともなケーキ作れなかったらクビにするってあいつ言ってたしな……」

　とにかく、やれるだけやるしかない。

　というわけで俺は今日の試作の反省点と改善できるポイントを箇条書きでまとめる作業を行っていた。試作をやるたびにクオリティは上がっていくのが実感できるため、その点ではいくぶん気が楽ではあった。

　ノートの一ページぶんを使いきってしまい、ぺらりとめくる。

　するとちょうどその時。

「……あれ、あんたまだ起きてたの？」

　後ろから声がして、俺は振り向いた。

　眠そうに目を擦こすりながら突っ立っていたのはもうここ最近見慣れた姿だ。

「なんだよ、人の部屋に勝手に入ってきやがって」

「で、電気がついてたから消し忘れたのかと思って見にきてあげたのよ！　百パーセント善意だったんだけど！」

「そりゃあ悪かったよ。でお前もこんな時間に起きてんのな」

「結奈はとっくに寝てたけどお手洗い行きたくなっちゃって。帰ってくる途中でここに寄ったってわけ」

「寝る前に水は飲みすぎるもんじゃないぞ」

「う、うるさいわね!!」

　ちょっとからかうとぷうと口を尖とがらせた姫野だが、それで部屋を出ていくのではなく、とことこと俺の机の方まで歩いてきた。

　そして俺の肩に腕を置き、横から覗のぞき込んでくる。

「なにしてるのよ？」

「試作の反省点をまとめてるんだ。なかなか思うようなケーキが作れないから、ほんとにトライアンドエラーの繰り返しだな」

　顔が近い！　あと背中、胸が当たってるぞ胸が！

　そんなことわざわざ言うとまた余計な火種を招きそうだ。とりあえずそこには触れずにノートを見せてやる。

　しかし、そうすると姫野は顔をしかめた。

　そしてちょっと衝撃を受けたように目を見開く。

「もしかしてあんた……いっつもこんな遅くまでやってたの？」

「まあな」

「知らなかった……」

　姫野はちょっと俯うつむき、それから呟つぶやくように言う。

「よく考えたら、あんたすごい忙しいのよね」

　たしかに忙しい。めちゃくちゃ忙しい。

　朝は焼き魚と味み噌そ汁しる、その他おかずのついた一汁三菜。昼はカポナータや海の幸のサラダや牛ロース肉のタリアータなんかを入れたイタリアン弁当。夜はビストロで出されるような手軽なフレンチ。昨日の献立だがそれをしっかり準備して、放課後の数時間は小桜と百瀬に色々と指導して、そしてケーキの試作を一日二回ペースでやっていた。

「ま、誰かさんがとんでもない無む茶ちやぶりをしてきたからなー」

　嫌いや味みをこめて言う。いつものように言い返してくるかと思ったが、違った。

　姫野は申し訳なさそうに顔を歪ゆがめる。

「わ、悪かったわね……」

「いやそこは素直かよ」

「だ、だって結奈のせいであんたずいぶん無理しちゃってるわけでしょ!!　責任感じるっていうか、なんていうか」

「べつに感じなくていいからさっさと出ていって寝てくれ。作業が止まってるんだ」

　しかし姫野はそこでぱんと決心したように手を叩たたくと、後ろ、俺のベッドの上にちょこんと腰かけてから堂々と宣言した。

「決めたわ。結奈、あんたがその作業終わるまでここにいる」

「いやなんで!?」

「だ、だって結奈はパーティーの企画者だし……あんたがまだ起きて作業してるのに結奈だけ寝るなんて気分悪いじゃない！」

「だからってそこに居座られても俺はやりにくいだけなんだがなあ」

「ほら、結奈はいないものだと思っていいから。続けなさいよ」

　後ろを見てみると携帯を取り出していじりはじめた。あ、これ本気だ。本気でそこに居座るつもりだぞこいつ。しょうがないもう無視して進めるしかないか……

　それからおよそ三十分。集中するとすぐ後ろに誰かがいようが意外と気にせずやれるもので、無事やるべきことは終わった。

　しかしそこで振り返ってみて、俺は唖あ然ぜんとする。

「すーっ、すーっ」

「……寝てんじゃねえか!!」

　そう。姫野は俺のベッドで寝ていたのだ。気持ちよさそうに可愛かわいい寝息を立てながら。

　思わず大声でツッコミを入れてしまったものの、それでも姫野が起きる気配はない。もう完全に熟睡してやがる。とりあえず布団をかけてやったが、さてどうしようと考えることになる。

　──選択肢一、叩き起こす。

　──選択肢二、俺が別の場所で寝る。

　普通に考えれば問答無用で叩き起こしてやりたいところなのだが、姫野はものすごく気持ちよさそうに寝ていたのだ。無防備な寝顔は、思わずドキッとしてしまうほどには可愛かった。こんな姿教室で晒さらしてたら即日告白が殺到するに違いない。

　ふう、仕方ない。この寝顔はちょっと邪魔できないな……

　俺は諦めて外へ出ることにした。

　すると廊下でばったりともう一人の少女と出会うことになる。

「あれ、霜月さん？」

「七瀬か。まだ起きてたのか？」

「いえわたしはお手洗いに行きたくなってしまいまして」

「お前もかよ！」

　しかし、ちょうどよかった。事情を説明して助言を求めることにしよう。

　七瀬は俺の話を聞くとちょっと考えこむような仕草をとったが、それから万事解決したとばかりに顔を綻ばせてみせた。

「それなら結奈ちゃんのベッドを使うといいですよ」

「え、まじで言ってんのそれ？」

「はい！　だって結奈ちゃんが霜月さんのベッドを使ってるんですから！」

「いやそんなことしたら姫野怒らないか？」

「先にやったのは結奈ちゃんですから大丈夫ですよ」

　ふうん、まあそんなもんか。眠くてあまり頭が回っていなかったのもあって、俺はあっさり納得してしまった。そして七瀬に促される形で姫野の部屋に入り、例の中世のお姫様が使ってそうなベッドに横になった。

　うわあやばい、めちゃくちゃいい匂いするし。

　ベッド自体も最高の品質で、まるで雲の上に寝転がっているような心地よさだった。本当ならばドキドキが止まらなくなるシチュエーションなのかもしれないが……その日は眠気が限界まできていたので、俺は横たわってからあっという間に眠りに落ちた。




　で、朝。

　俺は試作のためにいつもより早起きしていた。顔を冷水でぱしゃぱしゃ洗って眠気を飛ばし、いつものコックコートを着て調理場に立っていた。そうしてさっそくはじめようとしたところで、誰かが入ってくる。

「姫野？」

「お、おはよ」

　姫野の頬ほおは朱に染まっていた。小さく俯き、どこか恥ずかしそうにしていた。

　……やばい、気まずい。

　朝起きて冷静に考えてみると、女子のベッドで勝手に寝るというのはまずかった。俺の体にはまだあのベッドのいい匂いがほんのりと残っている気がする。まじでなんであんなにいい匂いするんだよ、女の子ってみんなそうなのか？

「明日香から聞いたわよ。あんた、結奈のベッドで寝たのね」

「あ、えーと」

「……悪かったわね、結奈だって寝落ちするつもりはなかったのよ」

　と思ったけど、怒ってはいなそうだ。むしろ申し訳なさそうにしている。俺は一安心し、軽く肩をすくめてみせた。

「気にすんなって。というか嫌だっただろ、俺の使ってるベッドなんて」

「べ、べつに。その……あんたの匂いは、したけど」

　しかしそう言いながらもほんのり顔を赤らめているあたり、絶対嫌だったな。自分に非があるってわかってるから遠慮してるだけで。そりゃあ男のベッドとか女子からしたら臭いだろうし、特に姫野は俺のことが嫌いなわけなんだからなおさらだ。

「そ、それより！」

　と、姫野はちょっと大きな声を出した。

「あんた……結奈に、手とか出してないわよね!?」

「え？」

　確かに、二人きりのところで寝落ちしたとなれば心配になるのかもしれない。姫野みたいな美少女ならなおさらだ。俺としても無防備な寝顔にドキリとさせられた負い目はあるわけだが、姫野を安心させるためにあえて眼中にもないといった態度をとってみせる。

「意味わからん。なんでお前なんかに手出さなきゃいけないんだよ」

「……あっそ」

　しかし、そうすると。

　言い方が気に障ったのか姫野はちょっと腹立たしげな声を出し、ぷいと顔を逸そらした。




　──なぜか姫野を怒らせてしまったため少し気まずい空気となったが、試作に入る。

　姫野は進捗具合を確認したいからと言ってそのまま調理場に居座り続けた。材料を並べてさっそく作業に入ろうとした俺の横で、姫野は一人言のように呟いた。

「ショートケーキってよく食べるけど、作り方はわからないわね……」

「工程自体はそんなに難しくないぞ」

　俺はそう答え、多少の補足を加えてやる。

「まずもって準備するものは四つだ。スポンジケーキ、いちごシロップ、いちごジャム、そしてホイップクリームだな。これを別々に作ってから、最後に仕上げとして形を作っていく。そんな感じだ」

「へー、なるほどね」

　そう言ってるそばからまずはスポンジケーキの下準備。ボウルに割り入れた卵と砂糖をかき混ぜて、ハチミツを入れて湯煎する。それがいい具合の温度まで達したところで裏うら漉ごししてミキサーをかけ、そこに薄力粉を入れる。

　同時並行で他の三つも進めていく。水に砂糖を溶かしたものをいちごを入れた容器に流し込み、そこにブレンダーをかければいちごシロップの出来上がり。次にいちごと砂糖をあわせておいたものを中火で加熱し、ぐつぐつと沸騰したところで砂糖を追加しつつペクチン、水みず飴あめなんかを加え、じっくり煮詰めていちごジャムを作っていく。ホイップクリームに関しては昨日のうちに生クリームと砂糖を混ぜたものを冷蔵庫で冷やしておいたので、それにミキサーをかけてとろりとした状態へと持っていくだけだ。

「よし、よし。いい具合だな」

　昨日までの反省点を踏まえながら、丁寧に丁寧に、作業を行っていく。

　そうして一時間ほどして、試作品は完成した。

　完成したケーキを一ピースずつ取り分けると、片方の皿を姫野に渡した。

「せっかくいるんだし、試食してくれないか？」

「いいわよ！　えっと、それじゃあいただきます」

　調理場に一つしかない小さなパイプ椅子に座った姫野は、フォークをやさしく差し入れると、ゆっくりと口へと運んだ。

「あ、美味おいしい！」

　そして頬に両手をあてて目を細め、にっこりと柔らかい笑みを浮かべた。

　姫野はもう一口食べ、そしてぐっと親指を突き立てた。

「あんた、すごいじゃない！　お店で出てくる味よ！」

「ううん……たしかにレベルは上がってる、よな」

「このスポンジ、ふわふわで口どけもよくてすっごくいい感じになってるわ」

　こうやって姫野が手放しで褒めてくれているのだから、少なくとも依頼には合格点で応えられているということだ。苦手な分野で上出来であるといえる。だがしかし、俺は自分の作った試作品を味わいながら、まだ思い描いている理想とは乖かい離りしていると感じていた。

　料理人としての、プライドというのは俺にもある。そのプライドが……このクオリティで満足することを、許してくれなかった。

「これじゃあ、まだだめだ」

「え、どうして？」

「まだ何かが足りない。自信を持って出せる品じゃない」

「そうなの!?　すごく美味しいわよ!?」

　俺は無言で首を振った。

　もう一度確認するように、ゆっくりと一口味わって、自分の考えが正しいことを再確認してから今度は首を縦に振った。

「そうだな。まだもう一段階、いや二段階、クオリティを上げたい」

「でもあと一日しかないのよ？」

「そうなんだよな、正直やれることはやった気もするし。うーん……」

　愚直に試作を繰り返すのもそろそろ限界が見えてきた。もっといい方法はないだろうか。

　あとたった一日で何ができるか。そうやって考えていると、姫野が口を開いた。

「それじゃあ取材しにいくってのはどう？」

「ん？」

　俺は顔を上げる。

「結奈は料理のことよくわからないけど……ほら、一流の品を取材しにいけば何かわかることがあるんじゃない？」

「それだ!!」

　思わず手を叩たたいた。そうだ、なぜそんな当たり前のことを思いつかなかったんだ。修業時代には一流の味を舌に覚えこませるため一流店にできるだけ通えと言われたし、実際に勉強のためあちこちの店を巡ったのに。

　最近は専門としているフレンチなら味覚に絶対の自信を持てるようになったから、他の店に勉強しにいくこともずいぶんと減っていた。しかしケーキに関しては一流の味を熟知するような域にはまったく達していない。

「ナイスアイデアだ、それでいこう」

「今日の放課後行くってことよね？　結奈も付き合うわ」

「お、おう。悪いな」

「いいわよ。明日香の誕生日パーティーをより盛り上げるため、だしね」
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　その日の放課後、俺と姫野は学校終わりに二人で待ち合わせていた。

　二人とも制服に学生鞄かばんという格好だ。姫野が店のリサーチをしてくれたので俺はそれについていく。電車を一度乗り継いで目的の駅に到着すると、すこし迷いながらも無事に店へとたどりついた。

「ここが結奈の調べてきた有名なケーキ屋よ」

「ほーう……店の雰囲気はいいな」

「持ち帰りが主だけどカフェスペースもあるみたい。ま、とりあえず入るわよ」

　正面の壁は柔らかなクリーム色で、ローマ字の店名が黒い筆記体で書かれている。軒先のひさしがピンク色なおかげで外観は全体としてふわふわした感じになっていた。顧客ターゲットをばっちり理解しているのだろう。

　中に入ると、いらっしゃいませと女性の明るい声で挨拶された。

「うわーっ、すごい！」

　ショーケースにはずらりと色とりどりのケーキやシュークリームが陳列されていた。さすがに有名店だけあってどれも一目見ただけでクオリティが高いとわかる。

　姫野は右に左に視線を忙せわしく動かしていたが、俺の方を振り返った。

「ねえ、あんたどれにするの？」

「ショートケーキだ。他のケーキにしたらなんのために来たのかわからないだろ」

「あ、そうだったわね。じゃあ結奈は……うーん、これにするわ」

　──お前は普通に食べに来てんのな。まあいいけど。

　姫野が選んだチョコレートケーキを一つ、それとショートケーキを一つ。あわせて二つを注文すると、若い女性店員はにっこりとビジネス用の笑顔を浮かべながらとんでもないことを尋ねてきた。

「ええとお客様はカップルということでよろしいですか？」

「……はい!?」

「当店ただいまカップルでの来店を推進するキャンペーンを行っておりまして！　カップルのお客様には無料でお一つ小さなケーキをおつけしているのですが」

　いやどういうキャンペーンやってるんだよ。カップル以外誰も来なくなるぞ？

　男女二人での来店だから勘違いされたんだろう。まあ一ミリもかすっていないので俺はにべもなく否定する。

「まったくもって違います」

「そ、そうでしたか失礼しました……ではお会計は八百八十円です」

　千円札を一枚差し出し、百円玉一枚と十円玉二枚を受け取って財布へと突っ込む。姫野には取材に付き合ってもらってるわけだから会計は俺がもった。店内で食べると伝えると皿に載っけてくれたので、トレイに載せてそれぞれ運んだ。

　席に着くと、いきなり姫野は文句を言ってきた。

「ねえなんであんたさっきの否定したのよ！」

「え、なに？」

「カップルって話よ。言うだけでサービスもらえたのに」

「でもお前、冗談でも俺とカップルなんて言われんの嫌だろ？」

「それは……」

　すると姫野は一瞬、不自然に口ごもったがすぐにこくりと頷うなずいた。

「そ、そうね！　もちろん嫌よ！」

「ほらな。というかお前べつに金持ちなんだしサービスなんてせこせこしなくても好きなだけ買えるだろ」

「まあお小遣いは使いきれないくらいもらってるけど、それとこれは話がべつ！　結奈だってふつうの金銭感覚を養うためにあんまり無駄遣いとかはしないようにしてるのよ」

「へえー」

　そうなのか。はじめて知った。

　まあそんなことはどうでもいい。今日来た目的は一流のケーキを取材することだ。さっきのカップルキャンペーンとかいう謎制度を聞いたせいで一抹の不安はあるものの、目の前に佇たたずむ一ピースのいちごのショートケーキは輝くような存在感を放っていた。

　姫野はいつものように携帯を取り出すとぱしゃり。俺のケーキもぱしゃり。そして携帯をしまって、今度はフォークを持ってさっそく食べはじめた。

「じゃあいただきまーす……うわあ、美味しい！」

　そして、ほくほく顔。

　俺は食べはじめるより前にその様子を何気なく眺めていたが──

「というか姫野、お前っていいやつだよな」

　そんな言葉が、ぽつりと口から洩もれていた。

「はあ？　な、何よいきなり！　気持ち悪い」

「だってさ、七瀬のために嫌いな俺と二人っきりでこうやって時間をとってるわけだし」

「なっ……」

　すると姫野はぽかんと口を開けた。手に持っていたフォークを皿の上に置き、それから戸惑ったように小声で言う。

「べ、べつに……というかあんたのことそんなに嫌いじゃないし」

「いやいや、お前俺のこと目の敵にしてたじゃんか。まーそれはお互い様だけど」

「それは……そうだけど、でも今は超嫌いってわけでもないっていうか」

　なんだよ結局嫌われてるんじゃないか。

　まあ以前よりは多少ましに思ってくれてるってことか。

　姫野はぐいっと拳を握り、ちょっと姿勢を正してから続けた。

「つい一週間前までは、あんたが料理人だってことも知らなかったし。あんた、言っちゃ悪いけどクラスでの印象は最悪じゃない。授業中は別のことやってるか寝てるかのどっちかだし、休み時間もいっつも一人だし。しかもあんたってクラスメートへの接し方ひどいじゃない！　結奈だけじゃなくてクラスのほとんどがあんたにネガティブなイメージ持ってると思うわよ」

「まあ、それはそうだろうな」

　自覚はしているところだ。改善するつもりもないけど。

「ゆ、結奈はあんたのことある程度わかってきたけど……ね。あんた、いっつも授業中熱心にやってたのは料理のことだったのよね」

「ああ。料理本を読むか新メニューを考えるか、そんな感じだな」

「それを授業中にやるのはどうかと思うけど。まあそれはともかく」

　姫野はふうと静かに息を吐いて、それから、言う。

「すごいと思うわ、あんたって」

「俺がすごい？」

　そんなことを言われるとは思わなかった。

　だからすこし、反応が遅れた。

「ええ。本当に一いち途ずに料理へと向き合ってるっていうか……プロフェッショナル、って感じがする」

「そう言ってもらえると光栄だな」

　一人の人間としては俺のことを嫌っているが、料理人としてはリスペクトしているという感じなんだろうか。まあ嫌われていることに変わりないけどな。でもプロフェッショナルとか面と向かって言われるとちょっと照れてしまう。

「結奈、今までそういう人に会ったことがなかったから。もちろん結奈の周りにも部活頑張ってる人とか勉強頑張ってる人とかいっぱいいるけど、あんたはまたレベルが違うっていうか。あんたの場合本当に頭の中に料理のことしかないんじゃないかってくらいだし、それに、仕事へのこだわりも強いっていうか」

　姫野が例としてあげたのは今回の誕生日ケーキだ。仕事をこなすというだけなら今朝試作したケーキでもじゅうぶん姫野は納得していたしそれでよかったのに、そこで満足せずに更によいものを作ろうとする。そんな姿勢が、プロのあり方に見えたらしい。

　いやべつに当然のことだと思うが……違うのか？

　とにかく姫野はそんなことを饒じよう舌ぜつに語っていたのだが。

「そういうところを、ちょっとカッコいいって、思ったり思わなかったり……」

　そこでいきなり声のボリュームを落とし、蚊の鳴くような小さな声で何やら呟つぶやいた。

「えっなんだって？」

「な、なんでもないわよ!!　それよりもほら、取材に来たんだから食べるわよ!!」

「お、おう……」

　いやこの話お前の方からふってきたんだろ？　なんて理不尽な会話の切り方だ。
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　気を取りなおして、食べる。

　フォークを手に持ちすっとケーキに差し入れた。味わう前に軽く嗅覚も使ってチェックする。そして実際に口に入れてみると、姫野がチョイスした有名店だけあってものすごく完成度が高かった。

「ふむ……なるほど」

「どう？」

「いいな。すごく参考になる」

　俺は鞄を開いてノートを取り出し、筆箱からよく削ってある鉛筆を一本取り出した。どうでもいいが俺はシャーペンより鉛筆派だ。絶滅危惧種扱いされることもあるがシャーペンを使うと芯がボキボキ折れるのが気になってしょうがない。

　そうして骨こつ董とう品ひんの鑑定士みたいに丁寧に慎重にケーキへと向き合いつつ、俺の試作品に比べて勝っている点を分析しようと試みる。

　そんなことをやるのは、どう考えても普通の客じゃない。

　結果的に俺はお店の人から声をかけられてしまった。

「熱心に書いてるね。うちのケーキを研究してるのかな？」

　顔を上げると、高いコック帽とコックコートを着けた中年の男性がにこにこしながら立っていた。俺は驚きながらも言葉を返す。

「ええとパティシエの方ですか？」

「ああ。ついさっき今日のぶんは作り終えてね、店の様子を覗のぞいたらものすごい勢いでペンを走らせてる客がいるじゃないか。気になって声をかけたってわけさ」

「なるほど」

　するとそこで姫野が横から事情を説明してくれた。

「実は結奈……じゃなくてあたしの友達が明日誕生日なので手作りのケーキを用意しようと思ってるんです！」

「ほーう。それでわざわざうちの店に来て研究なんて、見上げた根性だ」

　パティシエの人は面白そうに笑う。そして俺の方へと視線を戻し、ちらりとノートを見ながら尋ねてきた。

「それで、どうだい？　調子は？」

「はい。収穫はいくつかありました」

　そうして俺はこれまでにメモしたことをざあっと読み上げる。

　するとパティシエの人は徐々に顔色を変えていった。最後まで読み上げた時には真剣そのものといった表情で、じいっと俺のことを見てきた。

「……驚いた、見事にうちの技を盗んでるじゃないか。食べるだけで気づいたのかい？」

「はい」

「そりゃあすごい、逸材だ。君は料理の道でやっていく素質があるよ。どうだい高校出たらうちに就職するってのは」

　ははっ……

　そんな冗談を飛ばされ、苦笑。歴十年プロなんですと言うわけにもいかないし、実際ケーキとかお菓子作りでいえばこの人の方が全然上手なのは間違いない。正直言って本当に苦手なのだ。

　だがパティシエの人が目の前にいるなんて、ちょうどいい機会だ。せっかくだしまだわからないで悩んでいたことを聞いてみよう。

「実はまだわからないことがあるんです」

「何だい？　教えられることなら教えようじゃないか」

「ホイップクリームに関してなんですけど」

「ふむ」

　俺が言うと、パティシエの人はこくりと頷いた。

「もしかしたら、混ぜ方の違いじゃないかな？」

「混ぜ方？」

「そう。ケーキに使う時はだいたい八分立てにするだろう」

「はい」

「そこなんだけど、全部いっぺんに作っちゃってない？」

　俺は首を縦に振った。

「じゃあそこだ。八分立てを作るといっても、全部同じようにはしないんだよ。そうだな……まずボウル全体を六分立てくらいにしてから、手前半分だけを八分立てにする。挟むホイップクリームはそれを使って、仕上げにナッペする時は両方を混ぜ合わせて七分立てくらいにしてやるとうまくいくんだよ」

「あっ」

　思い出した。そういえば修業時代にもそんなことを教わった気がする。

　昔のことすぎて完全に記憶が埋もれていた。

　六分立て、八分立てというのはクリームの泡立ての程度だ。六分立ては泡立て器ですくうとゆるゆると流れ落ちるくらい、八分立ては泡立て器でしっかりすくえるが先端がふにゃっとお辞儀するくらいというのが大おお雑ざつ把ぱな見分け方である。

　俺は手を叩いた。

「ありがとうございました」

「気にするなって。それより美味おいしいケーキを作ってやれよ」

「はい！　よしじゃあ姫野、帰るぞ！　さっそく試作だ」

「あ、ちょっと唐突すぎない？　待ちなさいよ？」

　そうして急いで帰る。頭には明確なイメージができていたから、一秒でもはやくそれを実際に試したかった。

　調理場に帰ってくると、さっそく試作だ。取材で見つけた五つ六つほどの改善点を織り込み、ケーキを作っていく。もはや慣れたもので一切迷うことなくどんどん手が動く。姫野が見守る中、俺は取材の成果を生かした試作品を完成させた。

　それを取り分けて、それぞれで味見した。

「お、美味しいっ！」

　すると姫野の反応は、明らかに前回の試作とは違って。

　両腕をぶんぶんと胸の前で振り、目を輝かせ、体を使って味への評価をしてくれた。

「今朝のも美味しいと思ったけど、更にこんなによくなるものなのね……口当たりの高級感というか、贅ぜい沢たくな甘あま味みがふわーっと溶け出す、というか！」

「そうだな。これなら……俺としても及第点だ」

「明日香、きっとすごく喜んでくれるはずよ！　やったわね！」

　そうやってきゃっきゃと喜ぶ姫野を見ていると。

　頑張った甲か斐いがあったなと、そんなふうに思うことができた。
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　そして当日を迎えた。

　その日、姫野邸は大忙しだ。サプライズパーティーの協力者は他にもいたらしく朝からせっせと作業をしていた。こんな大豪邸だとだいたいどんな用途の部屋もあるんだけど、ちゃんとパーティールームとして使える大広間があってそこを使うみたいだ。

　姫野含め何人かがそっちで準備している間に、俺と小桜・百瀬の三人は急ピッチで仕込みを進めていた。ちなみにバレないようにするため七瀬は適当な用事で買い物に行かせた、と姫野から聞いている。

「よし、じゃあ小桜こっちの下処理頼む」

「あ、うん！」

「百瀬は鍋の方を」

「りょーかーい！」

　調理は終始順調に進んでいた。作業量が多いからと早朝から準備をはじめていたのだが、昼時にはパーティーを彩る料理が続々と完成していく。ビュッフェ形式のため一部はあとから提供する予定だが、最初に出すぶんはほぼ出来上がろうとしていた。

　と、図ったかのようなタイミングで姫野が顔を覗かせた。

「ねえ、どう？」

「お、姫野か。もうだいたい終わってるぞ」

「もうすぐ明日香が帰ってくるのよ。準備できてたら運んでほしいんだけど」

「ん……わかった。それじゃあ二人とも、持ってくか」

　完成した料理をどんどん大皿に載せ、それを三人がかりで運んでいく。そうしてちょっと離れた大広間へと向かった。

　ちなみに俺なんだが、変装等はしていない。

　小桜と百瀬には知られているとはいえ、クラスの女子ほぼ全員に色々バレるのは面倒だということで顔を出したくないと姫野には言ったのだが、あんたその格好なら別人だと思われるわよとの一言で申し出は退けられた。小桜と百瀬もうんうんと頷うなずいていたが、そんなに印象違うんだろうか。甚だ怪しい。

　まあしょうがないので諦めたが。そうして俺たちは大広間へとやってきた。

　大広間にはすでに今日の参加者である女子たち（クラスで見た気がする）があちこちで楽しそうにおしゃべりしていた。中央にテーブルをくっつけて白い布をかぶせたスペースが設けられていて、料理はそこに並べればいいようだ。皿とかフォークとかスプーンなんかの食器類はもうすでにセッティングされていたので料理を置いていく。

「あれ、あの人が姫野ちゃんの専属料理人？」

「専属の料理人がいるってすごいよねー、ドラマみたい！」

「見て見て、ちょっとイケメンじゃない？」

　すると女子たちの反応。いや本当に気づかれてねえな!?

　そもそもこの部屋の中にいる何人が霜月明あき人とをクラスメートとして認識しているかも気になるところだが……まあそれは俺だってそうなので何も言えない。ぶっちゃけざっと見渡して名前言えるやついないまである。

　そうしているうちに姫野が急いで入ってきて、部屋全体に呼びかけた。

「明日香来るわよ！」

「おー！」

「それじゃあほら、クラッカークラッカー」

「あ、あたしもちょうだい！」

　皿を置いて手ぶらになった小桜と百瀬も周りの女子からクラッカーを受け取っており、にわかに慌ただしくなっていく。あ、もちろん俺はまったく参加していないが。

　そうしていると、とことこと小走りでやってくる足音がした。

　そしてドアが開けられる。

「結奈ちゃん、大広間に来いって何があったんです……か……？」

　メイド服姿のまま入ってきた七瀬は、部屋へと入ってきた瞬間凍り付いたように固まってしまった。

「え、えええええっ!?　な、な、何ですかこれ!?」

「あんた、今日誕生日でしょ？　パーティーやるって言ったらみんな来てくれたのよ」

「あ、あ、あ……」

　あまりにびっくりしたのか声が出なくなる七瀬。

　パンパンパン、と用意周到な女子たちがクラッカーを鳴らし、

「「「お誕生日おめでとー!!」」」

　あちこちからぱちぱちと大拍手。そして、あっという間に部屋はわいわいがやがや。

　パーティーのはじまりだ。

　俺はまだ追加分の料理を準備しなくてはいけないので、そっと会場をあとにして調理場へと戻った。




「結奈ちゃん、ありがとうございました！」

　──パーティーのあと。七瀬は嬉うれしそうにそう言っていた。

　ものすごく盛り上がって参加者たちも満足したらしく、「これ毎週開催でもよくない？」「あーそれありー！」みたいな話も出てたらしい。まあたしかに十七人もいたら週一は無理でも月一くらい誰かの誕生日が来そうだけど俺が余裕で死ねるからやめてほしい。あーまじで忙しかったな今週。

「いやー楽しかったわね」

「わたしはびっくりしましたよ！　いつの間にあんな用意してたんですか？」

「それはまあ、こっそりよ。でも八割がたバレると思ってたのにうまくいったわね」

「意外と気づかないものなんですねー」

　そして七瀬は俺の方を振り返る。

「あ、霜月さんも料理とケーキ、とっても美味しかったです！　みんな驚いてましたよ、本当にありがとうございます！」

「まああのくらい余裕だって」

「ふふっ、結奈ちゃんから聞きましたよ？　色々と苦労して作ってくれたって」

「っておい余計なこと言うな姫野！」

「い、いいじゃないべつに」

　よくない。ケーキ一つ作るのに何度も何度も試作なんて、料理人としてぜんぜん誇れることじゃないし。まあその甲斐あってケーキは大好評だったと姫野も言っていたし、それはよかったけれど。

「……それよりも」

　すると姫野は俺の方に改めて体を向ける。

「結奈からも、言っておくわ。ありがとう。大成功だったわ」

　そうして向けられた弾けるような笑顔に、俺はすこしドキリとしてしまった。

　店で働いていると、こうやって直じかで喜びの声を聞けることはあまりない。フランス料理店の厨ちゆう房ぼうと客席は完全に隔離されているからだ。

　だからこそ。

　こうやって面と向かってお礼を言われると、ちょっとだけ照れくさかった。
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　七なな瀬せへのサプライズパーティーは大成功を収めたが、次の日になると今までどおりの日常が戻ってくる。いや俺にとってはそもそもここで料理作ってること自体が非日常なんだけどな？　ともかくパーティールームは片づけられ、姫野邸は通常営業へと戻っていた。

　しかしそんな中、俺はあのパーティーから引きずっているものがあった。

　それは何かというと──体調不良である。

「……だるっ」

　翌日の日曜日、俺は朝から強烈な倦けん怠たい感かんに襲われていた。

　どうやら風邪でも引いてしまったようだ。おでこに手をあてると自分でも熱いのがわかるし、全身が不調を訴えている。そして昼時が近づくにつれてその傾向は加速度的に強まっていった。

〈フリメール〉にいた頃から相当無理はしていたが体調を崩したことは一度たりともなかった。だからこんなふうに体がやられるなんて心外なのだが、現にそうなっているものはどうしようもない。

　というわけで俺は七瀬の部屋へと向かった。

「おーい七瀬、いるか？」

　しかし返事はない。待っていると七瀬ではなく、隣の部屋から姫野がパジャマ姿のままひょこっと顔を出した。

「明日あす香かなら今下の階よ。何か用があったの？」

「用っていうかあれなんだが。あ、というか姫野でもいいや。マスクってどっかにない？」

「マスク？」

　姫野は怪け訝げんな顔を浮かべるものの、すぐに思案顔になって、

「たしか結ゆ奈なの部屋にもあったわよ」

　と真面目に答えてくれる。

「おっ、それなら一枚もらえないか」

「いいけど……何に使うのよ？」

「何でもいいだろ。ほら、頼む」

「しょうがないわね。ちょっと待ってなさい」

　姫野はそう言うと部屋の中へと入り、戸棚を漁あさりはじめた。扉が開けっ放しだったので俺はその様子をぼんやり眺めていたのだが、くらっと、あやうく崩れ落ちそうになってしまいなんとか耐えた。

　うーん、これは本格的に体調がまずそうだな。

　とりあえず昼食を作ればそのあとはしばらく休めるから、ここだけ踏ん張ろう。あと一時間くらいならこの感じでも何とかだましだましやっていけるはずだ。そんなことを考えているうちに、姫野はとことこ戻ってきた。

「はい、あったわよ。これ」

「……うへえ」

「な、何よ!?　文句あるわけ!?」

「いや、文句はないけど」

　普通の人はマスクといえばあの真っ白いやつをイメージするだろう。だが姫野の手に握られていたのはピンク色、それも苺いちごの模様がぽんぽんとコミカルに並んでいる女の子女の子したマスクだった。

「お前って意外と少女趣味なところあるよな」

「う、うるさいわねっ！　結奈だって少女よ！」

「いや普通に可愛かわいいところだしいいと思うけど」

「か、可愛い……!?」

　するとちょっとだけ姫野の頬ほおが赤みを帯びた。

　もしかしてこいつも体調悪いのか？　この家に風邪が蔓まん延えんしてるってのもありうる話だが、それなら今日の昼ご飯は元気が出て食べやすいものがいいか……

　とにかくマスクを手に入れたから調理場に行ける。体調不良の時にはちゃんと衛生管理に努めて料理を作らないといけないからな。

「マスクありがとな。じゃ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

「ん？」

「あんた……もしかして体調悪いんじゃないの？」

　見抜かれた。

　しかし俺はしらばっくれてみせる。

「いや別にそんなことないけど」

「いやいやいやマスク貰もらいに来てしかもほんのり顔赤い気がするんだけど！　ほら、こっち来てみなさいよ」

「ちょい待てって──」

「ほら、熱測るわよ」

　そうして姫野は俺のおでこにぐっと右手をあててきた。あ、冷たい……ってことは向こうがどう感じているかというと、その反対なわけで。

「……あつっ」

　ですよねー。

　姫野は案の定な反応をしたあと、じとーっと責め立てるような目で俺を見る。

「熱あるわよ、これ」

「平熱だ。お前の体温が特別低いんじゃないか？」

「じゃあ体温計持って来てもいいわよ」

「そんなことしなくていいって。ほら、じゃあな」

「待ちなさい」

　踵きびすを返して調理場へと向かおうとしたところ、ぎゅいっと手首を掴つかまれた。

　振り返ると姫野はどこか心配そうな表情を浮かべていた。

「あんた、体調悪いならちゃんと寝なさいよ」

「昼食の準備が終わったらすこし寝る」

「えっそんな熱あるのに調理場行くつもり!?」

「当たり前だろ」

　何をわざわざ聞くのか、とばかりに俺は肩をすくめる。

「だって、一度でも美味おいしい料理が出せなかったらクビにされるんだろ？」

　初日に言われたことだ。

　美味しくない料理を作っても一発アウトとなるのなら、そもそも料理自体を出せないっていう場合は更に悪いのだから当然アウトとされるに決まってる。だからこそ俺はちゃんと自分の職責を果たさなければいけない。

　それは自明のことだと思っていたが。

　しかし、姫野は啞あ然ぜんとした表情を浮かべ──それからちょっと怒ったように言った。

「なによそれ……クビにするわけ、ないじゃない」

「え、でも初日に」

「あれは!!　その、あんたのことまだ誤解してた、から」

　姫野は恥ずかしそうに俯うつむく。

「というか、あんたそんなにこの家で働きたいわけ？」

「ああ。クビにされるのはごめんだ」

「ふ、ふーん……」

　姫野はちょっと嬉うれしそうに口元を綻ばせたが、すぐにまた真面目な表情へと戻すとぐいっと俺の方に迫ってきた。

「そもそもあんたが体調崩したのって、昨日までの準備で無理してたからでしょ？　そしたら仕事を振った結奈にも責任はあるじゃない」

「いや、そうは言っても──」

　しかし言葉を発しようとしたところで、ふらりと体がよろけた。

　体調はどんどん悪くなっているらしい。

　姫野ははあと一度ため息をつくと、俺の手をぐいと引っ張る。

「ほら、来なさい。あんたはちゃんと部屋で寝るのよ」




　　　　＊




「はい、スポーツドリンク」

「ありがと」

「それと結奈の部屋の冷蔵庫にあったゼリーよ。体調悪い時には食べやすいでしょ」

「ありがと」

「これ風邪薬だけど、食後に飲むやつだからあとで飲みなさい。とりあえず置いとくわ」

「ありがと……って、待て待て。なんで俺ナチュラルに看病されてるの!?」

　俺は半ば強引にベッドに寝かされていた。

　それはいいのだが、姫野はそれから一度出て行ったかと思うとすぐに戻ってきてひょいひょいと色んなものを枕元に置きだした。スポーツドリンクにゼリーに風邪薬、うんすごくありがたいのだがそれよりも戸惑いの方が勝っていた。これどういう状況だよ。

「なによ、迷惑って言うの？」

「いやありがたいんだけど何でお前がこんなことするのかって」

「べ、別になんでもいいじゃない」

　まあ気まぐれのようなものなのかもしれないが、助かることは事実だ。

　五百ミリペットボトルの蓋を開け、スポーツドリンクをごくごくと飲む。水分を補給すると心なしかすこしすっきりした気がした。姫野はそんな俺の様子をじろじろ見ていたが、やがてよいしょと立ち上がる。

「お昼のことは心配しないでいいわよ。結奈が作ってあげるから」

「はあ？　いやお前料理できなかっただろ」

　数日前の悲惨な包丁捌さばきを思い出して慌てて立ち上がろうとするが、

「寝てなさいって言ってるでしょ!!　次に来た時ベッドから出てたらクビにするわよ!!」

「いやそんな理不尽な」

「だからあんたは寝てればいいの！」

　そうやって堂々と言ってのけ、姫野は部屋を出ていった。──不安だ。




　しかし体はだるく、布団に入り横になるとあっという間に入眠してしまったらしい。

　次に目を覚ましたのは一時間ほど経たってからだった。肩をとんとんと叩たたかれて目を開けると、姫野と七瀬の二人がいた。

「あれ、寝てたのか」

「結奈ちゃんから話は聞きましたよ。霜しも月つきさん、大丈夫ですか？」

「ああ大丈夫大丈夫」

「って嘘うそじゃない、まだおでこだいぶ熱いんだけど」

　またもや一言の断りもなく熱を測ってきた姫野はそうやって咎とがめるように言うと、はあと呆あきれたような顔を作った。

「とにかく、ご飯でも食べなさいよ」

「ご飯？　え、まじでお前作ってきたのか？」

「そうよ。ほら病人にはお粥かゆっていうでしょ、持って来たわよ」

　そうして姫野が差し出してきたのは見た目だけいえばまともな卵がゆだった。味の方は食べてみないとわからないがどうせ壊滅的なものを作ってくるだろうと思っていた俺はすこし驚いた。

「これをお前が？」

「明日香に手伝ってもらったのよ。だからひどいことにはなってないと思うわ」

「ああそれなら安心か」

「ってひどくない!?」

　と、七瀬も苦笑を浮かべながら補足する。

「あのー霜月さん、たしかにわたしはアドバイスしましたけど作ったのは全部結奈ちゃんですから」

「あっそうなのか」

「ほら、それよりも冷えちゃうからはやく食べなさいよ」

　とりあえずぐいと力を振り絞って体を起こし、壁に背中をくっつけた。そして姫野から手渡されたスプーンを握ったのだが──

「あれっ」

　ちゃんと握ったはずの金属製のスプーンは手からするりと滑り落ち、からんと音を立ててフローリングの床へとぶつかった。おいおいまじかよ。

「……あんた大丈夫？」

「いや大丈夫なはずなんだが」

「もうしょうがないわね、明日香代わりのスプーンとってきて」

　そして明日香が戻ってくると、姫野はそれを俺に渡さずに自分で握った。

「ほら、食べさせてあげるわよ」

「はあ!?」

「スプーンもまともに握れない病人なんだからしょうがないでしょ！　ほら、口開けて」

　姫野はそうしてスプーンで一口すくうと、ふーふーと優しく息を吹きかけて冷まし、それから俺の口へと運んできた。

　ちょっと待て──これはめちゃくちゃ恥ずかしいぞ？

　姫野は今まで見てきた中でも断トツといえるくらいに赤面してるし。恥ずかしいならやらなきゃいいのに。いたたまれない思いになりながらも俺はしょうがなしに口を開き、素直に食べさせてもらった。

「ど、どうかしら……その、味は」

　そして姫野は、不安そうな面持ちでこちらを覗のぞき込んでくる。

　正直なことをいえば技術面では粗だらけとしか言いようがなかった。

　素人が作ったのだから当然ではあるのだが、いくつも気になるところがあった。一般的に見ても不出来といえるくらいの完成度だろう。お世辞にも洗練されているとはいえない味のはず、なのだが。

　だけど……どうしてだろう。

　やけに、美味しく感じてしまった。

　風邪で弱っていて体が栄養を欲しているからだろうか。それとも姫野が料理下手だと知っており、これを作るのに相当頑張ったんだろうと想像できるからだろうか。

　理由はわからないが、人よりもはるかに肥えた舌を持っているはずの俺は……姫野が作ってくれたお粥を、もっと食べたいと思うほど気に入っていた。

「……美味しい、な」

　だから俺は、率直な感想を口にした。

　すると姫野は心底嬉しそうに、満面の笑みを浮かべて喜んだ。

「ほ、ほんとっ!?」

「ああ。ひどい料理が出てくると思ってたけど、びっくりした。美味しいぞ」

「じ、じゃあもっと食べる？」

「食べたいけど……さすがにこれ以上食べさせてもらうのは恥ずかしい。自分で食べるから皿とスプーンをくれ」

「あ……そ、そうね」

　すると姫野は再び赤面し、ちょっぴりきまり悪そうに差し出してきた。

　俺はそれからぺろりと完食した。体の芯から温めてくれるような、優しい味だった。
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「埋め合わせさせてくれ」

　翌日、俺はすっかり体調がよくなっていた。体温計の数字も三十六度二分と平熱に戻り、体の方もいつになくすっきりしていた。ここ最近寝不足が続いていたから長く寝たのが功を奏したのかもしれない。

　ともかく俺は平常運転に戻っていた。朝から調理場に立って料理をして、七時にはダイニングテーブルに皿を並べた。そして朝食の途中に姫野に向かってそう言った。

「埋め合わせ？」

「昨日は昼食と夕食を用意できなかったしそれどころか迷惑かけちゃったからな。俺にできることって限定付きだけど、埋め合わせがしたい」

「べつに結奈、気にしてないわよ」

「俺が気にするんだよ。こういうのほったらかしにするのは気分が悪い」

「うーん……そうね」

　すると姫野は右手を顎の下にあて、うーんと可愛かわいい声を出しながら考えはじめた。埋め合わせとして俺に何をしてもらうか考えているんだろう。俺はその間に隣に座っている七瀬の方へと体を向けた。

「七瀬、お前にも何か埋め合わせしなきゃな」

「えっ？　わ、わたしはいいですよ。そもそも霜月さんが体調崩したのってわたしの誕生日パーティーの準備で無理したからですよね……それで埋め合わせしてもらうなんて悪いですって」

「そうか、まあそう言うならいいけど」

「あっ霜月さん、それよりも郵便届いてますよ」

「……俺に？」

　怪け訝げんに思いながらも、手渡されたので受け取る。

　七瀬は今、家に届いた郵便物の仕分けに取り掛かっているところだった。姫野の食事ペースはかなりゆっくりなので俺と七瀬が先に食べ終わるということが多く、今日もそうだった。そして食事を終えた七瀬は仕事に勤いそしんでいるというわけだ。

　とんでもない金持ちであるこの家には、頻繁に重要な郵便物が届くらしい。他にも広告の類なんかが大量に入るため仕分けは一苦労だそうだ。今みたいにひょいひょい仕分けをやっている七瀬は何回か見たことがある。

　だけど、俺宛の郵便物を渡されたのは初めてだった。

　そもそも奇妙な話だ。

　俺がここで住み込みしているのを知っている人なんて、ほとんどいない。俺宛の郵便は自宅の方に届くはずだし、可能性として思い当たるのは穂ほの香かくらいだが、そもそもあいつは携帯でつながっているからわざわざ面倒な紙媒体を送ってくるとも考えられない。

「何だろうな……とりあえず開けてみるか」

　そうして封筒の中身を取り出してみて、俺は納得した。

「ああ何だ、逢あい坂さかさんか」

「逢坂さん？　誰よそれ？」

「俺が働いてる店の、元副料理長だよ。つい最近店を辞めて独立したんだ」

　突っ込んできた姫野に答えてやる。

　すると、姫野はまた尋ねてきた。

「で、それは何の用件なわけ？」

「待て待て俺もまだ読んでないんだ……ええと、なるほど。プレオープンの招待状だ」

「プレオープン？」

「業界用語だけど、まあざっくりいえば試運転期間だな。店を開く直前に何日かそういう期間を設けるんだ。そこで知り合いとかを呼んで、フィードバックを参考にメニューの最終調整とかホールスタッフの連携の確認とかをやるんだよ」

　ちなみに料金は無料か格安にするという場合が多い。注目店だとメディア関係者が取材にやってくることもある。

「日時は六月十六日だから、来週の土曜日か。他に一人まで同伴者を連れてきていいと」

　穂香といっしょに行こうかと思ったが、あいつは今も〈フリメール〉で働いているから土曜日はまるまる仕事だ。人間関係に乏しい俺としてはそうなると誘うような相手もおらず、ちょっと困ってしまう。

　どうしようか考えていたが、姫野がじっとこちらを見ているのに気づく。

「……どうした？」

「い、いや、あんた誰と行くつもりなのかしら？」

「考えてたところだ。一人で行ってもいいんだが、誘うとしたら小こ桜ざくらとか百もも瀬せかな」

「陽ひ葵まりか小こ春はる!?」

「料理部なら高級フレンチとか喜びそうだし、この間でちょっと仲良くなったからな。まあ向こうがオッケーしてくれればだけど……」

「だ、だめっ!!」

　しかしそうすると姫野は突然大きな声をあげた。椅子からちょっと立ち上がり、すこし興奮した様子を見せた。え、どうしたんだこいつ？

　ちょっと驚いたが、すると姫野は更に驚くようなことを言った。

「ね、ねえ、さっき埋め合わせするって言ったわよね」

「ああ言ったけど」

「今、してもらうわ！　結奈をその同行者として連れて行って！」

「……えっ？」

　正気かこいつ？　俺と二人きりなんてそれこそ嫌だろうに。まあこの前行ったケーキ屋という前例はあるものの、あれは七瀬の誕生日パーティーのためという理由があったから我慢してくれたんだろうし。

　それともあれか？　美味おいしいものに目のない姫野のことだから、俺と二人きりというデメリットよりも高級フレンチを食べられるということに釣られているのかもしれないが。それにしても疑問ではあった。

「本当にいいのか？」

　だからそう確認したのだが、すると不満そうな顔をされた。

「何よそれ、結奈の方が頼んでるんじゃない。あんたはどうなのよ？」

「いや、全然構わないけど。そのくらいでいいなら埋め合わせとしては安いもんだ」

「決まりね！　じゃあ、楽しみにしてるわよ！」

　姫野は嬉うれしそうに顔を綻ばせると、ようやく朝食の最後の一口を食べてごちそうさまと手をあわせ、とことこダイニングルームを出て行った。
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　それからあっという間に一週間が経たち、プレオープンの日がやってきた。俺たちは例の黒塗りの高級車に乗って逢坂さんのお店である〈ドゥミエンヌ〉に向かっていた。

　で、その車内で、俺は弱り果てていた。

　何があったのかって？

　それはもう、見てもらえば一目瞭然だろう。

「……なによ、さっきから目逸そらしちゃって」

　ふてくされたように頬ほおを膨らませる姫野の服装にご注目。姫野はいつもこだわって選んだハイブランドの私服を着ているから普段からお洒落しやれなのだが、しかし今日はひときわ印象的な服装をしていた。

　──ドレスだ。

　明るいイエローのドレス。女性を最も輝かせるといえるその服装は、元の素材からして目をひくような美少女である姫野を更に際立たせていた。本当に、お姫様かと思ってしまうような可か憐れんで優雅な姿になっている。

　いつも料理一徹、恋愛とか女の子とかに興味がないと嘯うそぶいている俺でも、さすがに胸がドキドキして直視できなかった。姫野ってこんなに可愛かったっけ、と思わず自問したくなるような完璧なルックス。

　しかし俺が目をあわせられないのを、姫野は悪い方向で勘違いしたらしく、

「もう、似合ってないならそう言えばいいじゃない！　どうせ結奈なんて……」
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　と、ぶつくさ自虐的なことを言いだす始末。そうじゃないと否定すればそれはそれで色々とまずい気がして俺は何も言えなかった。




　さてなぜドレスかというと、これは理由がある。たまたま着ているわけじゃない。

　今日俺たちが行くのはフレンチレストランだ。それも逢坂さんはランチでも一万円程度というかなり強気な値段設定にしている。文句なしの高級店であり、そうなると、ドレスコードなるものが発生するわけだ。

　まあディナータイムと比べれば縛りは緩いのだが、この話をすると姫野はドレスを着ていくと言い出した。なので俺もスーツを用意した。そして今朝はじめてそのドレス姿を見ることになり、びっくり仰天というわけだ。

　そのせいで口数も減ってしまい、なんだか気まずい空気になったのだが──

　ともかく店に着いたので俺たちは車を降りた。〈ドゥミエンヌ〉はつい最近完成したばかりの店なのですごくきれいというかピカピカだった。フランス語の看板が掲げられ、外には観葉植物が飾ってある。入口までの道はレンガで舗装されていて、その雰囲気はどこかパリの空気を思わせるようなものだった。

　俺たちはその道を歩き、ガラス張りの扉を開けて店に入る。

「あれ、霜月？　お前なにしに来たんだよ？」

「いやいやいや」

　するとひどい歓迎を受けた。

「プレオープンに来たんですよ！　ほら、これが招待券です」

　しかしそう言いながらも、なんだか変だと思った。

　時刻は十二時ちょうどだ。もう店は開いているはずだし他の客の姿がちらほらあってもおかしくないのに、客が一人もいないどころかまだ店は開店できるような状態ではなかった。スタッフたちが忙しく机やら椅子を整えている最中だ。

　そしてその理由はその直後にわかることになる。

「あーーーっ!!」

　逢坂さんは大きな声を出した。

「そうだそうだ、お前のところに変更の連絡入れんの忘れてた！　すまん！」

「え、どうしたんですか」

「いやプレオープンはディナーのみってことにしたんだよ。だからお前のぶんの席も今日の夜に用意してあったんだが、開店準備に追われて連絡し忘れてたわ」

「はあ……」

「まじで悪い、えーとどうしような」

　まじかよ。

　こういう適当なところも逢坂さんらしいといえばらしいが。今さら何を言ってもしょうがないし逢坂さんも最後の追い込みで忙しいだろうから、文句を並べるのはやめた。

「しょうがないですからまた夜に来ますよ。何時ですか？」

「六時オープンだ。いやーまじですまんな霜月、なんかデザートでもサービスするから許してくれ」

「わかりました、じゃあまたあとで来ますね」

　というわけで、俺たちは再び店の外へと出てきた。

「いやごめんな姫野」

「べ、べつにあんたは悪くないわよ」

「しょうがないな……いったん帰るか。車で往復四十分くらいはかかるからずいぶんなタイムロスになっちまったが」

「え、待って。帰るの？」

「帰らないのか？」

　六時間もあるのだ。一度出直すしかないと思っていたが、姫野は違うことを提案した。

「せっかくなんだし、このへんで時間潰していけばいいじゃない」

「そうするか。じゃあ六時に店待ち合わせってことで」

「って何あんた普通に別行動しようとしてるのよ！　ねえ！」

　立ち去ろうとしたところ、姫野に首根っこを掴つかまれた。ぐいと強く引っ張られたので呻うめき声ごえに近い声が出てしまう。

「なんだよ？　お前、俺と二人きりなんて嫌だろ？」

「なんでせっかく二人で来たのにバラバラで動こうって話になるのよ！」

「そうはいっても、なあ……」

　不思議なことだが、どうやら姫野は俺といっしょに時間を潰したいらしい。一人ぼっちよりは嫌いな相手でも二人の方がいいってことなのか？　こいつの考えはよくわからん。

　しかしまあ今日は埋め合わせだし、姫野の意向に従うことにしよう。というわけで俺は素直についていくことに決めた。




　そして俺たちが最初にやってきたのは服飾店だった。

　姫野が携帯で近所を調べてくれたのだが、わりと何でもあるとのこと。徒歩圏内に郊外型の大規模なショッピングモールがあり、そこに映画館とかゲームセンターといったアミューズメント施設も併設されている。どこも俺とは縁のなかった施設ばかりなのだが、もともと今日は埋め合わせだし姫野の行きたい場所についていくことにする。

　で、服飾店が選ばれた理由はシンプルだ。

　姫野が道行く人から注目を浴びまくっていたのだ。

　そりゃあこんな派手な黄色いドレスを着た美少女が歩いてたら意識的かどうかはともかく見入ってしまうのは仕方がない。しかし姫野はそれが恥ずかしいと言い、着替えるための服を買いに来たのだ。

　そんなわけでここはレディース専門の店。入口のショーウィンドウには女性らしいキュートな服が並び、店内は学生から二十代半ばくらいまでの人で賑にぎわっていた。しかしほぼ女性。俺みたいな付き添いの男もいないことはなかったが、ものすごく肩身が狭い。

　姫野はといえばそんな俺の状況を気にかけることもなく、うきうきしながら目にとまった服を次々に手にとっていた。

「あ、すみませんこれ試着したいんですけどー」

「かしこまりました！　では試着室にご案内しますね！」

「ほら、あんたも来なさいよ」

「いや俺外で待ってちゃだめなのか……」

　結局、試着室前へと連れてこられる。

　ぺらぺらのカーテン越しで姫野が着替えているのを、俺は立方体の椅子に座って待っていた。目の前で脱いでると思うとなんか変な気分になるな……と思ったけどそういえば前に全裸姿を見てたんだっけ。いやそれを思い出したら更に変な気分になったんだけどどうしてくれるんだよ。

　一分後、しゃあっとカーテンが開いた。

「……ど、どう？」

　ピンク色のシャツに青いデニムスカート。わりとカジュアルな格好だけど普通によく似合っている。

「いいんじゃないか」

「リアクション薄っ!!　もうちょっとなんかあるでしょ!!」

「べつに俺の感想なんてどうでもいいだろ。俺ファッションセンスとかないし」

「そ、そういうことじゃなくて……」

　不満そうにしてるけど、いったい何が不満なんだ？

「そもそもお前、その服今日だけのために買うわけじゃないだろ？　だったらクラスメートとか彼氏とかこれからそれ着て会う相手に──」

「ちょ、ちょっと待って!!」

　すると慌てた様子の姫野に言葉を遮られた。

「なんだよ？」

「あ、あんた、結奈に彼氏いるって思ってたの？」

「えっ……いやいないのか？」

「彼氏がいたら他の男とこうやって二人でどっか行ったりできないわよ!!　というかあんた、うちに来てもう半月も経たつんだから結奈のことだってわりと見てるでしょ!?」

「まあたしかに彼氏といるところとか見たことなかったけど」

　でも姫野はしょっちゅう放課後とか休みの日にどこか行ってるし、週一回くらい彼氏とデートしていてもおかしくないんだよな。というか姫野レベルの美少女なら当然彼氏くらい作ってると思ってた。

　そういえば穂香も美少女なのに彼氏はいないって言ってたな。不思議なもんだ。

　そして変な勘違いをされたことが気に障ったのか、姫野は機嫌が悪い時の顔になっていた。ほんのちょっと眉間にしわが寄って目つきも鋭くなっている。

「もうとにかく、あんたの意見を教えなさいよ！　この服装はどう？」

「ふつうに似合ってると思うぞ。あくまでも俺の意見だけど」

「そ、そう……じゃあこっちは？」

「さっきの方が似合ってた気がする」

「ふーん……なるほどね」

　そうして姫野は五パターンほど着替えては俺に意見を求めるというファッションショーみたいなことをして、俺が特にいいと言った二パターンを購入した。一つはそのまま着てもう一つは持ち帰りだ。俺のセンス信用するの絶対失敗だと思うけどな……




　そのあと俺の服も購入することになり、別の店に行った。俺は特にこだわりとかないので姫野が選んでくれた服をそのままお買い上げ。それでようやく俺たちはスーツとドレスから普通の私服になった。

　すでに一時を回るくらいの時刻になっていて、逢坂さんのランチを食べ損ねている俺たちはそろそろ空腹を催してきた。そしてモール内のフードコートで食べることにする。料理に関しては言いたいことが五十個くらいあったがまあそれはいいとして、ぱっと食事をすませた俺たちは次なる目的地へと向かった。

「ほらここよ！」

「映画館、か」

「今すっごい話題になってる作品があるから観みたいと思ってたんだけど……そ、その、あんたもいいのよね？」

「ああ。姫野が観たいならそれでいいぞ」

　すると姫野は明らかに上機嫌になる。そして映画館に入ったのだが、正直に言うと俺は映画館という場所に入るのが生まれてはじめてだった。そこは薄暗く、ふわりとジャンキーなポップコーンの香りが漂ってきた。こんな場所なのか、と幼い子どものようにきょろきょろ見回してしまう。

　姫野はといえば慣れた様子で二人分のチケットを発券してきた。ちょうど十分後に上映がはじまるらしい。はじまったら二時間くらいになるということで俺たちはトイレをすませ、ポップコーンとジュースを買ってシアタールームに入った。

　話題作というだけあって座席の八割ほどは埋まっている。前にはどでかいスクリーンがあって、別の映画の予告編が大迫力で流れていた。

「えっと、ここの席ね」

「おう」

　座ってぼんやりとしているうちに本編がはじまった。

　内容は恋愛映画だったが、物語はかなり複雑に練りこまれていた。映像を見るという経験に乏しい俺は途中で一度話がこんがらがってしまったが、クライマックスに至るにつれてクリアに頭に入ってくるようになった。終始主人公の少年とヒロインの少女の初々しい恋模様が微笑ほほえましく、二時間と十分の上映時間が残りわずかになりエンドロールが流れはじめた時には面白かったと素直にそう感じていた。




「いやーよかったわね、すごく面白かったわ」

　そして映画館のあとは近くのカフェで一休み。甘ったるいドリンクを飲みながら、姫野が映画の感想をぺらぺらと喋しやべるのを聞いていた。

「なんか、恋愛したくなっちゃった」

「へえー」

「ってあんたなによその心底どうでもよさそうな態度！」

「そういうわけじゃ……というかお前レベルの美少女ならすぐ彼氏くらい見つかるだろ」

「えっ」

　すると姫野は驚いたように声を出した。

「な……なによ、あんた結奈のこと美少女って言った？」

「いやそりゃあそうだろ。そこらへん歩いてる十人に聞いたら十人がそう言うぞ」

「他の人はどうでもいいわよ！　じ、じゃああんた、結奈のこと可愛かわいいって思う？」

「ああ。可愛いと思うけど」

　かあっと効果音が聞こえるくらいに姫野は顔を赤らめる。頬ほおだけじゃなくて耳まで赤くなっていた。熱くなった頬を両手でおさえてちょっと俯うつむくその姿は思わず抱きしめたくなるくらい破壊力抜群で、思わずぴくりと体が震えてしまった。

「いやお前そんなに照れるか？　可愛いってよく言われるだろ」

　姫野は小さな声で答える。

「そりゃあそうだけど……」

「って自分で言っちゃうあたりがなー」

「いやいや今のはあんたが言わせたでしょ!!　ねえ!?」

　あ、いつもの姫野に戻った。うんこういう感じの方がやりやすいな。

　それからもとりとめのない話をしていたのだが、話の流れで姫野はこんなことを言う。

「そ、そういえばさっき……結奈に彼氏がいないって話したじゃない」

「服選んでた時か」

「うん。それで……べ、べつにあんまり興味はないんだけど、あんたはどうなのかしら」

「なんだよ。恋愛映画観たからって恋バナでもしたくなったのか？」

「な、なんでもいいでしょ！」

「まあ尋ねられても彼女なんているわけないんだが」

「ふ、ふーん」

　すると姫野は、更に尋ねてくる。

「そ、そう。じゃああんたってどういう女の子がタイプなのかしら」

「タイプ……ねえ」

　突然の問いに考えてみる。そもそも恋愛にあまり興味がないのだが、強いて言えば。

「料理の天才とか？」

「それ絶対恋愛の話じゃないわよね!!」

　──一蹴された。
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　さて夜になって、俺たちは再び〈ドゥミエンヌ〉へとやってきた。

　昼に来た時とは一転して、店は客を迎え入れる準備が完璧に整っていた。すでに先客が何組か入っていてテーブルで談笑している。スーツとドレスに着替えた俺たちが店内へと足を踏み入れると、すらっとした男性店員に会釈された。

「いらっしゃいませ。招待券はお持ちでしょうか？」

「あ、はい。これお願いします」

「霜月様ですね。ではお席にご案内いたします」

　そうして俺たちはテーブル席に案内された。メニューはおまかせコースのみとのことでアレルギーや苦手な食べ物だけ確認された。二人とも特にないと答える。

　かしこまりましたと下がっていった店員はすぐに最初の料理を運んできた。

「アミューズの、ピスタチオとリコッタチーズのタルトレットでございます」

「ありがとうございます」

「お飲み物のリストをお持ちしましたがいかがなさいますか？」

「ミネラルウォーターを」

「かしこまりました」

　店員は一礼して下がっていく。

　フランス料理とワインはほとんどワンセットで語られるくらいに結びつきが強い。だから本来ソムリエの薦めるワインをあわせるのが最も美味おいしく料理を味わう方法なのだが、残念ながら俺たちは未成年だ。法律に抵触してしまう。

　ワイン以外の飲み物も一応取り揃そろえてはあるけど、ジュースなんかを頼むのはよろしくないとされている。料理の味がわからなくなってしまうからだ。ワインを頼まないならミネラルウォーター、あるいは炭酸水というのが普通である。

「じゃあいただこうか」

「うん！」

　白い皿の端に一つ載っている渋い緑色の小さなタルトレット。手で食べる形式だ。右手で掴つかむと姫野はちらりとこちらを窺うかがってきた。

「どうした？」

「ねえ、これって手で食べるものなの？」

「ああ。食事の最初は飲み物を選ぶための時間だと考えてるシェフは多いから、これは飲み物を選びながら片手でつまめるフィンガーフードとして提供されてるんだよ」

「そうなのね。じゃあ……」

　そして食べると、ぞくっとするほど美味しい。ちょっとしたフィンガーフードだというのに全然手を抜いていないどころか本気で作っているのがわかった。口の中でいくつかの味がお互いに主張しあい、それが、一風変わった美味しさを演出している。




　コース料理は全部で十四品。〈フリメール〉よりも一品多い構成であった。

　姫野はわりとこういう店に来るのも慣れているらしかった。まああんだけ金持ちなら当たり前か。テーブルマナーも完璧だし店の雰囲気に気け圧おされることもなく、いつもどおりの様子だった。

　メインの肉料理である小こ鳩ばとのロティを食べ終え、チーズを経てデザートの一品目が運ばれてくる。料理も終盤へと差し掛かる頃、俺は姫野へと尋ねてみた。

「どうだ？　美味しいだろ」

「美味しい……すごく美味しい、けど」

　姫野はちょっと恥ずかしそうに、しかし凛りんとした口調で言う。

「あんたの料理だって、負けてないわよ」

「ははっ。そう言ってもらえると料理人として冥みよう利りに尽きるな」

　しかし正直この料理に勝てる気はしない。さすが逢坂さんとも言うべき技術や創意工夫が溢あふれていて遊び心に満ちた料理だった。俺もプロだから普通の客なら気づかないような細かなところまで気づいてしまうんだろうけど、ともかく、まだまだ精進しないといけないことを思い知らされる。

　そうして食事が更に進み十四品のコースを全て食べ終わった頃に、逢坂さんが来た。

「よう霜月、昼は悪かったな」

「だから気にしないでくださいって。それよりもすごく美味しかったですよ」

「そりゃありがとさん。細かい感想も聞かせてくれよな」

　俺が良かった点気になった点等を一品ごとにざあっと言っていくと、逢坂さんはうんうんと真剣に聞いてくれた。時間にして五分ほど。時に向こうから質問されることもあって緊張したやりとりが続いたが、それが終わるといっきに空気が弛し緩かんした。

「いやーさすが霜月、なかなか役に立つこと言うじゃんか」

「お役に立てればいいんですが」

「参考になったよ。正式なオープンまで、もうちょっと調理手順を改良しよう」

　逢坂さんは楽しそうに笑みを浮かべてみせる。

　やっぱりこの人は、格かつ好こいい。

　店で働いていた時からリスペクトしていたが、本当に素晴らしい料理人だ。

「それにしてもよお霜月、お前いい女連れてんじゃねーか!!」

「……」

　──いや、訂正。そうだこの人にはこの悪癖があった。

〈フリメール〉でも従業員の女性にちょっかいをかけてはすげなくされていたのを思い出す。

「逢坂さん」

「いやあ美しい……まるで崖の上に咲く一輪のエーデルワイスのようだ」

「よくわからない上に気持ち悪い表現はやめてください」

　姫野はといえば呆あつ気けにとられたようにぽかんとしていた。突然意味のわからないセリフを言われればそうなるのも当たり前で。

「霜月、お前のことだから彼女ってわけじゃないんだろ？」

「はい。例の雇い主ですよ」

「あー姫野オーナーの娘さんか！　おい霜月ふざけんなお前こんな美人の家で働いてんのかよ？　なんて役得だ、そのポジションかわりやがれ！」

「いやいや」

　俺は呆あきれてため息をつく。

「というかなにナチュラルに口説こうとしてるんですか。年の差を考えてください」

「お前バカか？　愛さえあればそんなのどうってことない障害なんだよ」

「だそうだけど姫野、どうだ？」

「えっと無理です」

「あ、そう」

　見事なまでにフラれてしまいがっくりとうなだれる逢坂さん。これが今までに複数回見たことのある光景だというのが恐ろしい。いやほんとこの悪癖さえなければ心からリスペクトできるんだけどな……ちょっと微妙な気分だ。

　逢坂さんも慣れてるもんだから、すぐに気を取り直す。

「ごほん、まあとにかくはじめまして姫野ちゃん」

「えっと、はい。はじめまして」

「それでどうだオレの後輩は？」

　と、今度は真面目な話だ。姫野もさっきまでは何だこの人って感じでドン引きしていたが話の流れが変わったことでちょっとだけ表情を変えた。

「よくしてもらってます」

「まあ料理は上手うまいだろ。ほんとにとびきりの逸材だからな」

「は、はい」

「そのかわり人間としてはダメダメだと思うが……」

　いやあんたに言われたくねえけどな！

　しかし今話してるのは逢坂さんと姫野だから俺は黙っておく。そのかわり俺は店内の雰囲気を見ていた。十のテーブル席は満席になっていて、あちこちで楽しげな会食が行われているところだった。

　ぼんやりと眺めていると、向かいに座る姫野がちょっと大きな声を出すのが聞こえた。

「そんなことないです」

「おっ？」

「ダメなところはありますけど、霜月はそんなに悪いやつじゃないです」

　本心では俺のことを嫌ってるくせに、俺の顔を立ててくれたのだろうか。姫野は羞恥からかほんのり頬ほおを赤らめている。しかしそうすると逢坂さんは、何を思ったのか「ほほー」といたずらっぽい微笑を浮かべ、俺の肩をこつんと突っついてきた。

「お前、やるなあ」

「何がです？」

「いやあ、たった半月でこんな美人の女の子を惚ほれさせるなんてさすがオレの後輩だ。鼻が高いっつーのはこのことだな」

「……はあ？」

　いやさっきから何言っちゃってるんだよこの人は。よりによって、姫野が俺に惚れる？　天地がひっくり返ってもありえない。

　逢坂さんはまあ残念な性格をしているせいで何でもすぐに色恋沙汰に持っていきたがるんだけど、それにしてもひどい。隣に目をやると、姫野も真っ赤な顔で全否定した。

「な、何言ってるんですか！　そんなことないです！」

「ふむ……そうか、まあでもそれならよかった。こいつに料理のこと以外を求めても無駄でしかないから、そのあたりはオレからも釘くぎを刺しておこうと思ってな」

　逢坂さんはにやにやしながらそんなことを言う。

　すると姫野は、ちょっとだけ顔を顰しかめた。

「どういう、ことですか？」

「ん？　いやーだって、霜月は頭の中に料理のことしかない人間だからな。料理の腕に関してはオレも保証してやれるし、真面目に仕事すると思うけど」

　そして逢坂さんは、続ける。

「今回の仕事だって、一か月間きっちりやれば副料理長に昇進できるっていう条件を聞いて引き受けたんだしな。とにかくこいつの価値基準ってのは本当に料理だけなんだよ。姫野ちゃんのことだってただの仕事相手としか思ってないだろうし」

　その通りだ。姫野邸で一か月働けば副料理長に昇進できるという条件を示され、この話を受けた方が料理人としての成長につながると考えたからこそ俺は仕事を受けたのだ。逢坂さんの言うことは正しい。

　さて逢坂さんがそこまで言い終わると、ぴったりのタイミングで後ろから従業員が来て逢坂さんに何やら耳打ちをした。

　うんうんと何度か頷うなずいた逢坂さんは、従業員が去ってから俺たち二人に向き直った。

「じゃー、ちょっと厨ちゆう房ぼうの方で問題が起きたらしいからオレはそろそろ戻るわ。今日は来てくれてありがとなー霜月、あと姫野ちゃんも」

「こちらこそごちそうさまでした。それじゃあそろそろ帰ろうぜ、姫野」

「……うん」

　そうやって頷いた姫野は心なしか、いつもより元気がないような気がした。




　　　　＊




　帰り道。日はとっくに沈んでいて、街灯が夜の街を照らしていた。正面に見える高層のオフィスビルから漏れ出る光が目立つくらいのほどよい暗さだった。ざっと数百ある窓の半分くらいは光がともっていて、半分は消えている。

　歩いている途中、姫野は終始無言だった。

　ふだんはどちらかというと饒じよう舌ぜつなタイプだからここまで寡黙なのは珍しい。それがなんだか奇妙で、俺はちょっと声をかけてみた。

「なあ姫野、どうしたんだよ。疲れたのか？」

「……違う、わよ」

　しかし姫野は軽く首を横に振って、それからまた黙ってしまった。

　そのせいでよくわからない沈黙が続く。

　街はずいぶん閑散としていた。歩道を通る人は数えるほどしかいないし、車道もまばらにしか車は通っていない。ついさっきものすごい音を立てて駆け抜けていった黒いバイクがいたけど、それを除けばとても静かだった。コツン、コツンと俺たちの靴が地面を叩たたく音が聞こえるくらいには。

　そうやって歩いていたのだが、すこしして──姫野は、突然立ち止まった。

「どうした？」

　尋ねてみると、姫野は短く返してくる。

「……さっきの話」

「え、いつの話だ？」

「あんたの先輩っていうシェフの人が言ってたことよ」

「ああ逢坂さんの話か。それがどうかしたのか？」

　俺は逢坂さんのしていた話を大したことではないと思っていた。だからその時点で、姫野との温度差があったのかもしれない。姫野は、今まで見たことがないくらい深刻な表情を浮かべ、そして絞り出すように口を開いた。

「あんたにとって……結奈って、何よ？」

「え？　仕事相手だろ？」

　俺はその問いかけに対し、大して考えもせずに答える。

「俺が住み込みで料理を作って、お前に振舞う。そういう契約じゃんか？　それがどうかしたのか？」

「そ、それはそうだけど……えっと」

　しかし姫野は、もどかしそうにぐっと唇を噛かみしめた。そしてそれからちょっとふてくされたようにこつんと軽く俺の足を蹴ってきた。

「というか、聞いてないわよ。あんた……結奈の専属料理人を一か月務めたら、昇進できるって。そんな話あったの？」

「あれ言ってなかったっけ？　でもわざわざ話すようなことでもないだろ」

「で、でも。それじゃああんた、昇進するために結奈を利用してたってことでしょ！」

「いや利用って……お前だって俺を利用して料理作らせたりバースデー・パーティーの準備させたり色々やってんじゃねーか」

　確かに副料理長への昇進の件は姫野に話してなかったかもしれないが、特に後ろめたいわけでもない。ただ仕事の対価というか報酬としてそういうのがあるというだけで。

　というかさっきから何だか姫野の様子がおかしい。うまく言い表せないのだが、支離滅裂というか、いつもよりずいぶんと言動が変だ。

　姫野はまたしばらく沈黙してしまった。そしてまた、ゆっくりと口を開いた。

「結奈とあんたは、契約があるから今みたいな関係になってるのよね」

「ああ。そうだろ」

「ねえ、それじゃあさ」

　姫野は、ちょっと掠かすれた声でそう続ける。

「今の契約がなくなったら……結奈とあんたって、どうなると思う？」

「何だよそのよくわからん質問は」

「いいじゃない。何でも」

　そして鋭い目で、はやく答えろと促されてしまった。

　しょうがないな。さっきから謎だけど、考えてみるか。契約がなくなるということは要するに半月前の状態に戻るわけで、半月前の俺たちといえば、しょっちゅういがみ合いを起こすとびきり仲の悪い隣人だった。

　まあ、今契約がなくなったからって半月前とまるきり同じとはいかないだろうけどな。

　俺からしたら姫野の印象はずいぶんと変わった。気が強くてやかましいやつだと思ってたけど、この半月関わる機会が増えた結果、もっと別の面もいっぱい見えてきた。思いやりがあってよく気が回って、あと少しおっちょこちょいなところもある。そして料理を食べる時に、すごくいい笑顔を見せてくれる。

　そんなわけで俺は、半月前みたいに姫野のことを嫌いだとは思わなくなっていた。

（でもなあ……）

　とはいえ、大きく変わることもない気がする。

　今の姫野は俺のことを料理人としては認めてくれているが、料理を除いた俺個人のことは嫌いなはずだ。それでも今日の昼みたいに他に誰もいないってなればいっしょにいてくれるのかもしれないけど、学校では姫野はクラスメート全員が友達なんじゃないかと思うくらい交友関係が広いし。

　そしたら、俺とこんなふうに雑談することもなくなるだろう。

「……元に戻るんじゃないか？」

　だから、そう答えた。

「いがみ合い以外で関わることが全くなかったあの頃みたいな感じになるだろ、たぶん」

　まあ、こんなのあくまでも仮定の話だけどな。今は俺たちには契約があるわけだし、だからこんな毎日が続いていくんだろう。

　しかし、その時俺は気づいた。

　隣に立っていた姫野が……ぶるぶると、肩を震わせていたことに。

「……何よ、それ」

　突然、そんな冷え冷えとした声を発した姫野に、俺は驚かされてしまう。

　え、どうしたんだ？

　何かまずいことでも言ったか？　それとも気に入らないことでもあったのか？

　だが俺が何か口にする前に、姫野は更に、今度は大きな声で叫んだ。

「もう、いいわよ!!」

「え？」

「あんたなんて、クビにしてやるわよ!!　もう二度と来なくていいわ!!」

「はああああっ？」

　あまりにも脈絡のない宣言にうろたえるのは俺だ。姫野はといえば、そのまま走っていこうとした。慌てて俺は呼び止め、そして腕を掴つかむ。

「おい、ちょっと待てよ」

「放して!!」

　だが姫野はそれを振り払うと……そのまま、どんどんと走り去ってしまった。

　は？

　どうしたっていうんだよ？

　何であいつ、いきなりめちゃくちゃ怒ったんだ？

　全く状況が掴めないまま、俺は、一人残されて立ち尽くすことになってしまった。




　──そのようにして、俺たちの関係は終わった。
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　翌朝、俺は自宅の寝室で目覚めた。

　時計を見る。七時半だった。ちょっと前まで休日は十時か十一時まで寝るという習慣ができていたのに、目覚ましもかけずにこんなに早く目を覚ますなんて。姫野邸で過ごした半月ほどの間に生活習慣が新しく塗り替えられたみたいだった。

「はあ……朝か」

　とりあえずカーテンを開けると眩まばゆいばかりの陽光が差し込んできた。布団を畳んでマットレスの上に置き、その横に腰を下ろしてから、俺は昨日のことをすこし思い出す。

「あいつめ……まじでどういうつもりなんだよ？」

　姫野が走り去ってしまったあと、連絡をとろうと何度か電話をかけたが全て無視。

　結局諦めて久しぶりの自宅へと戻ってきたが、悶もん々もんとした感情は残ったままだった。

　昨日のやりとりを思い返しても何で姫野が怒りだしたのかさっぱりわからない。何か気に障ることをしたのは間違いないんだろうけど、ならはっきりと口で言ってほしかった。

　これじゃあ、どうすればいいのかわからない。

　このまま契約は解除ってことになるのか？

　そうやって考えこんでいると、プルルルと電話が鳴った。姫野からかもしれないと思って慌てて手にとったが、そうではなかった。発信者として表示されていたのは〈フリメール〉の店の電話番号だ。

「もしもし、霜月です」

『おはよう霜月君。何時くらいに着きそうだい？』

「……はい？」

　電話に出てみると、聞こえてきた声は高たか星ほしシェフのものだった。が、何の話をされているのかがちょっと判然としない。そのため戸惑ったような声を出したところ、高星シェフはちょっと低い声を出した。

『もしかして……七瀬という使用人から話を聞いてないのかい？』

「えっと、すいません。何のことでしょう」

『ふむ、伝えるように言っておいたのにな……それじゃあ今ここで説明することにしようか。実は料理人が二人も体調不良で倒れてしまってね、ポワソニエとアントルメティエに一人ずつ欠員が出ているんだ。だから君に今日だけヘルプに来てほしいんだ』

「なるほど」

　ポワソニエは日本語でいえば魚料理部門、アントルメティエは温野菜部門だ。フランス料理店の通例に漏れず、この店にもブリゲード・ド・キュイジーヌと呼ばれる組織構造があり、部門ごとに明確な分業体制を敷いて料理が作られる。

『もう先方には許可をいただいてるから、それで本来は朝の仕込みから……八時から来てほしかったんだけど、間に合うかな？』

「すみません、さすがに無理なので十分か十五分遅れていくことになりそうです』

『うん、君には情報が伝わってなかったわけだし仕方ないよ。なるべく急いで来てくれ』

「了解です」

　それで電話は切れた。俺は超特急で身支度をすませ、家を出て店へと急ぐ。

　それにしてもさっきの高星シェフの口ぶりからすると、俺が専属料理人としての仕事をできていないことを知らないみたいだ。七瀬は報告してないんだろうか？

　まあそれは今考えていても詮無いことだ。というわけで、俺は一度思考を止めた。




　それから店に着くと、息つく暇もなく俺は仕事をはじめることとなる。

　どうやら俺には二人分の仕事を一人でカバーすることが求められているらしい。厨ちゆう房ぼうの一大戦力だった逢坂さんの独立と俺の離脱で〈フリメール〉の厨房はけっこうギリギリの状態になっていたらしく、人員の余裕がないのだ。

　そうしてその日は、営業終了の夜十時までおよそ十四時間、一度賄いを食べる以外はほとんど休みなくずっと働きっぱなしという事態に。

　営業がはじまってからの五時間は特に修羅場で、俺は次から次へと絶え間なく発生する仕事をフル回転でこなし続けるはめになった。

「霜月、マリネ済みのアジはやく炙あぶってくれ！」

「はい！」

「カリフラワーの処理を！」

「すぐやります！」

「次こっち、ズッキーニのスープ仕上げてくれ！」

「……えっと、三十秒待ってください！」

　冗談抜きで二つに分身できないかと考えてしまうほどには忙しかったが、人間やってやれないことはないもので、何とか全ての仕事を滞りなくこなすことができた。そのかわり尋常でないくらい体力を消耗し、営業終了後には完全に力尽き椅子に座って休むはめになっていた。

「はあ……つかれた……」

「どーんですっ、師匠！」

　すると仕事中は別の部門だったためほとんど話す機会のなかった穂香が、膝の上に乗っかってくる。

「おいやめろ、重たい」

「むうっ！　女の子に重いっていうのは禁句ですよ？　それに私は体重四十キロもないですからとっても軽いはずですっ！」

「たしかにそう言われると軽いかもしれないが、とにかく邪魔だから離れろ」

「うわああん、師匠が冷たいですー」

　しかしこいつは本当に元気だよな……俺なんてもうくたくただぞ。若いっていいな。

　そして膝の上に乗っかられているこの構図は嫌な注目を集めていた。

「いやーお二人さんは今日もイチャイチャしてるねー。ひゅーひゅー、だねー」

「近こん藤どうさん、からかわないでくださいよ」

「そういえば霜月君、この前の件はうまくいったのー？」

「あっそうだ、お礼を言うのを忘れてました。近藤さんのおかげでなんとか作れました」

　俺は携帯を取り出すと撮っておいた写真を近藤さんに見せた。

「おお……美味おいしそうなケーキ！　これならあたしが体調崩しても大丈夫だねー、今日みたいに霜月君にパティシエのヘルプ入ってもらえばいいんだし」

「いやそれは無理ですけど」

「ははっ、でもよかったねーうまくいって」

「はい。それで借りていた資料なんですけど、今日持ってくるのを忘れてしまって……なるべく近いうちに持ってきますんで」

「べつに気にしないでいいよー、今度店に来る時にでも返してくれれば」

「はい、わかりました」

　そうして近藤さんが歩き去っていくと、穂香はようやくひょいと俺の膝から降りた。

　しかしそのままロッカールームにでも行くのかと思いきや、俺の前に立ってじいっと顔を覗のぞき込んでくる。

「どうした？　なんか顔についてるか？」

「いえ……師匠」

「なんだ？」

「何か、悩み事とかあるんじゃないですかー？」

　さすがにいきなりそんなことを言われれば、びっくりする。図星ならなおさらだ。

　俺は絶句してしまったが、穂香は続けた。

「いつもとちょっと様子が違いますので、そうじゃないかなーと」

「いやまじかよ、ちょっと怖いんだが」

「ふふっ、観察歴一年のプロを舐なめないでくださいっ！」

　そんなプロがあったら今すぐ廃業してほしいし歴一年でプロを名乗るのもどうかと思うが、今回にかぎっていえばずばり当たっているので何とも言えない。こいつけっこうすごい観察眼持ってるのかもな。

「それで何を悩んでるんです？　私でよければ相談に乗りますよー？」

「いや、自力で解決できるかもしれないんだ。まだわからなくてだな」

「なるほどー。じゃあ、もし相談したくなったらいつでも私を頼ってくださいねっ！」

「わかった。ありがとうな穂香」

　そう答えたあとに、俺は姫野のことを頭に浮かべていた。

　あいつ、今どうしてるかな……？

　今日の食事はどうしたんだろう。今ごろ何をしているんだろう。そんなことが無性に気になってしまった。

　まだ、怒っているんだろうか。

　とにかく明日は学校があるから、嫌でも顔をあわせることになる。直接話すことにしよう。何というかその、このままじゃまずいしな。
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「はあ……」

　家に帰ってからまっすぐ自分の部屋に戻ってきたあたしは、ドレスからパジャマへと着替えてしまうと、すぐにベッドへと飛び込んで枕へと顔をうずめた。

　携帯が鳴っていた。あいつからの着信だ。だけど今は気持ちがぐちゃぐちゃで、出ても何を話せばいいのかわからなかったから、電話に出ることはしなかった。

「どうしてこうなっちゃったのよ……」

　かわりに、大きなため息を一つつく。

　今日は楽しい日だったはずなのに。

　あいつと服を買って、映画を観みて、カフェで話して……最後に高級なフレンチレストランで食事をした。それだけで終われば完璧な一日だったに違いない。でも最後の最後で、全てをぶち壊しにしてしまうようなことがあった。

「結ゆ奈なちゃん」

　と、部屋の外から声がする。明日あす香かの声だ。

「入っても大丈夫ですか？」

「いいわよ」

「では、失礼します」

　そうして入ってきた明日香は、今一番聞いてほしくないことを聞いてきた。

「霜しも月つきさん、今どこにいるかわかりますか？　伝えることがあるんですが」

「あいつなら……いないわよ」

「いない？」

「ええ、そうよ」

　あたしは大まかな経緯を話した。もう来なくていい、と言ってしまったところまでを順番に喋しやべった。明日香は黙って聞いてくれていたけど、あたしが全部を話し終えると、神妙そうな面持ちを浮かべて一度頷うなずいた。

「なるほど……そんなことがあったんですね」

「今思えば、結奈の方が悪かったとは思うんだけど」

　そう。あいつは別に何も悪いことを言っていないのだ。

　元からあたしとあいつの関係なんて、料理人と客というだけでしかなかったのだ。

　それにあたしだって、はじめはあいつのことが大嫌いだった。あそこまで料理ができるということには驚かされたけど、絶対に気が合わないと思ってた。

　だから、あたしが勝手に勘違いしていただけ。

　半月くらい同じ家で暮らして、料理を作ってもらって、色々なことをして……それですこしくらいは親密な関係になったと思っていた。それは独りよがりにそう思っていただけで、だからあいつは何も悪くない。あいつも仕事だから報酬があるのは当たり前だし、そこに昇進の話が含まれていたっておかしなことじゃない。




　でも。

　やっぱり、ショックだった。あいつがあたしのことを、本当にただの仕事相手だとしか認識していなかったということが。そうやって真正面から言われた時にはばあって感情が溢あふれ出してしまい、思わず叫んでしまった。

　あいつ、怒ってるかしら？

　あんな理不尽に感情をぶつけちゃって、怒ってないわけ、ないわよね……

　そうやってうじうじと考えていたあたしを我に返らせたのは、明日香の一言だった。

「それで結奈ちゃんは、これからどうしたいんですか？」

「うっ……」
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「聞いたかぎりこのままいけば契約は解消……霜月さんはもうこの家に戻ってくることはない、ということになると思うんですが」

「そ、それは嫌！」

　あたしは思わずそうやって大声を出した。すると明日香は口元を軽く綻ばせて、それからとんでもないことを言ってのけた。

「そうですよね。結奈ちゃん、霜月さんのこと好きですもんね」

「はあああああっ!?」

　あたしはびっくりして、叫んでしまう。

「な、な、何言ってんのよあんた？　結奈があいつのことを好き……？　ないない、ありえないわよ！」

「それにしては、今日着ていくドレスをずいぶんと念入りに選んでいたように思いましたけど……あとしっかりめに化粧もしてましたよね？」

「ああうるさいったらうるさい！　これ以上言うとこうよ！」

　自分の顔が真っ赤になっていることを自覚しながら、あたしは立ち上がると明日香の後ろに回りこんで思いきり両胸をわしづかみにしてやった。そしてそのまま揉もみしだく。びっくりするくらい大きいわね、さすがＦカップ。あたしもこれくらいだったら、あいつの目を引いてたかも……って何考えてるのよあたし!?

「ひゃああ、やめてください結奈ちゃん」

「いいわね？　結奈があいつのこと好きだとか、ありえないから！」

「わ、わかりましたからああ」

「よし」

　あたしは明日香の胸から手を放し、解放してやった。すると明日香はあっという間にいつもどおりの顔色に戻り、質問を投げかけてきた。

「それで結奈ちゃん、霜月さんのことはどうします？　わたしが仲裁しましょうか？」

「ゆ、結奈が自分でやるわよ！　あんたは何もしなくていいわ」

「わかりました、それではわたしは何もせず見守っていますので」

　そうして明日香は部屋から出て行った。




　一人になってから、あたしはぼんやりと考えてしまっていた。

『結奈ちゃん、霜月さんのこと好きですもんね』

　明日香の声が、まるで目の前で言われているかのようにフラッシュバックする。

　そりゃ確かにあいつのことは、悪いやつじゃないとは思ってるけど。

　ここ半月であいつの印象は百八十度と言っていいほど変わった。クラスの日陰者で不真面目で性格の悪い最低なやつだと思ってたけど、信じられないくらい料理が上手で、料理に関しては勉強熱心で、そして意外と優しくて思いやりもあったりする。誕生日ケーキを作る時なんて、すごくカッコよかった。

　それに普段はだらしない格好で冴さえない感じなのに、調理場に立つとなると清潔なコックコートに整髪料、と身だしなみを整えて、顔つきまで精せい悍かんになって、ちょっとドキッとしてしまうようで。

　あれ？

　そ、そんなわけない……あんなやつのことが好きなんて、ありえないわよね？

　あたしは一瞬浮かびかけてしまった可能性を必死で否定するように、枕をぎゅうと抱きしめてベッドの上を右へ左へのたうち回った。




　　　　＊




　日曜日が過ぎ、月曜日がやってきた。

　あたしは霜月と仲直りする気満々で学校へと登校していた。何度か頭の中でシミュレーションまでした。あいつにちゃんと土曜日のことを謝って、戻ってきてくれと頼む。たったそれだけのことだ。何も難しくない。

「……よし」

　いつもより早く教室に到着。まだクラスメートの数は少なかった。とはいってもあたしを見つけると話しに来てくれる子はいる。普段ならありがたいんだけど、今日だけは友達と話し込んでいるとあいつに声をかけるタイミングがなくなってしまう。だから机の上に勉強道具を広げ、宿題が終わってないからと一人にしてもらった。

　宿題はもう終わっているので、先取りで問題を解き進めながらちらちら時計を窺うかがう。

　もうそろそろ、来てもおかしくない頃だ。

　そう思ってると……ぴったりのタイミングで、あいつはやってきた。

（来た！）

　あたしは慌てて勉強道具をしまい、それから姿勢を正す。あいつはまっすぐこっちに来ると鞄かばんを机の横についたフックにかけて、席に座った。そしてこっちを見てきたから……思いきり、目が合ってしまった。

（あっ……）

　それだけで、ドキッとしてしまった。

　もう明日香が変なこと言うから！　あたしは間違いなく、霜月のことを意識してしまっていた。そのせいでこっぱずかしくなり、そして。

「おはよ」

「……」

　向こうから声をかけてくるという大チャンスがあったにもかかわらず、何も言わないまま顔をそむけてしまった。完全に無視したみたいな感じになってしまう。ああちょっと待ってあたし何やってるの？　だめだめ、ちゃんと話さなきゃ……

　そうやって声をかけようとしたところで、しかし、横やりが入った。

「姫ひめ野のっちー！」

　小こ春はるに、陽ひ葵まりだ。明日香の誕生日パーティーの時に霜月といっしょに手伝ってくれた料理部の二人。あれから霜月と話してるところをちょこちょこ見る。

「どうしたのよ、小春」

「今日の放課後さあ、カラオケ行かない？」

「カラオケ？」

「いやー、駅前の店が五周年記念で室料タダになってるらしいんだよー！　だからみんなで行こうみたいな話してて、姫野っちはどう？」

「えっと……」

　友達と遊ぶのは好きだ。だからいつものあたしなら、こうやって誘われたらだいたい二つ返事で了承していた。でも今日は即答できなかった。

　正直なところ遊びに行くような気分じゃなかった。それよりもはやく、霜月と仲直りしたいというか……とにかく、そんな感じで。

「悪いわね、今日はパスするわ」

「そっかー、じゃあまた今度行こうね姫野っち」

「うん。また誘ってよね」

　小春たちはそれで帰っていったけど、いつの間にか仲のいい女の子たちが机の周りに集まってきていた。そうしてわいわいとお喋しやべりがはじまる。いつものことではあるんだけど、そのせいで霜月に声をかけるタイミングを失ってしまった。

　結局、始業前に言うことはできなかった。




　二時間目、三時間目、四時間目、五時間目……六時間目。それからどんどん時間は過ぎていくのに、あたしは声をかけられないままだった。声をかけようというところまでいくタイミングは何度もあるけど、直前で逡しゆん巡じゆんしてしまい言葉を口にできなかった。うう……情けないにもほどがあるわよね、あたし……

　放課後の訪れを知らせる三時のチャイムが鳴り、先生が出ていくと、明日香が来た。

「結奈ちゃん、結局だめだったじゃないですか」

「ううっ……い、今からよ！　まだ放課後があるじゃない！」

「とは言いましたけど、もう霜月さん帰っちゃいましたよ？」

「え、ちょ、ほんとだわ！」

「さっき授業終わったばかりですしまだ遠くに行ってはないと思いますが」

「ゆ、結奈追いかけてくる！　ねえ明日香この鞄頼んだわよ！」

　あたしは明日香に自分の鞄を託すと、慌てて走った。一年生の教室は三階だから下げ駄た箱ばこまでは階段を二フロア降りなくちゃいけない。とたとた駆け下りて、靴を履き替えて校舎を出ると、ようやくあいつの姿を見つけた。

　だけどそこにいたのは、あいつだけじゃなくて。

　あいつは……校門前で、あたしの知らない女の子と、ぎゅっと抱き合っていた。

　だ、誰よあの子？

　咄とつ嗟さに物陰に隠れてからこっそり窺ってみて、思い出した。あいつがうちに来て二日目のこと、荷物を取りに行く時に見せてもらった写真の子だ。同僚って言ってたけど……どういうこと？　彼女でもない女の子とあんなにぎゅっと抱き合ったりするかしら？

　それから二人は何やら話していたけど、遠すぎて聞こえなかった。ただ移動をはじめたのであたしも後ろをついていった。尾行……ちょっとドキドキするけど、今はなりふり構っていられない気がした。

　そうして、結局……あたしは夕方まで、二人のあとを追っていた。

　やっていることは完全にストーカーだと自分でも思ったけど、それよりも何よりも。

　衝撃的な光景を、いくつも見てしまった。

　あの二人はあのあと公園で肩を寄せ合い仲良さそうに話していたけど、そのあと、な、なんとキスをした！　それから女の子もののアクセサリーとかを売ってるお洒落しやれな店を回って、買い物をして、最後には二人であいつの家に入っていった！

　間違いなく、百パーセント、付き合っている。確信できた。

「だ、だからって何だっていうのよ……別に結奈には、関係ないし」

　そう。あいつのことが好きでもないかぎり、彼女がいようがいまいがあたしに一切関係はない。この前彼女いないって言ってたくせに騙だましたのか……とかそのくらいの小さな不満を抱く程度、のはず。

　なのに、びっくりするくらい胸が痛んだ。ぎゅうと締め付けられるような思いだった。

　あたしはそこではじめて、気づいた。

　もしかしたら……ちょっと、ほんのちょっとだけ、あいつのことが……

　でも。

　今それに気づかされるというのは、あまりにも残酷なタイミングで。

　あたしはほとんど放心状態のまま、家へと帰った。

「あっ結奈ちゃん、霜月さんとは仲直りできましたか？」

「……もういい」

「えっ？」

　出迎えてくれた明日香は、あたしの口から紡がれた低い声にぎょっとした表情をした。

「……もう、あいつには来てほしくない」

　あたしは、そう強く言った。

　あいつと四六時中顔をあわせるなんて、今のあたしには辛つらいだけだ。嫌だった。だからあたしは……あいつに、もう来てほしくなかった。

「ゆ、結奈ちゃん……そ、それはどういうことですか？」

「あいつとの契約は、もう解除してちょうだい。あとは何も聞かないで」

　それだけ言うと、あたしは部屋へと引きこもってしまった。
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　人間、誰にでも得手不得手というものはある。

　例えば俺の場合。得意なものといえば、もちろん料理だ。フレンチは三ッ星レストランで仕事できるレベルで作れるし、他のジャンルでもそこらのプロより上手に作れるという自負はある。こんなに料理のできる高校生なんていないんじゃないかと思う。

　だけどそこに全精力を傾けてきたぶん、犠牲になっている部分というのもあるわけで。

　俺は人よりも苦手だということも多い。

　一つ一つあげようとしたらきりがないが、真っ先に思い当たるのは人付き合いだ。自慢じゃないが今までほとんどまともな人間関係を築いてきたためしがない。小中高と学校に通っていても友達を作ったことが一度もないのが、その証左である。

「おはよ」

「……」

　──だから俺は、今現在陥っている状態に弱り果てていた。

　月曜日。始業十分前に登校すると、姫ひめ野のはすでに着席していた。俺が隣に座るとこちらに目を向けてきたから、軽く挨拶をしてみた。

　しかしそうすると、無言で顔を逸そらされてしまったのだ。完全なる無視。

　もしかしたら土曜日の怒りはもうおさまっていて、いつも通りに戻っているんじゃないかと思っていた。それで自然な流れのまま解決するというのが一番理想的な展開だったのだが、現実はその正反対だった。

（いや……どうしたらいいんだよ）

　こちらに背を向けた姫野からは、声かけるなオーラが出まくっている。

　確実にまだ怒っているのだが、問題はなぜ怒っているのかすらわからないということ。

　原因がわかれば対処を考えることもできるのに。これではどうしようもない。

（……うん、無理だ）

　そうやって諦めたのが昼過ぎのこと。

　この状況を独力で解決するのは不可能だ。となればその道のプロに聞くしかない。料理だって上達の近道は優れた先輩に教えを乞うことであり、右も左もわからない頃から我流で突き進んでもうまくいきっこない。

『穂ほの香か、やっぱり放課後に時間とってもらえないか？』

　というわけで俺が頼ることにしたのが、穂香である。

　俺と同じ料理人のはずなのに中学ではうまくやっているらしく、たくさん友達も作っているという話だ。オフの日にはしょっちゅう遊びに行っていて毎回楽しそうな写真を送ってくる。そんな穂香なら、俺よりも人付き合いの知恵を持っているに違いない。

『はいはーい、待ってましたよー師匠！』

　で、送信するとわずか十秒で返信が返ってきた。いつもながら意味のわからん早さだ。

『私、今日六限が早く終わるんでそっちまで行きますねー！　校門前で待ってます！』

『悪いな。いいのか？』

『いいですよー！　その代わり、相談料を払ってくださいっ！』

『相談料!?』

『具体的には、久しぶりに師匠の作った料理が食べたいですー』

『何だそんなことか。わかった、じゃあ夜ご飯は作ろう』

『やったー！　それじゃ、また放課後に！　楽しみにしてますっ！』

　穂香はそのあとによくわからないキャラクターのスタンプを三つくらい連続で送りつけてきた。猫とも熊ともつかないような動物が決めポーズを作っているスタンプだ。反応に困ったので無視しておいた。




　とにかく、放課後。

　待たせてはいけないと急いで校舎を出ると、校門のところで穂香は待っていた。

「あっー、師匠！　こんにちはですーっ！」

「いや何で抱き着いてくる」

「いいじゃないですかー、わざわざ来てあげたんですからこのくらいー」

　にこにこ顔の穂香をとりあえず押し離してから、俺はぽんと肩を叩たたいてやった。

「ありがとな、わざわざ来てくれて」

「師匠にはいつもお世話になってるので、これくらい全然平気ですよー！　むしろもっと呼び出してくださいっ！」

「お、おう……」

　いや、用事もないのに呼び出しはしないけどな。

　穂香は校門に立てかけていた傘を手に取ると、愛くるしい笑みを浮かべる。

「それで、どうしますー？　立ち話ってのもなんですし、どこか行きます？」

「そうだな、場所は考えてなかったけど」

「それなら駅に向かう途中に公園がありましたよねっ？　あそこなんてどうですー？」

「いいんじゃないか」

　別にどこでもよかったので、俺は首を縦に振った。




　　　　＊




　通学路の途中にある公園は、ごくありふれた小さなものだ。

　滑り台やブランコといった定番の遊具がいくつか並び、砂場なんかがある。木製のベンチが二つ置いてあって、その隣に公衆トイレが建っている。近所の公園と聞いた時に人が思い浮かべる構成要素の最大公約数をとったような何の特徴もない公園である。

「誰もいませんねー」

「珍しいな。近所に団地があるから、いつもは子供が遊んでるんだが」

「雨のせいじゃないですか？　ほら今はやんでますけど、だいぶ被害出てますしっ！」

「たしかにそうかもな」

　六月中旬。梅雨真っただ中の時期だけあって、最近はよく雨が降る。

　今日も昼頃まではかなり強い雨が降っていた。そのせいで遊具はびちょびちょ、砂場は泥みたいになっている。足場もかなりぬかるんでいるし、子供たちもこれでは遊ぶ気が起きないというものか。

「では師匠、あそこのベンチでお話しましょうよー」

「おう。そうだな」

　だが行ってみるとベンチもけっこう濡ぬれていた。座るのは厳しそうだ。

「うーんどうする？　場所変えるか？」

「いえいえー、大丈夫ですっ！　私、ちょうどいいもの持ってたんで！」

「いいもの？」

「ほら、これです」

　そう言って穂香が取り出したのは大きなタオルだった。穂香はそれをぱっと広げてからベンチに敷き、その上に座った。そして隣に座るよう促してきた。

「……よくそんなもの持ってたな」

「今日、水泳の授業がある予定だったんですよー！　あいにくの雨で中止になってしまいましたが、そのせいでタオルと水着を持ってきてたんです！」

「なるほど。じゃあ、俺も座らせてもらうか……」

　そうして腰を下ろしたところで、しかし、問題が発生する。いくらタオルが大きいといっても二人が余裕をもって座れるほどのスペースは確保できなかったのだ。無理やり座ろうとするとかなり窮屈な感じになり、結果、肩と肩がふれあうくらいの距離になった。

「……近くないか？」

「私は気にしないので大丈夫ですっ！」

「そ、そうか」

「それより師匠、さっそく話を聞かせてくださいよー。相談って何なんです？」

「ああ。それなんだが」

　さて、どう相談したものか。ちょっと考えてから俺は口を開いた。

「女子としての意見が聞きたいんだ。女の子と喧けん嘩かしちゃった時ってさ、仲直りするためにはどうしたらいいと思う？」

「……えっ」

　しかしそうすると、穂香はこっちを見ながらフリーズした。

　信じられないとばかりに一度瞬まばたきしてから、おそるおそるといった感じで尋ねてくる。

「も、もしかして師匠……彼女とか、いたんですか」

「は？　何の話だよ？」

「だ、だって、それって彼女と喧嘩して悩んでるってことなんじゃ……」

　いつになく小さく、弱々しい声色。どうしたんだこいつ？　とにかくひどい誤解をされていることは確かなので、俺は肩をすくめてそれを否定する。

「俺に彼女ができるわけないだろ。そうじゃなくて、例のお嬢様だよ。俺が今専属料理人として料理を作ってる相手だ」

「あーなるほど、そうでしたかっ！　まーそうですよね、料理が恋人の師匠に彼女なんてできるわけないですよねっ！」

「やけに嬉うれしそうに人を煽あおるな……まあそれはいいとして、相談に乗ってくれないか？」

「もっちろんですっ！　任せてください！」

　すると穂香はぽんぽんと、ぺったんこの胸を叩いた。

「女の子とのコミュニケーションがへたっぴな師匠のために、私がどんな相手でもイチコロな必殺技を伝授してあげましょう！」

「必殺技……そんなものがあるのか？　ぜひとも教えてくれ」

「口で言うより、実際にやってみた方が早いですー。師匠が私に料理教えてくれる時もそうじゃないですかー！」

「たしかにそうだな」

　というわけで、俺は穂香に言われるがままに立ち上がる。

　ベンチの隣にある公衆トイレは、側面が無機質なコンクリートの壁となっていた。薄汚れた鼠ねずみ色いろがのっぺりと広がっている。穂香はその壁にぴたっと背中をつけるようにして立つと、俺に対して真正面に立つよう言ってきた。

　指示に従うと、穂香はにんまりといたずらっぽい笑みを浮かべる。

「ではではー、やっていきたいと思いますっ！」

「えっと、俺はどうすればいいんだ？」

「まずは私の顔の横を通すように、壁まで手を伸ばしてください」

「……こうか？」

　やってみると、穂香は満足そうにこくりと頷うなずいた。

「はい、これで第一段階完了ですっ！　これが必殺技その一……壁ドンです！」

「壁ドン……知らないが、そういう言葉があるのか？」

「そうですっ！　爆発的に流行はやったのはちょっと前ですが、今もなお有効な技ですよー」

「ふーん。で、この行動にはどういう意味があるんだ？」

　仲直りをするための必殺技と聞いていたが、全く意味がわからない。だから俺が穂香にぶつけたのは素朴な疑問だった。

「これはですね、相手を追い詰めるんですよー」

「追い詰める……なんか不穏だな。何のために？」

「それはもちろん、次のステップに移行するためですっ！」

　なるほど。この次の段階があるんだな。

「じゃあ次のステップを教えてくれ」

「はいっ！　では師匠、そのまま私の顔に顔を近づけてください！」

「えっ……こ、こうか？」

「もっとです！」

「もっと!?」

　そうするともう顔と顔が十数センチってところまで来るんだが……いいの？

　もはや全く見当がつかないが、いったいどういった必殺技につながるんだろうか。期待していたのだが、次に穂香が言ったのは、あまりにもひどいもので。

「ではそのまま、あつーい口づけをしてください」

「いやできるかあああ!!」

　──俺は慌てて体を離しながら、思いきりツッコミを入れた。
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「お前俺のことからかってるだろ？」

　で、ベンチへと再び戻ってくると、俺は穂香を睨にらみながらそう言ってのけた。

「いい案だと思ったんですけどねー」

「いや姫野にこんなことやったら殺されるわ！」

　たしかにイチコロの必殺技って謳うたい文もん句くに嘘うそはなかったな！　殺されるの俺だけど！

　さすがにこんなアホなことを本気で言っているとは考えられないので、俺は穂香をじろりと睨みつけた。

「おい、さてはお前真面目に協力する気ないな？」

「そんなめっそうもないっ！　わかりました、それなら他の案を出しますよ！」

「本当か？　今度もまたふざけたことだったらお前に頼るのはやめるからな」

　しかし次に穂香が出してきた提案は予想外にもまともだった。

「プレゼントを贈る、というのはどうでしょう」

「……さっきとの落差がすごいな」

　苦笑しながらも、俺はたしかにありだと思った。

　言葉だけでは伝わらない誠意を見せるための、プレゼント。

　うんいい案だと思う。思うのだが、一つだけ問題があった。

「でも俺そういうセンス壊滅的だぞ」

「はい、知ってますよ」

「そう言われるのはまたなんか傷つくがな……」

「でも師匠、プレゼントって大事なのは贈ってもらったということなんですよっ！　それがどんなにひどいセンスのものでも、喜んでくれると思いますよー」

「そういうものなのか？」

　プレゼントというものに縁のない人生を送ってきた俺は、そのへんがピンとこない。

　穂香は膝の上に置いていた鞄かばんを開けてごそごそ中を漁あさりはじめ、同時に口を開いた。

「例を出しましょう。師匠は去年、私に誕生日プレゼントを贈ってくれましたよねー？」

「そういえばそんなこともあったな」

「あのハンカチ、死ぬほどダサくてびっくりしました」

「お、おう……」

　意外とぐさりと来た。俺は微妙な表情を浮かべることになる。

　俺の方が穂香より誕生日が早かったから、穂香が先にプレゼントをくれたのだ。だから俺も何か渡そうと思い、定休日を使って適当なものを選んだのだが。

「どういうセンスしてたらあんなもの選べるんですかっ？　ど真ん中にペンギンみたいなキャラクターがでかでかとありましたけど、小学生がフリーハンドで描いたんじゃないかってくらいひどいクオリティでしたし……なんか不気味ですらありましたし……それに色使いが気持ち悪くて、正直言ってあれを商品化した企業がこの世界にあるってことが驚きでした」

「待ったそのへんにしといてくれ。けっこう精神的なダメージが……」

「でも」

　穂香はそこで大きめの声を出し、それから、鞄の中から一枚のハンカチを取り出した。

　それは……俺がプレゼントしたハンカチだった。

「私、こうやって今でも使ってるんですよ」

「え、なんで。ダサいと思ってたんじゃ」

「だって師匠からのプレゼントですからっ！　大切に使わせてもらってます！」

　なんだか、嬉しかった。

　だから俺はなんとなく納得してしまったわけだ。穂香の言うとおり、プレゼントというのは効果的なんじゃないかと。

「そうだな。詫わびの印に、姫野になにかプレゼントでも渡すことにしよう」

「それじゃー、私が選ぶの手伝ってあげますよ！　さっそくレッツゴー、ですっ！」
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　それから穂香とともに、プレゼント選びのためにいくつか店を回った。

　やっぱりダサいと思われるものよりはセンスのいいものを選びたいし、穂香に全面的なサポートをしてもらった。二時間くらい経たって銀のペンダントを購入することに決定する。姫野がつけたら似合いそうだと直感的に思ったのが選んだ理由だが、穂香からも悪くないと太鼓判を押してもらったし安心だろう。

　そしてそのあとは、約束していたお礼をするため穂香を家へと連れてきた。

「うわー師匠の家、久しぶりですー！」

「言うほど久しぶりか？」

「半月は来てませんでしたからっ！　くんくん……懐かしい匂い……」

「おい変態みたいなことはやめろ。というかそんなに臭うかこの部屋？」

「いえ全く気にする必要はないです！　大丈夫ですよっ！」

　そうは言われるものの、ちょっと気になってしまう。明日にでも芳香剤を買ってきておくことにしよう。

　穂香にはダイニングテーブルに着いてもらい、俺はコックコートに着替えてから調理場へと入った。この家はオーソドックスな作りだから調理場とダイニングテーブルはお互い見える位置にある。

「もう下準備はわりとやってあるから、すぐにできるはずだ。待っててくれ」

「はいっ！　うわあ、楽しみです……」

　本当に楽しみにしているのだろう、見て取れるほどうきうきした様子だ。

　俺はそんな穂香を横目で見ながら料理を完成させていった。

　コース形式ではなく、適当に並べていく感じにする。

「ほら。夏野菜をふんだんに使ったラタトゥイユに、夏きのこのフリカッセだ」

「美味おいしそうですっ」

「それで今日の目玉だが……これだ」

「おおっ！」

　俺が差し出した皿を見て、穂香は感嘆の声をあげる。

「フォアグラのテリーヌじゃないですかー！」

「ああ。キャラメリゼして、果物系のソースをあわせてみた」

　フォアグラ。ガチョウやアヒルの肥大した肝臓を指すそれは、キャビアやトリュフと並んで世界三大珍味と称される。フレンチにとっては欠かせない食材で、フォアグラのないコースはありえないと口にする有名シェフは何人もいる。

　四角く成型したテリーヌに仕立てるのは高級レストランで多くとられる手法だ。そこに砂糖をかけてバーナーで炙あぶるのがキャラメリゼで、そうすることによって表面にぱりっとした砂糖の膜ができる。ついでに冷えたテリーヌがほんのり温かくなる。

「まあ、食べてくれ」

「じゃあさっそくフォアグラから……うううううっ!!」

　穂香は一口食べると、ぶるると体を震わせた。

「美味しい、ですっ！」

　そして饒じよう舌ぜつに、いつもの倍速くらいの早口で語りはじめる。

「フォアグラの濃厚な味と、甘あま味みが絶妙にマッチしてます……それにこの複雑なソースが料理の味をぐっと深いものにしていて、もう、うぎゃーーーって感じですっ！」

「最後に語彙力崩壊させるな。まあ、でも喜んでもらえてよかったよ」

　食べた人に喜んでもらえるというのは、やはり料理人冥みよう利りに尽きるというものだ。

　料理人にとっての最大のやりがいと言えるかもしれない。しかし、店で働いている時はそのことを忘れかけていた。フレンチの店は厨ちゆう房ぼうと客席が隔てられているから客の生の声を聞く機会があまりなく、そのせいか客の反応よりも自分自身の研けん鑽さんに喜びを感じていたところがあった。

　それを気づかせてくれたのは、毎日のように輝く笑顔を見せてくれた、あのお嬢様だ。

　俺はぼんやりと、姫野の見せてくれていたあの笑顔を思い出していた。




「あっ師匠、私も手伝いますー！」

　食事が終わり、後片づけの時間。今日は相談に付き合ってもらったお礼として料理を振舞ったわけだから片づけまで俺一人でやろうと思っていたのだが、穂香は当然のように流し台へとやってきた。

「そうか、悪いな。それじゃあ皿洗い頼んでいいか」

「了解でーす」

　穂香は慣れた手つきでスポンジに洗剤をつけて泡立たせると、蛇口からじゃーじゃー水を出し、リズミカルな動きで皿を洗いはじめる。そうやって手を動かしながら、顔だけこちらに向けてにこにこ顔で言ってきた。

「それにしても今日の料理は素晴らしかったですー」

「まあいつも通りに作っただけだがな」

「いえいえ……ぶっちゃけた話、今まで師匠が作ってくれた食事の中でも断トツで美味しかったと私は感じましたよっ！」

「まじで？　そんなに違ったのか？」

「ええ。ぐうううっと、愛情を感じたのですっ！」

　俺としては意外な評価だったけど、褒められたのだから嬉しかった。穂香はとても優れた味覚を持っておりその味への審美眼は非常に信用できるのだ。

「まあ喜んでもらえたのなら何よりだ。今日付き合わせちゃった埋め合わせくらいにはなるといいんだが」

　だから、そう何気なく口にしたのだが。

　するとなぜか俺の言葉に穂香は食いついてきて。

「あっ、それですよ師匠」

「……どれ？」

　首を傾かしげた俺に、更に畳みかけてくる。

「どうしちゃったんですか、本当に珍しいこともあるものですねー」

「珍しいって、何の話だよ」

「今日のことですよー。普段から人付き合いが希薄な師匠が、誰かと仲直りするためにこれだけ必死になるってのはすごーく珍しいことだなあと」

「……仕事相手を怒らせちまったから、仲直りしたいって思うのが変か？」

「それは変じゃないですけどー、ただの仕事相手だったらふつーあそこまで真剣にプレゼントとか選ばないですって！」

　確かに、よく考えたらそうかもしれない。

　わざわざ穂香に助力を仰ぎ、プレゼントだっていくつもの店を回って二時間ほどもかけてじっくりと選んだ。普段の俺ならばありえないようなことだ。

　どうして俺は、姫野と仲直りするためにここまで必死になってたんだ？

　穂香が帰ったあと、俺は改めてそう自問した。

　すこし考えて、答えは出た。

（べつに、おかしなことじゃないよな）

　専属料理人の仕事を一か月完遂することができなければ、俺を信頼して送り出してくれた高たか星ほしシェフの信頼を裏切ることになってしまう。それに副料理長への昇進という話もなしになってしまう。だから俺は姫野と仲直りしようとしている。そのはずだ。

　そう。

　結局は、料理のことなのだ。

　十年間貫き通してきた俺のあり方に合致している。実に俺らしい、と思う。
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　翌日、俺は購入したプレゼントの入った箱を鞄に詰め、姫野との仲直りを果たすべく学校へと向かった。そして教室に入ったところ、姫野の姿はなかった。

　時計を見てみる。もう八時十五分だ。姫野と七なな瀬せは例の黒塗り高級車に乗って登校するのだが、だいたい教室に着くのは八時五分から十分の間であり、この時間にまだ来ていないというのは珍しいことだった。

　仕方ないから待っていると、姫野はその十分後に姿を見せる。

　見せる、のだが。

「あれ元気ない？　大丈夫？」

「姫野ちゃん、具合悪い？」

　仲のいい女子たちにそうやって心配されるくらいには、様子がおかしかった。

　明らかに元気がないというか、いつもの姫野じゃない。なんだか疲れたような表情をしていた。俺も横目で見ながらすこし心配になってしまう。

「……別に、いつもどおりよ」

「いやいやそれはないって！」

「どしたの、何かあった？」

　姫野が来たのが始業ぎりぎりということもあり、一時間目に入るまで俺が話しかけるタイミングはなかった。しょうがない、休み時間に入ったタイミングを狙うことにしよう。




　現代文の授業は五分ほどはやく終わった。先生が教室から出て行ったところで、俺は姫野に向かって声をかけた。

「おい姫野、ちょっと話があるんだが」

　すると姫野はこっちを向いた。ちょっと悲しそうな表情をしていた。

「……ごめん、あんたとは話したくない」

「え？」

「だからもう、話しかけてこないでよね」

　飛び出たのは、完全な拒絶の言葉。

　面食らったのは俺だ。しかし姫野は俺が戸惑っているあいだに席を立ち、どこかへ行ってしまおうとした。

　冗談じゃない。せっかく仲直りのためプレゼントを買ってきたのに、渡す機会すらないなんてあんまりだ。

「いや待てって」

　だから俺は、姫野の細い腕をぎゅっと掴つかんだのだが。

　すると姫野は顔を不自然なほど赤らめて、それからぱっと乱暴に手を払った。

　そして無言のまま、とっとと廊下へと出て行ってしまった。

「お、おい！　姫野！」

　いやまじかよ、そこまで嫌われちゃったのか？

　こうなってしまった原因がはっきりしないから、正直どうしようもなかった。

　それからも昼休みまで粘り強く何度か声をかけたが、冷淡な態度は変わらなかった。
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　昼休み、俺のもとに七瀬がやってきた。

「霜しも月つきさん、ちょっと来てくれませんか」

「お、おう。わかった」

　このタイミングだから姫野についての話だろうと察しをつけた俺は、急いで席を立ち七瀬へとついていく。姫野の方を見るとものすごい視線をこちらに向けていて怖かった。ともかく俺たちは教室の外に出る。そこから更に歩く七瀬に、俺は後ろから声をかけた。

「どこ行くんだ？」

「屋上ですよ。廊下だとまだ人目もありますので」

「なるほど」

　高校によって屋上の扱いというのは様々だ。

　鍵をかけて立ち入り禁止にしているところも多いようだが、うちの高校はそのあたりが寛容である。ガーデニングが趣味という一人の先生が屋上にちょっとした緑地を作っており、ベンチが置いてあって優雅な時間が楽しめるようになっている。

　階段を上がって屋上への扉を開けると、先客が何組かいた。残り一つしかなかったプラスチックの青いベンチに腰を下ろしたところで、七瀬はさっそく話を切り出してきた。

「あの、わたしが話したいことはわかりますよね？」

「姫野のことだろ？」

「ええ。それなんですけど、単刀直入に聞かせていただきます」

　七瀬はぐいっと体を前のめりにして俺の方に迫ってきた。いや近いし。

　そしていつになく険しい表情と棘とげのある声色で、詰問するように言ってきた。

「昨日、結ゆ奈なちゃんに何をしたんですか」

「何を……したって？」

「とぼけないでください、昨日の放課後です。結奈ちゃんにひどいことを言ったんですか？　それとも暴力でも振るっちゃったんですか？」

「いやいやいや、ちょっと待ってくれ」

　すごい剣けん幕まくの七瀬を前にして、俺は正直当惑していた。

　一度両手を前に出して七瀬を落ち着かせると、俺はぽりぽりと頭をかいた。

「昨日って、そもそも俺姫野と一言も喋しやべってないぞ」

「……え？　ほ、本当ですか？」

「ああ、放課後だけじゃなくて他の時間もだ。朝に一回声かけたっつーか挨拶はしたんだが、無視されちゃってそれっきりだぞ」

　すると七瀬は一転してぽかんとした表情を作った。そして少ししてばっと頭を下げた。

「すみません霜月さん、わたしの早とちりだったみたいです！」

「いや謝られてもあれっていうか、そもそもどうしてそういう話になったんだよ」

「だって……結奈ちゃんの様子が突然変になったので」

　七瀬は簡単な説明をしてくれた。

　姫野は一昨日おとといの時点では、俺と仲直りをしたいと言っていたらしい。しかし昨日の夕方家に帰ってきた時にはもう俺には来てほしくないと言ったということだ。それになんだか元気がなくなるなど様子もおかしくなり、何かあったのだろうと勘ぐったとのこと。

　そう言われると、七瀬が俺を疑ったのもしっくりくる。

「なるほど、な」

「でも霜月さんが原因でないとしたら、まったく見当がつかないですね……」

　そしてすこしの間沈黙が続いたが、七瀬はそこで手に持っていた大きな麻袋を、思い出したかのように俺へと渡してきた。

「そういえば霜月さん、とりあえずこれを渡しておきます」

「え、何これ？」

「部屋にあった料理本とかノートとかをまとめておきました」

　中を見るとたしかにあの部屋に置いていたものが余すところなく入っていた。近藤さんに借りっぱなしだったものもある。

「おっありがと。でもどうして？」

「なかなか解決しなそうなので、すぐにでも使うかもしれないものは渡しておいた方がいいかと思いまして。他にも私物は色々とあったのでどれを持ってくるか迷ったんですが、霜月さんなら料理関連のものが一番必要かなと」

「いやうん、その通りだ。助かるよ」

　これですぐにでも近こん藤どうさんに返しに行けるな。

　七瀬はそこでこほんと咳せき払ばらいすると、俺の方を真剣な目で見つめてきた。

「それで霜月さん」

「おう」

「霜月さんは、今の状況をどう思ってますか？」

　今の状況、か。ちょっと抽象的だが、要するに姫野のことを言ってるんだろう。

「はやく姫野とは仲直りしたいと思ってるけど」

「そうですか！」

　と、七瀬はぱあっと顔を輝かせた。

「いやあ霜月さんひょっとしたら別にこのまま結奈ちゃんと絶交みたいな感じになっても構わないと思ってるんじゃないかと、ちょっぴり疑ってまして……」

「そんなわけないだろ」

「それはよかったです。それならですね、霜月さん」

　七瀬はひょいと俺の手を握り、にっと白い歯を見せた。

「作戦会議、しませんか？」

「作戦会議？」

「どうやって結奈ちゃんと仲直りするかを話し合いましょうよ」

「いいな」

　こちらとしても、七瀬が協力してくれるというなら渡りに舟だ。俺よりもはるかに姫野のことをよく知っているわけだし、頼りになること間違いない。

「では今日の放課後はどうでしょう？」

「あー悪い、今日は店の方に行きたい。近藤さんに借りてた資料返さないといけないし」

「そうですか、なら明日の放課後で」

「わかった。そうしよう」

　約束ですよと念を押され、それで七瀬との話は終わった。
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　その日は六限が運よく自習となったため、二時過ぎには学校を出ることができた。寄り道せずにまっすぐ〈フリメール〉へと向かう。店に入っていこうとすると、入口付近のところで横から声をかけられた。

「霜月君じゃん、おっはー！　今日はまた何か用事？」

「近藤さん？　どうしてこんなところに？」

　何ともタイミングのよいことだ。俺は驚くが、近藤さんは笑って言う。

「今休憩中だからさー。外の空気吸いに来たってわけ」

「なるほど、おつかれさまです。でもちょうどよかった」

「ん？　ちょうどよかったって？」

「近藤さんには、これを返しに来たんですよ」

　俺は鞄かばんを開け、七瀬から受け取ったばかりの資料を差し出す。近藤さんはちょっと面食らったようにそれを手に取ると、軽く確認しながら小さく瞬まばたきした。

「べつにいつでもよかったのにー」

「いや、ずっと借りっぱなしっていうのも悪いですから」

「じゃーこれは受け取ったよ。でもまさか霜月君、これだけのために来たの？」

「そんなことはないです。これも目的の一つですけど、もう一つあって……高星シェフに報告というか、ちょっと話したいことがあるんです」

　しかしそう口にすると、近藤さんはちょっときまり悪そうな表情を浮かべた。

「料理長なら今外出中だよ。何か仕事があるって言って」

「え？　そうなんですか？」

「うん。だからいつ帰ってくるかわからないよ、開店までには戻ってくるらしいけど」

「しまったなあ、でもたしかに高星シェフも多忙ですもんね」

　時計を見るとまだ三時にもなってない。開店時刻といえば五時だからまだ二時間以上もある計算だ。ここに来れば当然高星シェフに会えると思っていた俺の失態だが、どうしよう、手持ちぶさたに待っているのもなんだしな。

　一度出直そうかと考えていたところ、しかし、後ろから声がした。

「……私のことを呼んだかい？」

「あ、料理長！　早かったですね！」

「仕事が予定より早く終わってね」

　そこに立っていたのは荷物を持った高星シェフだった。ちょうど外出先から帰ってきたところらしい。最初は近藤さんしか目に入ってなかったらしいが、俺のことを視界に入れるとこちらへ体を向けてきた。

「あれ霜月君じゃないか。またどうしてここに？」

「高星シェフに報告したいことがあって来たんです。専属料理人の仕事の件で」

「ほう」

「なので、お時間いただけないでしょうか？」

　高星シェフは頬ほおに手をあて、思案顔になる。

「そうだね……まだしばらく店に戻らなくても大丈夫だから時間はとれるけど、場所がないな。客席は清掃中だろうし奥の会議室もこの時間だと部門ごとの打ち合わせをやってるだろうし。立ち話でいいかい？」

「構いません」

「じゃああたしはお邪魔みたいだからそろそろ店に戻りまーす」

　するとそこで、近藤さんは空気を読んでくるりと踵きびすを返す。

「あ、近藤さん。改めてなんですけど、ケーキ作りの件はありがとうございました」

「ほいほーい」

　右手を軽く振って、近藤さんはガラス扉の奥へと消えていった。




　そして店の外には俺と高星シェフの二人だけが残される。

「それで、話ってなんだい？」

「実は……数日前に、姫野からもう来ないでいいと言われてしまいまして」

　どうやって話そうか少し迷ったが、正直に話してしまうことにする。

　高星シェフはぴくりとも表情を変えなかった。もっと驚くとか怒るとか感情を見せると思っていたから、意外だった。もしかしたら俺が報告したいことがあると言った時点で予想していたのかもしれない。おそろしく察しのいい人なのだ。

「要するに、クビになったということだね」

「まあ、はい」

　そして確認するように尋ねられ、曖昧な肯定で返す。

　専属料理人の仕事はもう三日もしていないんだから、クビという表現を否定することはできない。そうか、でも俺はクビになったのか……改めて言葉として突き付けられると、なんともいえない気分となった。

「その理由は、なんだい？　料理が気に入ってもらえなかったのかな？」

「いえ……そういうことでは、ないと思います」

「じゃあ料理以外でやらかしたのか。お嬢様の機嫌を損ねるようなことをしたのかい？」

「はい。おそらく」

　俺がそうやって答えると、高星シェフは「ふむ」と一言呟つぶやき、あごひげに手をあてた。

　そうしてすこし時間が経たってから、落ち着いた様子で口を開いた。

「まあ、クビになってしまったなら仕方ないね。君には店の仕事に戻ってもらうよ」

「え……えっと」

「今日はいいから、さっそく明日から来てもらえるかな？」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　とんとん拍子で話が決まりそうになっていたので、俺は慌てて会話を止める。

「俺、姫野と仲直りしてまた戻してもらおうと思ってるんです」

「ふむ。クビになったのにかい？」

「いやそれは語弊があったというか向こうから完全にクビと言われたわけではないので」

「でももう来なくていいと言われたんだろう？　同じことじゃないのかな？」

　そう言われればたしかにそうだ。

　高星シェフは更に続ける。

「住み込みの専属料理人なんて仕事は、先方との相性も大事だからね。あわなかったらクビにされるのも普通だし、まあ気にしなくていいさ。半月間よくやってくれたよ」

「い、いや……それじゃダメです。ちゃんと仲直りして契約の期間はきっちりやります」

「ふむ。そうやって固執するのはどうしてだい？」

「それは……俺を信頼してこの仕事を任せてくれた高星シェフの、信頼を裏切ることはしたくないからです。それに、昇進の話もありますし」

　昨日、穂香が軽い調子で投げかけてきた問い──その時に考えた答えを、俺はそのままなぞるように口にしてみせた。

　だがそうすると予想外の返事が返ってきた。

「大丈夫、それなら問題ないよ」

「どういうことですか？」

　そしてそのあと語られたのは、俺があげた二つの理由を否定する内容だった。

「私は、先方の依頼にこたえる形で派遣できる料理人の中で一番腕があると思った君を送ったんだ。でもさっきも言った通り気が合わないというケースが起こりうるのはわかってるし、料理が不満でクビにされたということじゃないかぎり、信頼は裏切っていないさ」

「はあ」

「それに……一か月無事に務めたら副料理長になってもらうという話、あれは嘘うそだよ」

「は、はい!?」

　え、ちょっと待って何だよその衝撃発言？　俺騙だまされてたの？

　すると高星シェフは少々きまり悪そうに、頬をぽりぽりとかいた。

「と言っても君に悪い嘘じゃない。専属料理人の結果がどうであろうと、君は副料理長になってもらう予定だったんだよ」

「え、でも……たしかオーナーが高校生を副料理長の地位につけることに反対していて、それを納得させる材料としてオーナーの娘である姫野のところに行くって話じゃ」

「姫野さんは今ものすごく忙しい人だから。うちの経営方針に口を出してる暇なんてないし、全部任せてもらってるよ」

　そのあとの高星シェフの説明を簡単にまとめると、要するに昇進という話を餌にして俺に頑張らせようと画策されていたらしい。これは逢あい坂さかさんも知らなかったことらしく、高星シェフが一人で考えたことのようだ。

　俺はなんだか拍子抜けしてしまった。

　しかしそこで、高星シェフは言ってきた。

「というわけで君は店に戻ってきて構わないよ。色々と教えることを教えて、七月初めには副料理長として働けるようになってもらうから。それでいいかい？」

「はい……」

　俺は頷うなずいた。今の話で、俺があの家に執着する理由はもうなくなった。

　仕事を放り出すというわけではない。姫野が来なくていいと宣言したのだ。仲直りしようと声をかけても無視され、話したくないと突き放すように言われた。どう考えても俺は拒絶されているし、高星シェフの言うとおりクビを受け入れるのが普通なんだろう。

　そう、何の不満もないはずだ。

　明日からはまた店に戻れる。副料理長への昇進も約束してもらえた。姫野邸にいた時は自分の研けん鑽さんに割ける時間が少なく、料理人としての成長はできていなかったわけだが、店での仕事は刺激的だし、更なる成長につながるだろう。料理人として、また前に進める。

　そして、姫野とはもう関わることもないだろう。

　あの日姫野に問われ、俺が答えたとおりだ。

　専属料理人としての契約がなくなってしまえば、俺と姫野は他人だ。あんなにたくさん友達のいる姫野は、俺とあまり関わることもないはずだ。うん、そうして俺はまた料理一筋の日々を歩むことになる……完璧、じゃないか。




　──しかしその時、胸がずきんと痛むのを感じた。




　どうしたんだ？

　いや……わざわざ考えなくたって、わかった。

　なんということだろう。

　どうやら俺は、嫌だと感じているらしい。〈フリメール〉へと戻り、そして姫野との関係がこのまま終わってしまうのが、嫌だと。

　この数日、どうももやもやした思いがあった。それが吹き飛んだ気がした。

　そうだ。俺は自分の感情に、別の理由を覆いかぶせていたんだ。隠していたんだ。信頼を裏切らないようにとか、昇進がしたいから……とか、自分の価値観と整合する理由で。だけど高星シェフによってその理由が潰された結果、俺は、はじめて自分の感情を直視することになっていた。




　姫野に料理を作りたい。

　姫野に、美味おいしいと言ってもらいたい。あの可愛かわいい笑顔を見たい。

　そして、またあの家で、日々を送りたい。




「いえ、俺は……店には戻りません」

　そこまで思考がまとまった時、俺は断言するようにそう言った。

「ほう。どうしてだい？」

「わかりません。でもたぶん、あの家で働くのが……楽しかったんだと、思います」

「へえ……なるほど」

　高星シェフは目を細めた。その表情の意味が読みとれず、落ち着かない気分になる。

　自分でも変なことを言っているとは思っていた。料理以外のことには興味を持たず、料理一筋でずっと研鑽を重ねてきたのだ。その性格のおかげで俺は誰よりも料理に時間と情熱を傾けることができた。周りの実力をどんどん追い抜かすことができた。そんな俺が、こうも不合理なことを口にするとは。

　理性と感情が葛藤を起こしていた。わけがわからなくなってきた。混乱する頭をほぐすように首をぐるりと一回転させ、肩も何度か回してみる。

「おかしい、ですよね。こんなの」

「そうだね。いかにも君らしくないことで、すこし驚いたよ」

　予想通りの反応だった。俺は言葉を返さず、かわりに小さく首肯した。

　これで否定されたら素直に店へと戻ろうと思っていた。こんな俺らしくない感情、何かの気の迷いだろう。そう思って次の言葉を待った、のだが。

「一般論として」

　しかしそこで、高星シェフは、まるで関係なさそうな話をはじめた。

「料理というのは、化学なんだ。特に最近は、その傾向が強まっている気がする」

「分子ガストロノミーって研究分野もあるくらいですもんね」

「うん、その研究成果を使った分子調理もずいぶん浸透してきたね。まあ実際のところはうまく活いかせてない店も多いようだけど」

　脈絡がないように思えたが、とりあえず会話に乗ってみる。分子調理というのは有名どころだと油分をそぼろ状や粉末状にするオイルパウダーや食材を泡状にするエスプーマなどがあり、うちの店でも一手段として導入されている。

「でも、だからといって化学だけじゃあだめだと私は思っている」

「はあ」

「つまりね、料理の本質というのは人を喜ばせることなんだよ。どんな難しい技術や最先端技術を使った上手な料理でも、それが食べる人を満足させられないならダメだ。すごくすごく当たり前のことだけど、でも、忘れがちなことでもある」

「……俺も、そうだったかもしれません。客の顔が見えない厨ちゆう房ぼうで、ひたすら技術を磨くことだけに専念していました」

　と、高星シェフは軽く頷いてみせた。

「たしかに君にはそういう傾向があったと思う。でも、秋あき月つき君から聞いたよ」

「穂香からですか？」

「君に料理を振舞ってもらって、それが今までで一番美味しかったと。あのハイテンションで楽しそうに話してくれた」

　昨日のことか。何でもう情報が伝わっているのか聞いてみると、仕事の連絡で電話した際に穂香がぺらぺら喋しやべったという。ほんとお喋りなやつめ……まあそれはおいておく。

「ところで君は、自分の料理で何かが変わったという実感はあるかい？」

「いえ……わかりません」

「私が聞いたかぎりだと、君自身の変化と連関しているように思うんだ。つまりね、君は人に興味を持つようになって、それが料理に良い影響をもたらしてるんじゃないかな」

　徐々に、高星シェフの言わんとしていることがわかってきた。

　姫野の専属料理人として働くようになってから、俺は変わったのかもしれない。あの家で働くことを楽しいと感じ、店での研鑽の機会と天てん秤びんにかけてでも残りたいと思うくらいには。そしてそれは、料理人としての俺にとっても、マイナスではなくプラスなんだと。

　俺は料理以外──人に興味を持つようになり。

　それが、俺の料理に好影響を与えていた。

　客のことに思いをはせ、気持ちを込める料理人。ただひたすら技術を磨き上げていくという今までの俺とは対照的だった。

（そういえば）

　そこで思い出したのが、俺が体調を崩した時に姫野の作ってくれたお粥かゆだ。技術的には拙いにもほどがあるはずなのに、どういうわけか美味しかった。あの味を、思い出す。

「……じゃあ、俺は間違ってたんですか」

　俺は、そう尋ねた。

　今まで十年間積み上げてきたものを否定された──そんな気がした。

　しかしそこで高星シェフは肩をすくめ、大げさに笑った。

「いやいや、そんなことはないよ」

　そして、続ける。

「料理に気持ちを込めるというのは技術的に完成されてきてはじめて出てくる話だよ。だからここまでひたすら技術を磨き上げてきた君は、正解だ。その結果だってちゃんと出てるだろう？　その年齢で、うちの店の優秀な料理人たちに一歩も引けを取ってない」

「じゃあ」

「そろそろ、更なる高みに踏み出すタイミングだったんだよ。で君は、それに気づいた」

　俺はそこでぞわっと鳥肌にも似た感覚を覚えた。そして飄ひよう々ひようとした態度をとっている高星シェフを、じっと見つめる。

「まさか」

「ん？」

「ここまで、全て高星シェフの手のひらの上だったということですか？」

「……そういうわけじゃないよ。さすがに私はそこまで頭が回らないからね」

　本人は否定するが、そう考えれば高校へと通うことを半ば強制した理由もわかる。料理の世界だけに閉じこもっていた俺の視野を、広げようとしていたんじゃないか？




　改めてこの人は底知れないな、と思わされた。

　だけど、今は。

　姫野の専属料理人を続けたいというこの感情が──自分の信条と矛盾しないという、そのことがわかっただけで十分だった。
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「それで霜月君、その口ぶりだと……君は、契約を延長したいのかな」

　で、そのあと高星シェフはそう聞いてきた。

「延長？」

「そうしないと君はどのみちあと十日ちょっとで店に戻ってくることになる。もっと長く専属料理人として働きたいというなら、私は止めないよ」

　そうか。もともと六月末まで一か月という契約だったことを思い出す。

「もっとも、そうしたら副料理長は別の人に務めてもらうことになるけどね」

「……わかりました。それで構いません」

　すこしだけ考えて、そう答えた。副料理長という地位につける貴重な機会をふいにするのはもったいないことだけど、それよりも優先したいものがある。

　俺の答えを聞くと、高星シェフは満足そうに頷うなずいた。

「契約を延長するなら、条件がある。当たり前だけど、君と先方がお互いに延長したいという意思を示すこと。これをそうだね……遅くとも契約の切れる一週間前までにはやってほしい」

「一週間前、ですか」

「君は先方と仲たがいしていると言ってたね。だから厳しいかもしれないけど、こちらにも都合があるんだ。七月からは君とは別の料理人を派遣する予定だったんだけど……その料理人は、パリの店から呼んでくるつもりだったんだ」

　前にも言ったが高星シェフはパリ、ロンドン、香港ホンコンにも店を持っている。日本の〈フリメール〉を拠点にしているが、定期的に海外を回って現地の店で仕事をしているのだ。パリの店というのは、そのうちの一つだが。

「だから、君が契約を延ばすというのなら都合をつけなきゃいけない。それで最低でも一週間前というわけだ」

「……わかりました。了解です」

　もう迷いはないが、時間もない。なんとしてでも姫野と仲直りしようとそう思った。
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「……というわけなんだ」

　翌日の放課後、七瀬との作戦会議。俺は最初に現状の報告をしていた。

　俺たちのいる場所は駅前のハンバーガー店だ。学校終わりの時間だから制服を着た学生で賑にぎわっていた。

　俺はオレンジジュースを単品で注文。七瀬はコーラとＳサイズのポテトを注文し、ケチャップにつけながらもぐもぐ食べていた。その姿が小動物みたいで可愛かわいらしく、思わず相好を崩してしまう。

　席についてから、俺は手短に話した。専属料理人としての契約は今のままだと六月末に切れるが、俺は延長したいと考えていること。延長するためには俺と姫野双方の合意が必要で、新たに派遣する料理人の調整が必要なことから一週間前までに決める必要があること。七瀬はポテトを頬ほお張ばりながら時折相あい槌づちを打って聞いていたが、俺が話を終えると、改めてこくりと頷いた。

「なるほど、事情はわかりました。今日が二十日ですから……一週間前にあたる二十三日までは、あと三日しかないじゃないですか!?」

「今日を入れれば四日だな。まあもう時間はない」

「そうですか……うむむ、短いですね」

　七瀬はぐいと頭をおさえていたが、すぐに切り替えて話をはじめた。

「とりあえずわたし、昨日の夜に結奈ちゃんから聞き出そうとトライしてみました。何で霜月さんへの態度が一日で変わったのかわかれば話が早いと思ったのですが、残念ながらまったく喋ってくれませんでした」

「そうか……」

「というわけで、それがわからないという前提のもとで二つほど作戦を考えてきました」

「お、まじで？　聞かせてくれよ」

　俺の方は全く思いついていなかったから、ありがたい。

　七瀬は自信満々といった表情をしているしどうやら期待が持てそうだ。

　そして七瀬は、まず第一の作戦を披露する。

「わたしが思うにですね、結奈ちゃんは今でも本心では霜月さんに戻ってきてほしいと思ってるはずなんですよ。だから強攻策で結奈ちゃんからその本心を引き出すんです！」

「ほう。具体的には？」

「霜月さんに一度、うちへと来てもらいます。それで今から部屋を引き払うと結奈ちゃんに言うんです。そうして実際にこのままだと出て行ってしまうという状況を作れば、結奈ちゃんもさすがに焦って本心を口にするのではないかと！」

　ぐっと両手のひらを握って体の前に掲げ、どうだと言わんばかりの態度をとる七瀬。

　いやでもそれって姫野が本心から俺に二度と来てほしくないと思ってるなら逆効果にしかならないと思うんだが。率直な感想を伝えると、七瀬はこくんこくんと二度頷いた。

「その通りです。なのでそういう場合に備え、第二の作戦があるわけですよ！」

「第二の作戦、ねえ」

「あっ待ってください霜月さん、どう見ても期待してないって顔してますけど」

「だって第一の方が完全にがっかり案だったし……」

　しかしそうすると七瀬は不満そうに、右手の人差し指をちっちと左右に振る。

「まずは聞いてくださいよ霜月さん。第二の案が、本命だったんですから」

「まーわかったそれなら聞くだけ聞こう」

「おっほん。とにかく現状を整理すると、結奈ちゃんが急に霜月さんに来てほしくないと言い出した理由は不明で、わたしたち二人はその結奈ちゃんを変えたいわけです。となればもう、霜月さんの得意分野でいくしかないんじゃないですか？」

「得意分野って……料理か？」

「はい、そうです」

　七瀬の提案は非常に単純だった。姫野に料理を出して感動させ、その味で契約を延長してほしいと向こうから言わせるというだけだ。

　しかし姫野にはもう半月、四十食近く本気の料理を出してきたわけだ。俺の料理を食べ慣れているといってもいい相手を改めて感動させるとなると、今までよりも数段レベルの高い料理を作らなければいけない。

　そんなの、どう考えたって無理だ。可能性があるとすれば俺の看板料理であり、古典フランス料理の英知を結晶した料理でもあるリエーブル・ア・ラ・ロワイヤル……野うさぎの王室風仕立てというのがあるけど、あれは恐ろしく手間のかかる料理で調理工程が二週間近くかかる。あと三日じゃ間に合わない。

　だが七瀬は、そこでぽんと大きな胸を叩たたいた。

「そこは任せてください」

「どういうことだ？」

「わたし、結奈ちゃんが一番好きな料理を知っているんですよ」

「い、一番好きな料理!?　なんだよそれ!?」

「それは、お父さんの作るカレーライスです」




　　　　＊




　カレーライス。

　日本の国民食ともいえる料理であり、多くの店で提供される。お手軽かつ安定した美味おいしさが実現できることから、家庭料理でも定番中の定番だ。そんな料理の名前が出てきたことに、しかし、俺はげんなりしていた。

「姫野が一番好きな料理が、カレー？」

「そうなんですよ」

「なんというか……なんとも凡庸な料理が出てきたな」

　しかしそうすると七瀬はすぐさま補足するように言う。

「霜月さんはカレールーを入れて二十分で作れるカレーを思い浮かべてるのかもしれませんけど、そうじゃないですよ！　スパイスから作ってるすごく本格的なビーフカレーなんです。立派なホテルで出てくるようなやつです」

「へえ……それをお父さんが作るのか？」

「姫野さんは、高星料理長をはじめ何人もの料理人に出資しているんです。その理由は何かというと、あの人自身が大の料理好きだからなんですよ」

　七瀬は、そうして饒じよう舌ぜつに語る。

「結奈ちゃんが小さい頃は、姫野さんが自分で料理を作ってたんです。仕事が忙しくなるにつれてあまり作らなくなりましたが、それでも結奈ちゃんのリクエストで誕生日には必ずそのカレーを作っていまして」

「ふうん」

「でも何年か前に調理中に指を切って、仕事に多大な影響が出てしまったそうで。それから姫野さんは自戒をこめて料理をしないことにして、そのカレーは幻の料理になってしまったというわけです。今姫野さんは海外にいますしね」

　蓼たで食う虫も好き好きと言うが、味覚というのも人それぞれだ。それでもある程度共通する部分はあってそこを追求するのが店の料理である。一方で特定の個人だけにものすごく刺さるというタイプの料理ももちろんあるわけで。

　最初はくだらない話だと思ったが、なかなかどうして面白そうだ。

「でも本当にそれが一番好きな料理なのか？」

「結奈ちゃん、あのカレーが食べたいってしょっちゅう言うんですよ。特にカレーを食べたあとは必ずといっていいほど口にするくらいで」

「なるほどな」

「なので！　その料理をもし霜月さんが再現することができたなら、結奈ちゃんもその腕に惚ほれこんでまた戻ってきてほしいと言うはずです！」

　第一の案よりははるかにまともだ。姫野が最も喜ぶ料理を作るというのもよい。

　だがそれにしても、再現か。単純に美味しい料理を作るよりもはるかに難しいが。

「再現するための手がかりは？　一度でも食べたことがあればかなりの精度で再現できる自信はあるんだが、食べたことのない料理っていうとたぶん相当難しいぞ」

「よくぞ聞いてくれました！　手がかりは、これです！」

　そして七瀬が出してきたのは、一枚の紙と写真だ。紙の方はレシピで、写真の方は姫野の誕生日に撮られたものみたいだ。お目当てのカレーライスも映っている。やばい幼い頃の姫野まじで可愛い……ってそうじゃなくて。

「なるほど……このレシピ、相当に雑だな」

「ですよね。おそらく自分用のメモ書きだったんだと思います」

「そのお父さんに直接細かいことを聞くことはできないのか？」

「今は分単位のスケジュールを送ってる人ですから、連絡がとれないんです。よっぽどのことがあれば別ですけど……」

「そうか。じゃあ本当にこれしか手がかりがないんだな」

「あ、わたしは食べたことがあるので味見役にはなれますよ！」

「うーん」

　正直な話をすると、食べたことのない料理を再現するという試みは今までやったことがない。だからそれがどれほど難しいのか想像もつかなかった。

　しかし料理人というのは元来好奇心が強いもので、挑戦したことのないことを面白そうだと思ってしまうところがある。今のところこれ以外にいい案もないわけで、姫野が今までで一番の笑顔を見せてくれることを想像すると俺は前向きな気持ちになっていた。

　だから、俺はこくりと頷うなずいた。

「……わかった、やってみるか」

「よおし、わたしもできるかぎり協力させていただきます！」




　それから俺たちはハンバーガー店を出ると、一度別れた。七瀬は今俺の代理として姫野邸の料理を担っているため夕食の準備に帰らないといけないのだ。一方の俺はレシピに書いてあった材料の調達に走る。

　そうして再び落ち合ったのが午後七時半、場所は俺の家。

「お待たせしました霜月さん」

「ちょうど今から試作はじめようと思ってたところだ」

「じゃあわたしは味見役、兼見物人ということで」

　もうレシピは何度も熟読したからほとんど暗記してしまったが、一応脇に置く。いつものコックコート姿で調理台に立った俺はとりあえず使う材料を並べ、淡々と料理の準備を開始した。

「スパイスは五種類使うんですねー」

「クミン、ターメリック、コリアンダー、チリペッパー、カルダモンの五つだな。まあわりとオーソドックスな配合だと思う」

「初歩的な質問かもしれないんですけど、やっぱりたくさんスパイスを使った方がいいんですか？　あんまり使いすぎると辛くなっちゃう気もしますけど」

　今日使うスパイスは全て粉末、パウダースパイスだ。俺は五種のスパイスを混ぜながら七瀬の質問に対して質問で返した。

「なあ七瀬、スパイスってただ辛くするものだと思ってないか？」

「へ？　違うんですか？」

「もちろん辛くする効果もあるが、もっと色々あるんだよ。代表的な効果は香りづけ、辛みづけ、色みづけの三つだ。今回でいえばクミンとコリアンダーとカルダモンが香り、チリペッパーが辛み、ターメリックが色みだな」

「なるほど！　そうなんですね！」

「それぞれのスパイスに役割と特徴があるから、そういうのを勘案して配合するんだ。闇雲に種類を使えばいいってわけでもない。とはいっても俺もスパイスについてはそこまで詳しいわけじゃないんだけどな」

　そんな雑談をしているうちに、下準備はずいぶんと見通しが立ってきた。

　というわけでさっそく最初の工程に入る。まずは玉ねぎを飴あめ色いろに炒いためるところからだ。これは科学的にいえばメイラード反応というものを起こしており、甘あま味みや香ばしさが強まって料理に加えるとコクや深みを与えることができる。

　フライパンを片手に、丁寧に作業していく。レシピをちらちらと確認しながら、飴色玉ねぎに小麦粉を加えて混ぜ、先ほど調合したスパイスや野菜を投入。そしてブイヨンを加え、牛肉を加え……

「よしっ、これで完成だ」

　淡々と調理を進め、最後にじっくりと煮込む。三時間ほどで完成に至った。

　バターライスの上にはみじん切りのパセリを振りかけて彩りをつけ、盛り付けをしてやると、かなりいい感じになっていた。スパイスのたまらない香りが食欲をそそる。

「おおー、写真と色はかなり一致してますね」

「さっそく実食だ。テーブルに運ぼうか」

「はい！」

　参考とするためにぱしゃりと一枚写真を撮ってから、さっそく食べてみる。俺は一口目を口へと運ぶと、思わず感嘆の声をあげていた。

「美味うまい！　なんだよ、一発目から美味いじゃんか」

「そうですね……すごく美味しいです」

　七瀬もその出来栄えには同意してくれる。

「スパイスが効いていて、旨うま味みがぎゅうと凝縮されてます。牛肉もスプーンで押したら崩れちゃうくらい柔らかくて、本当に、身震いするようなカレーライスです」

　そうして絶賛してくれるのだが、言葉とは裏腹にあまり満足げではなかった。

　その理由は、簡単で。

「だけど、記憶にある味とは、ずいぶん違うような気がするんですよね……」

「そう、か」

　今回はただ美味しい料理を作ればいいというものではないのだ。そうではなく、料理を再現するのが目的である。いくら美味しいものができても別物になってしまえば意味はないし、それが難しいところだった。

「どういうところが違うってのは、わかるか？」

「ええとですね、もうすこし辛みは強かった気がします。それとお肉はもうすこし固かったと思います」

「ふむふむ。それで？」

「あとうまく表現できないんですけど、何かが大きく違うんですよ……」

「その何かっての、もっとはっきりしないか？」

「うーん……」

　七瀬は必死に考えてくれるのだが、どうにも言語化できないようでうんうん唸うなるばかりだった。しょうがない。そもそもが古い記憶だから曖昧だろうし、それに料理のプロではない七瀬に細かな味の違いの表現を求めるのも酷な話だった。

　しかし、かなり大おお雑ざつ把ぱなフィードバックしか得られなかった。

　とにかく指摘されたところを反映することを心掛け、またもう一度じっくりとレシピを読み込んで、試作に取り組んでみる。七瀬には試食の時以外仮眠をとってもらい、俺はずっと調理場で手を動かし続けた。

　結局夜が明けるまでひたすらに試行錯誤を繰り返したのだが……どれも良い結果とはならないまま、一日目の試作は終わった。
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　早い話が、完全に行き詰まったといっていい。

　それが二日目として一発目の試作を終えたあとの状況だった。

「うーん……どうしたもんか」

　限られた情報をもとにして色々と試せることは試した。大雑把なレシピから読み取れる様々な可能性を試したということだ。スパイスの配合は何度も調整したし、玉ねぎの炒め方からブイヨンの量、肉の焼き方……しかし何回試作を行っても、七瀬のリアクションはしっくりこないの一言だった。

　今回の挑戦には、独特の困難がある。

　例えばこの前七瀬の誕生日ケーキを作った時。あの試作は一回ごとにクオリティが上昇しているという確かな実感があり、それが励みとなった。

　しかし今回はそうではない。美味おいしいものを作れと言われれば自分の舌を指針とすることができるが、食べたことのない料理を再現するというのは辿たどりつくべき目標が茫ぼう漠ばくとしている。七瀬にしっくりこないと言われれば全ては失敗作となるわけだ。ここまでやってきて一歩たりとも前進したという気がしなかった。

　そしてそうなれば、見通しも立たない。正しい方向へと進んでいるのか、それすらわからないというのはあまりにも希望の持てない作業だった。そうしてこれ以上むやみに試作を続けていてもしょうがないと判断した俺たちは、ぐったりと机に突っ伏していた。

「これ、無理かもしれないな」

「そうですね……こうなったら今からでも別の方針を考えますか？」

「ああ。このままだと、何の成果もないまま土曜日を迎えることになるかもしれない」

　すると七瀬は顔を上げ、ぽんと手を叩たたいた。

「それじゃあ、話し合いをしましょう。やっぱり料理の味で感動させるという方向性はありだと思うんですよ」

「そうだな。俺もそう思う」

「霜月さん、何かいい案はありますか？　結奈ちゃんに作る料理として」

　そうして考えてみようとするが……しかし、俺の中にはまだ未練が残っていた。

　本当に諦めてしまっていいのか、と。

　料理人として、ここで負けを認めるのはどうしようもなく悔しかった。それに七瀬の言葉を信じるならば姫野が最も喜ぶ料理はあのカレーライスなのだ。どうにかして、作れないものだろうか。

　いやいや、手も足も出なかったから今こうやって代替案を考えてるんだろ？

　でも。まだ何か、打つ手は残ってないのか？

「……待てよ」

　そこで俺は、閃ひらめく。

　そもそもアプローチが間違っていたんじゃないか、と。

　大雑把なレシピという手がかりのみを使っていくら試行錯誤しても、あまりにも情報が少なすぎる。では発想を転換し、何か手がかりとして増やせるものはないだろうかと考えてみればいい。そうして俺はしばらく沈黙して頭を働かせた。

　料理を再現するということは、その作り手に同化するということ。

　作り手がどんな道具を使って、どんなことを考え、どんなふうに作ったのか。

　そういうところまで想像力を働かせていく、そんなアプローチもあるんじゃないか。

「七瀬」

「はい、どうしました霜月さん？」

「やっぱり、あのカレーライスの再現に挑戦しよう」

　俺がそう口にすると、七瀬はぱっと目を輝かせた。

「ということは、何かいいアイデアがあるんですね？」

「いや、わからない」

「……えっ？」

「正直なことをいうと、成功する保証はない。でもやってみたいんだ」

　しかし、俺が全く自信のなさそうな言葉を並べた結果、七瀬はどんどんと微妙な顔色になっていく。表情を曇らせ、困ったように口元をわずかに緩め、ちょっと頬ほおを引きつらせていた。

「……はあ」

　七瀬は一度ため息をつく。

「しょうがないですね、付き合ってあげますよ」

「ありがとう七瀬」

「それで、わたしは何をすればいいですか？」

「七瀬にはちょっと重労働を頼みたいんだが、いいか？」

「へ？　重労働、ですか。わたしにできることなら構いませんが」

「なら……今から言うものを持ってきてくれ」




　それから家を出た七瀬が再び戻ってきたのは、五時間後、夜の十時頃だった。

「霜月さん、持ってきましたよ」

「ありがとう。当然ながらずいぶんと大荷物だな」

「えっと、これはリビングに持っていけばいいでしょうか」

「そうだな。俺も手伝うよ」

　そして荷物を運び終わったところで、七瀬は尋ねてきた。

「それで……これを何に使うのか、教えてもらえませんか？」

「ああ」

　俺が七瀬に頼み、運んできてもらったのは三つだ。

　一つ目──姫野邸の調理場にある、この料理を作るのに必要な調理器具。

　二つ目──このカレーライス以外に、姫野のお父さんが書いたレシピ。

　三つ目──姫野のお父さんの人となりがわかるような資料を、ありったけ。

　それぞれをどういう意図で持ってきてもらったのか、俺は簡単に説明してみた。

「まず調理器具。料理を再現するなら同じ道具を使った方がいいに決まってる。俺が使ってるのはフレンチのプロが使う道具だけど、道具が変わるだけで色々と変わるからな」

「ふむ」

「次にレシピ。料理に関するその人の考え方を知るのにとっておきの資料だからな。あの大雑把なカレーライスのレシピに載ってなかった細かい部分を推測するのに使う」

「なるほど」

　七瀬は軽い調子でこくこく相あい槌づちを打つが、そこではじめて疑義を投げかけてきた。

「ここまではわかるんですけど……最後のものは、必要なんですか？」

「ああ。むしろ一番重要まである」

　俺は迷うことなく頷うなずき、それから言葉を加える。

「料理の再現をするってはじめてだったからさ、考えてみたんだよ。どうやったら同じ味を作れるのかって。思いついた答えは……作り手が何を考えて、どう作ったのか、それをトレースすればいい、ってことなんだ」

「……なる、ほど」

「だから、作り手自身のことを知りたいんだ。七瀬の口からも姫野のお父さんの話を聞かせてほしい。そうやって多面的な情報を組み合わせていって、そのイメージを料理の中に落とし込んでいく。それが今の俺の考えた、最善の方法だ」

　そこまで一息で考えを伝えると、七瀬はぱちぱちと小さく拍手した。そしてすこし興奮したように両手をグーに握り、俺に一歩迫ってきた。

「霜月さん、すごいです！　本気なんですね！」

「ああ。姫野が一番喜ぶ料理ってのは作ってみたいし、それに、仲直りもしたいからな」

「ですが」

　だが七瀬はそこで一度トーンダウンし、冷静な口調になる。

「……これ間に合うんでしょうか？　試作と並行してやろうとすればどう計算しても時間が足りないと思うんですが」

「その通りだ七瀬。だから……試作はもうやめることにした」

「ええっ!?」

「正確には、直前に一度だけだな」

「そ、それ失敗したらどうするんですか？」

「どうしようもないな」

「おそろしく不安なんですが……」




　しかし結局試作を全くやらないまま、前日の夜遅くまで来ていた。

「よし、そろそろ試作はじめるか」

「そ、そうですね」

　調理場に立つ俺は、緊張していた。

　完全な一発勝負なのだ。ここで味の再現ができなければ、計画倒れになってしまう。

　今までの時間を使って徹底的にイメージを形成していた。レシピや資料、そして七瀬から聞いた話を全てインプットした。あとは想像力を駆使して料理を作り上げていくというだけだ。できる自信はあった。

　以前に試作した時とは細かな手順を変更し、調理を進めていく。

　その中で一つ、俺が最も大きな工夫をしたのは──隠し味だ。

「あれ、霜月さん。それ入れるんですか？」

「今回のレシピには書いてなかったけどな。姫野のお父さんは他のレシピでたびたびこれを使ってるんだ。それで考えてみたんだが、絶対加えてたと思う」

　俺が加えたのは、ココア。

　そうして淡々と調理を進め、十二時を回る頃にようやく完成した。

「よし……できた」

「味見しましょう！」

「そうだな。じゃあ盛り付けるから向こうのテーブルにいてくれ」

「わかりました」

　運命の実食に入る。

　前回の試作より、色合いはやや濃い。匂いもすこし違うように感じた。しかし味の再現度を判断できるのは七瀬であるため、俺は基本的に何をすることもできない。ただ味わうだけだ。

　牛肉にスプーンをあてると、すうっとほぐれる。ふわりと漂う匂い、そして盛り付けたばかりの皿から湧いてくる湯気。ゆっくりと味わってみると、前とはまた違った味わいになっていた。
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　ココアのわずかな苦みが味の深みとなっている。調理過程の微調整によって、全体的にややまろやかな仕上がりになっていた。そうはいってももちろん本格派の欧風カレーであり、なんとも気品高い贅ぜい沢たくな味わいだ。

　さて──結果は、どうだろう。

　七瀬の方を見やると、小さな口でもぐもぐと可愛かわいらしく食べているところだった。そうして一口目を食べ終えたところで……七瀬はばんと机を手で叩たたき、それからばあっと椅子が後ろに倒れる勢いで立ち上がった。

「こ、これです！　霜月さん、まさにこの味ですよ！」

「本当か？」

「はい……間違いなくこれだと、断言できます！」

　七瀬はそうやって太鼓判を押してくれた。

　俺はそれを聞いて──ほっと、一安心する。

　土壇場も土壇場だ。ものすごくリスキーな方法だったが、なんとかうまくやりとげることができたみたいだ。達成感とともに、どっと疲れが押し寄せてきた。

「つかれた……」

「おつかれさまです霜月さん、でも結奈ちゃんきっと喜ぶと思いますよ！」

「そう、だな」

　ここ最近全く見ることのできていない、あの笑顔──それを思い出すだけで、疲れも癒えていくような気がした。
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「霜月さん、おはようございます」

「おはよう七瀬。そういえば久しぶりにその格好見るな」

　そしていよいよやってきた当日。

　朝の九時に姫野邸を訪れた俺は、玄関前で待ってくれていた七瀬と落ち合った。

　七瀬は例のメイド服を着ていた。ここ最近は制服姿でばかり会ってきたから、久しぶりに見るとちょっと違和感がある。意外とよく似合っていて可愛らしいんだけどな。

「もう結奈ちゃんも起きてるので、堂々と入りましょう」

「おう。わかった」

　そうして俺は七瀬のあとに続く形で姫野邸へと入っていった。

　玄関へと足を踏み入れたところで──上から声が響いてくる。

「ねえ明日あす香か、戻ってきたの？」

　姫野の声だ。

　扉の開閉音でわかったのだろう。声とともに、とすんとすんと足音も聞こえてきた。どうやら二階から階段でこちらまで向かってきているらしい。

　そうして降りてきた姫野と俺たちは見事に鉢合わせをするわけだが、俺のことを見た瞬間、姫野は口をぱくぱくさせてあからさまに動揺した様子を見せた。

「な、な、何であんたがここにいるのよ!?」

「えーと結奈ちゃん、わたしから説明しますね」

　そう俺の前に立ったのは七瀬。いつもの柔らかな口調で、姫野に向かって話し始める。

「霜月さんには今日、荷物を引き取りに来てもらったんです。もう霜月さんがこの家で働くことはないわけですから、上に残っている私物を持って行ってもらうわけですよ」

「ふ、ふうん……」

「あれ？　どうしました？」

　さてこれは七瀬の言っていた作戦その一にあたる。

　もし姫野が本心では俺に出て行かないでほしいと思っていたならば、こういう決定的な場面を作れば本音を漏らすはずだというのが七瀬の推測だ。しかし現実はどうかというと全くそんなことはなく。

　姫野はどことなく暗い面持ちで、しかしきっぱりと言い切った。

「わかったわ。じゃあ、早く終わらせなさい」

「あっ結奈ちゃん！　どこいくんですか？」

「結奈は自分の部屋にいるから。勝手に入ってこないでよね」

　それだけ言い残すと、姫野はとたとたと階段を駆け上がっていく。その間俺と目をあわせることはなかった。うーんだめだこりゃ、見事に心の底から嫌われてるらしい。

　隣にジト目を向けると、七瀬は困ったような顔を浮かべながらぽりぽり頭をかいた。

「おかしいですね、思ってた反応と全然違います」

「だからやっぱり俺完全に嫌われてるんだって」

「うーん……そんなことはないと、思うんですが……」

　まあ俺としては元からこうなることが予想できていたから、特に支障はない。

　それよりもここからが本番なのだ。俺と七瀬は調理場へと向かった。そこには今日の調理に必要なものが全て揃そろえられており、俺は服を着替えると、ぱんと一度両頬ほおを叩き気合いを入れてから調理をスタートさせた。
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　そうして調理場に立ってから数時間が経たち、お昼の時間になった。

　調理の方はもうすでに終わっていた。バターライスもできているし鍋には完成したカレーが入っている。最後の仕事として仕上げに使うパセリをみじん切りにしていると、そのタイミングで七瀬が様子を窺うかがいにやってきた。

「どうですか霜月さん、できてますか？」

「ああ、もうばっちりだ。味見してみろ」

「うわあ……すごいです！　昨日の試作とほとんど同じ味ですね」

　スプーン一口分の味見をした七瀬は、うっとりとした表情を浮かべた。よし。ちゃんと味は問題ないらしい。

「じゃあわたし、結奈ちゃんのこと呼んできますね！」

「ああ、頼む」

「結奈ちゃんはわたしが作ったと思っているので、わたしたち二人が食卓についたタイミングで運んでもらえればと」

「わかった。じゃあそれまでは待ってるぞ」

　七瀬が足早に調理場から出ていくのを見送ると、俺はすこしの間ステンレスの調理台の上に突っ伏していた。三日三晩もほとんど寝ていないからちょっと目を瞑つぶれば寝落ちしてしまいそうだったが、それはまずいので何とか我慢する。

　するとそのうちに、ちょっと離れたところから話し声が聞こえてきた。

「そういえば明日香、ここ数日どっか行ってるわよね？　何してたのよ？」

「えっ……べつに何でもないですよ？」

「いやいやそんなの嘘うそよ。あっもしかして彼氏でもできたのかしら？　それなら全然応援してあげるから言いなさいよ！」

「だからわたしは結奈ちゃんみたいにモテないですし。それよりも結奈ちゃんの方こそ彼氏は作らないんですか？」

「ゆ、結奈？　ええと、その……」

　……ガールズトーク全開だな。これ俺聞いてもいいのか？

　ちょっとしたうしろめたさを覚えながらも聞き耳を立てていると、二人が椅子に座った音がした。ダイニングルームは調理場と壁一つ挟んだ隣の部屋だから、調理をしてない時ならわりと音は聞こえてくる。

　よし、それじゃあ準備するか。

　とはいってもカレーライスは盛り付け超簡単だけど。高級フレンチのコースで出てくる料理だとものすごく繊細な配置が求められることもしばしばだけど、カレーだと皿にご飯を載せてカレーソースをかけて、ご飯の上にみじん切りのパセリを振るだけだ。

　丁寧に盛り付けた皿を用意し、扉を開けて隣の部屋に入っていく。

「はあ？　え、ちょっと待ちなさいよ？」

　すると。姫野はさっきに引き続いて再び当惑した様子を見せた。すぐに隣の七瀬をじいっと睨にらみつけ、尋ねる。

「ねえ明日香、どういうことかしら？」

「何がですか？」

「あんた、荷物の運びだしって言ってたじゃない！　何でこいつが料理してるわけ？」

「それはですね……せっかく来るなら最後に料理を振舞ってもらおうかな、と」

「何よそれ聞いてないんだけど？　というか……結奈、こいつの作る料理食べたくない」

　まじかよ……姫野の口から直接そんな言葉を聞いてしまい、正直ショックだった。

　それと同時に、危機感が芽生えた。この前のプレゼントと同じように、感想以前に食べてすらもらえないんじゃないかと。姫野に喜んでもらうため、そして仲直りするため、ここまで苦労して用意してきたものなのだ。それは嫌だった。

「おい、姫野」

　だから話しかけてみたが……姫野とは目は合ったものの、すぐに逸そらされてしまった。

　しかしそこで、七瀬の助け舟。

「結奈ちゃん、ごめんなさい。でも……せっかく作ってもらいましたし、捨てるのもとてももったいないので食べてほしいです！」

「……明日香がそう言うなら、わかったわよ。でも、今回だけだから」

　姫野はそう言って、続けた。

「もう今回かぎりで、ほんとに出て行ってもらうから……そうしないと、せっかく忘れようとしてるのに……」

　嬉うれしいような、悲しいような。だがともかく今日は食べてもらえるということで、よかったと考えるべきだろう。この一皿で……俺の気持ちも、届ければいいのだから。




　改めて、俺は着席した姫野の前に皿を置く。

「カレー、ライス……」

　姫野はといえば、すこし意外そうにしていた。俺がカレーライスというありふれたメニューを作ったことへの驚きなのかもしれない。すこしの間じっと見ていた姫野だが、ようやく動きはじめた。口に、運んだ。

　そこで、姫野は。

「…………えっ？」

　まるで理解できないとばかりに、ぴたりと硬直してしまっていた。

　それからぎこちない動作で二口目、そして三口目と食べた姫野は──そこで一度スプーンを皿の上において、それからぼそりと小さく呟つぶやいた。

「なんで……」

　そして一度言葉を切り、噛かみしめるようにして、続きを言った。

「これ、パパの味……？」

　どうやら、気がついたみたいだ。

　そして姫野に違和感を抱かせないくらいには、再現に成功したみたいだ。

　俺はその様子を見ながら、期待していた。姫野の、素晴らしい笑顔が見られるんじゃないかと。しかし現実は、全くそうはならなかった。

　──姫野は、ぽろりと一粒涙をこぼしていた。




　　　　＊




「ねえ……霜月、これあんたが作ったのよね」

　それから食べ終わるまでずっと無言だった姫野は、米粒一つも残さずきれいに食べ終えてから、そうやって俺の名前を呼んだ。

　声をかけられて、俺はびっくりした。

　一週間ぶりに話しかけられたのだ。これまで話しかけても無視されるかそれに近い冷たい態度をとられるばかりだったから、まともに話したことすら久しぶりだったわけで。

「あ、ああ。そうだけど」

　だから俺は少々ぎこちない返事になってしまう。

　姫野はというと、半分詰問するような調子でじっと鋭い視線を向けてきた。

「どういうことよ」

「え？」

「これは、パパが作ってくれてた欧風カレーよ。結奈が……大好きな、大好きな味。それをどうして、あんたが作れるの？」

　姫野は繰り返すことで、大好きという部分を強調した。

　そういえば七瀬から、試作している時にこんな話を聞いた。姫野は普段何ともないように振舞っているけれど、親と離れ離れで暮らしていることに寂しさを感じていないわけではないと。だから思い出を呼び起こすような味に、涙をこぼしたのかもしれない。

　で、姫野の問いに答えたのは、七瀬だった。

「わたしが、話したんですよ。霜月さんに」

「……明日香が？」

「結奈ちゃんの一番好きな料理が、これだって。そうして三日三晩かけてその味を再現したんですよ」

「は、はあ？　どういうこと？」

　姫野は全く意味がわからないとばかりに首を傾かしげていた。そこで、俺は言った。

「俺、姫野と仲直りしたくてさ。ここ一週間まともに口もきいてくれなかっただろ？　何で怒らせちゃったのかはわからないけど、詫わびっつーか仲直りの印として何かしようと思って。それで七瀬にアイデアをもらって、この皿を振舞ったんだよ」

「……ふーん」

　それから姫野は尋ねてきた。

「さ、再現って具体的にはどうやったの？」

　なので俺は、試行錯誤の過程を簡単に話してやった。しかしそうすると姫野は、それが大変な負担であるとでも感じたのか、ちょっと体を縮こまらせる。

「……なんで、結奈にそんなことするのよ」

　そのあと、そうやって悲しそうな声を出した。

「あんた、結奈と仲直りしたいなんてほんとは思ってないでしょ？　だってあんたにとって結奈は……専属料理人の契約がなくなれば、もう関わるつもりもないただの仕事相手なんだもんね」

　それは確かに、あの日、俺が姫野に向かって言ったことだ。返答に詰まってしまったところを姫野は更に畳みかけてきた。

「……嘘うそつき。彼女いないとか言って、あんな可愛かわいい彼女とイチャイチャしちゃって」

「はあ？」

　しかし今度は全く意味がわからず、俺は間の抜けた声を出してしまう。

　すると姫野は責めるような視線を相変わらずこちらに向けたまま、言ってきた。

「月曜日。あんた、彼女とデートしてたでしょ」

「えっと月曜日……ああ、確かに穂香とは会ったな。でもたしか前にも穂香のことは紹介しただろ、あいつは店の同僚なんだって」

「嘘よ。結奈、見てたから！　あんた……抱き着いたりいっしょにアクセサリーの店回ったり、挙句の果てにはキ、キスして……い、家に連れ込んでたじゃない！」

「ちょっと待てその情報源はどこだ。まさかお前、ずっとつけてたのか？」

「わ、悪い!?」

「たしかそういうのってストーカーっていうんじゃ」

「う、ううっ……」

　すると姫野は自覚があったのか、見る見るうちに顔を赤らめていくが。

「そ、それより！　やっぱりあんた、あの子と付き合ってるんでしょ？」

　ぐいっと身を乗り出し、そうやって責め立ててきた。

　いったいどうしてこんなことを追及されてるんだろう。俺がどんな交友関係を持っていようが姫野には関係ないだろうに、妙に真剣な様子だからこちらもちゃんと答えざるをえなくなる。

「えっととにかく、穂香と会ってたのはだな……」

　しょうがないので俺は一度席を立ち、調理場に置いてきた鞄かばんを持ってきた。そしてそこから結局渡せずじまいになっていた箱を取り出し、姫野の手に乗せてやった。

「これを、買ってたんだよ」

「えっ……なによこれ？　開けていいの？」

「お好きにどうぞ」

　そう答えると姫野は箱を開けて中身を取り出した。出てきたのはあの時選んだ銀色のペンダントだ。姫野はぽかんとした顔でそれを手に持ったまま、奇異の目を浮かべた。

「なによこれ……けっこういい感じのペンダントだけど」

「それ、お前に渡すつもりだったプレゼントだよ」

「ええっ!?　ゆ、結奈に？　なんで？」

　姫野は頓狂な声をあげ、手に持っているペンダントと俺を交互に見た。

　なんでと聞かれても答えづらいのだが、仕方なしに俺は口を開く。

「いや……俺って人付き合いあんま得意じゃないから。姫野と喧けん嘩かっつーか仲たがいしたってことを穂香に話して、どうやって仲直りすればいいか知恵を貸してもらったんだ。それで何かプレゼントを贈るっていう穂香の案に乗って、買ってきたってわけだよ」

　それから、ペンダントを選んだ理由についてもふれる。

「姫野は金持ちだし、正直何あげたら喜ぶかわからなくてな。色々と考えたんだが最後は直感に任せた。それをつけたら更に可愛くなるんじゃないかって思って」

「さ、更に……可愛くなる……」

　可愛いという言葉に反応したのか姫野は照れまくっている。この前もあったけど、言われ慣れてるんだろうにいちいち反応してて疲れないのかこいつ。

　しかし姫野はそこで慌てて顔を上げると、ごまかされないとばかりに畳みかけてきた。

「で、でもあんた、他はどう説明するのよ!?　キ、キスとか……」

「キス？　えっと……もしかしてあれのことか？」

「や、やっぱり心当たりがあるんじゃない！」

「いや、心当たりと言うか」

　たぶん穂香がいたずらでやった壁ドン作戦のことだよな。俺は苦笑し、実際のことを説明してやった。それからも一つ一つ話してやると、姫野は徐々に表情を変え、ちょっと腑ふ抜ぬけた感じになる。

　そして恐る恐るといったふうに、尋ねてきた。

「ほ、本当に彼女じゃなかったの……？」

「だからそう言ってんだろ。というかお前、そんなに興味あるのか？」

「べ、別にそういうわけじゃないけど……」

　なぜ姫野がこの話にそこまでこだわるのかわからないけど、とにかく癇かんに障ったポイントらしいから誤解が解けてよかった。もしかしてあれか、姫野と仲たがいしてる最中に仲直りしようともせずにデートしてたってのが気に食わなかったとかそんな感じか？




　脇道にそれてしまったが、本題に戻ろう。

　俺はこほんと一度わざとらしい咳せき払ばらいを挟んでから、改めて姫野の方に向き直った。

「それで、俺は姫野と仲直りしたいんだよ」

「そ、そう」

　すると姫野は一瞬嬉うれしそうな顔をするものの、すぐにぶんぶんと首を振り、それからちょっぴり悲しそうな顔を浮かべた。

「でも、あんたは……どうせあれなんでしょ？　結奈のことはどうでもいいんでしょ？」

　そして、拗すねたような口調でそう呟くように言う。

「え？」

「この前、言ってたじゃない。あんたはうちで一か月しっかり働けば昇進できるって。それが目当てで、結奈のことには興味ないんでしょ？　正直に言いなさいよ」

　姫野はそうしてちょっと声を荒らげた。

　もしかしてこいつ、あの時のことをずっと気にしてたのか？

　姫野は俺のことを料理人としては認めていても、人間としてはすくなくとも好かれてはいないと思っていた。だから当然にドライな関係でいようとしているんだと思ってた。でもよくよく思い返せば……それは俺の勘違いだったのかもしれない。

　俺が体調を崩した時には料理もろくにできないのに調理場に立ってお粥かゆを作ってくれたし、あの土曜日だって時間潰しとはいえ俺と映画を観みたりカフェで話してる時楽しそうにしていた。

「なあ、お前って俺のこと嫌ってるわけじゃなかったのか？」

「嫌ってなんか、ないわよ……」

　そうか、それなら……あんなことを言えば、怒るのも当然じゃないか。

　人付き合いは苦手だというのは自覚しているところだった。でもそんなことにすら気がつけなかったというのは、何というか、すごく申し訳なかった。

「なあ姫野。あの時はさ、お前のことなんてただの仕事相手だし副料理長に昇進したいからこの仕事をやってるって、たしかに言った。でも、あれは違うんだ」

「な、なによそれ……そんなこと言われたって……」

「そもそも……その昇進の話だけど、断っちゃったし」

「えっ!?」

　すると姫野は、目を真ん丸にした。

「俺、この家での専属料理人としての契約を……延長してほしいって頼んだんだ。だから正確にはお前が認めてくれれば、だけどな。ここに残るとなれば店にはしばらく戻らないわけだし、昇進も何もない」

「な、なんで……もったいない……」

「まあ、自分でもすこしはそう思ったさ。あんな一流レストランで副料理長を務められるなんてものすごく大きな経験になっただろうし」

「ならどうして」

「いや……ここにいるのが、楽しいからさ」

　正直な気持ちを口にすると、姫野は信じられないといわんばかりの表情を作った。そしておそるおそるといった感じに、俺の方を見た。

「ほ、ほんと？　結奈といるのが、楽しいの？」

「ああ」

「ねえ……じゃあ、あんた結奈の良いところ一つでもあげられる？」

「姫野の良いところ？」

　すこし考えてから、思いついたことを並べてみる。

「ええとだな……まずめちゃくちゃ美少女で、料理食べる時すっごい良いリアクションとってくれる作り甲が斐いのあるやつで、笑顔が可愛くて、友達想おもいで、けっこう優しくて」

「わあああああっ!!　も、もういいわよ!!　あ……あんた、よくもそんなこと恥ずかしげもなく言えるわね!?」

「え、俺怒られたの？」

「怒っては……ないけど」

　姫野は頬ほおを朱に染めたまま、目を逸そらすようにテーブルに突っ伏してしまった。隣に座る七瀬はその様子を、にやにやと楽しそうに笑いながら眺めていた。

　とにかく、このまま言いたいことを全部言ってしまおう。

　顔を伏せたままの姫野に、俺はふうと一度深呼吸をしてから言った。

「だからさ。この前はただの仕事相手って言ったけど……何というかもっと、特別な関係になれたらと思ってさ」

「と、特別な関係!?」

　すると姫野はがばっと顔を上げた。よっぽど驚いたのか、声が裏返っていた。

「そ、それって……具体的にはどういうことなのかしら」

「いやえーと……なんか口に出そうと思うと照れくさいな」

「い、いいから！　言いなさいよ！」

　姫野はそうやって急せかしてきた。だけど俺にとって、こんなことを口にするのははじめてだった。だから柄にもなく緊張してしまい、なかなか言葉が出てこない。寸前のところでつっかえている。

　でも俺は、姫野にこの想いを伝えたかった。だから、覚悟を決めて口を開いた。

「なあ、姫野」

「う、うん！」

「俺と……友達に、なってくれないか？」

「え？」

　しかしそう口に出した瞬間、場はしんと静寂に包まれてしまった。ぽかんとした表情を浮かべる姫野。苦笑する七瀬。何かやらかしてしまっただろうかと、不安になる俺。そしてたっぷり十秒ほど音のなくなったダイニングルームで次に生まれた音は、姫野の盛大なため息だった。

「…………はあ」

「ま、待った。俺変なこと言ったか？」

「いや、べつに、言ってないわよ」

「俺、友達っていえる相手ほぼ皆無だからさ。わりと勇気を出した告白だったんだけど」

　ちょっぴりむくれていた姫野だが──俺がそう言うと何が面白かったのかぷっとふき出して、楽しそうに笑った。

「はあ、あんたってほんと残念ね」

「ざ、残念!?　そりゃ失礼だろ!?」

「料理に関しては天才的なのに、そういうところはポンコツっていうか。もうちょっと女の子の気持ちとか勉強した方がいいわよ」

　なんだか罵倒されているような気がするけど、何の話をされているのかよくわからない。姫野は言うだけ言うとすっきりしたのか、さっぱりした様子になっていた。

「まあいいわ、結奈があんたの数少ない友達になってあげるわよ」

「……お、おう」

「だからこれからもよろしくね、霜月」

「契約、延長してくれるのか？」

「もちろんよ……あ、それと」

　姫野はそこで、すこしだけ間を作る。そして、口を開く。

「このペンダントと、今日作ってくれた料理……ありがと、ね」

[image: ]

　そう照れくさそうにお礼を言う姫野はびっくりするくらい可愛くて、俺は、思わずドキリとしてしまったのだった。




　ともあれ、こうして。

　つい数週間前。高星シェフに専属料理人の話を聞いた時には、想像もしなかったが。

　俺はもうしばらく〈フリメール〉を離れ。

　そして──友達となったこのお嬢様に、料理を振舞うことになるらしい。
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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